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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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（まーたこんなに残してやがる）

　テーブル代わりにしている事務机の上に載のった皿にほとんど全部残された野菜を見て、一いちノ瀬せ大和やまとは眉み間けんに一本、仁に王おう像のような皺しわを刻ませた。この広報役員室の主、レオ・マクマートリーは手洗いにでも行ったのか不在である。

　どういうことだ。そんなにまずいものを作っている覚えはない。今日の献こん立だては茹ゆでた豚ぶた肉にくの温野菜添ぞえとかぼちゃの冷製スープ、それにピラフだ。温野菜はもちろんのこと、ピラフに入っていたグリーンピースや人にん参じんまでまめまめしく除よけてある。しかも途と中ちゆうで力ちから尽つきたらしく、三分の一ほどは米ごと残してあった。

　そのくせスープは甘くて好きなのか、猫ねこが舐なめたようにきれいに食べてある。腹が立つことこのうえない。どうせなら固形野菜も食え。

　役員室へのランチのデリバリーは社員食堂の料理人である大和の仕事だが、他ほかの役員はみなきれいにたいらげてくれるので気持ちがいい。なんといっても、大和の働くＮ＆Ｍコスメティクスの社員食堂は、味がよいので有名なのだ。『美味おいしい社食ランチ』のようなテレビの企き画かくで紹しよう介かいされたりもする。

　Ｎ＆Ｍは米国に本社を置く化け粧しよう品メーカーで、大和の働く食堂は日本支社の研究所の本館に位置している。広い敷しき地ちは緑豊か、研究棟とうの他に運動場や外国人社員のための社宅マンションも備えており、環かん境きようが抜ばつ群ぐんにいい。

　レオの伯父おじにあたる米国本社社長の方針で、食事は質のよいものをと調理専門業者に委い託たくされている。設備は会社のものだが、外部の業者と契けい約やくすることで、腕うでのいい料理人を置くことができる。大和たちはもともと街のレストランで働いていた。

　味よし、量よし、値段よし。日ひ替がわりで供される数種類のメニューから好きなものをチョイスして組み合わせるランチは好評でありこそすれ、レオのように大量に残す者はいない。

　二か月前にアメリカからやってきた広報部のチーフオフィサー、レオ・マクマートリーは大変な偏へん食しよくだった。いつも野菜は残し、主食と肉ばかり食べてある。どうやらもともと食に興味がうすいようなのだが、口に合わないと言われているみたいで気に入らない。

　そんなことで栄養は偏かたよらないのだろうか。なぜ肌はだがあんなに美しく、体も細くてバランスがいいのか甚はなはだ疑問だ。

（朝と夜はなに食ってんだ。まさかビタミン剤ざいとかエナジードリンクじゃねえだろうな。いや、わからねえぞ、なんたってアメリカ育ちだし）

　そんな偏へん見けんで憤いきどおりをなだめつつ、皿を片づけているときだった。

　かちゃりとドアが開いて、レオが大きな書類ケースを抱かかえて入ってきた。大和が手に持った皿をちらりと見て、無表情でお決まりの礼を述べる。

「いつもありがとう、ミスター一ノ瀬」

（キモ！　ミスターはやめろよ！）

　と思うが役員相手なので口には出さない。

　鳥とり肌はだが立ちそうな気分で、仏ぶつ頂ちよう面づらで会え釈しやくだけ返す。褒ほめられた態度ではないが、相手だってニコリともしていないから失礼というほどでもないだろう。これだけ食べ物を残しても、料理人相手に悪びれもしないところがまた鼻につく。

　もくもくと皿をワゴンに載せ机を拭ふいていると、隣となりの応接セットのソファにかけて書類をめくる音が聞こえた。

　ちらりとレオを盗ぬすみ見ると、右手に大きく取った窓から差し込んだ日差しが髪かみをキラキラと金色に透すかしている。あまりの美び貌ぼうにどきりとした。

　ゆるやかにウエーブする柔やわらかそうな栗くり色いろの髪と、ガラスみたいな茶色い瞳ひとみ。肌が白いせいで唇くちびるの朱あかが目立つ。どこの天使様だこれ。男のくせにおかしくねえか。

　光で縁ふち取どられた頰ほおのラインが滑なめらかで、触さわってみたい衝しよう動どうに駆かられた。長いまつ毛も人形のようだ。あの少し尖とがった顎あごに指をかけて上向かせ、うっすら色づいたうすい唇にキスしてやったらどんな反応をするだろう。陶とう磁じ器きみたいにつるりとした白い肌は、赤く染まるんだろうか。

（ほんっと、外見だけならパーフェクトなんだよなぁ）

　見るたび思い出す最初の衝しよう撃げきを、大和は懲こりもせずに頭の中で反はん芻すうした。







「広報部のチーフオフィサーに就任しました。レオ・マクマートリーです」

　二か月前、ビデオ朝礼の役員就任挨あい拶さつで彼を見た瞬しゆん間かん、リンゴーン、リンゴーン……と、頭に鐘かねの音が響ひびき渡わたり、自分の周りにラッパを持った天使がくるくる羽ばたいている錯さつ覚かくに陥おちいった。二十七年の人生でこんな感覚は初めてだった。これがひと目ぼれってやつだろうか。

　スクリーンに映し出された広報部チーフは、ゾクゾクするほど大和好みだったのだ。

　クールビューティーという言葉がぴったりの、つり目がちで鼻筋の通った怜れい悧りな王子顔。面食いの自覚がある大和のハートにズキューンと矢が刺ささった。

　思わず「すげーきれいな男……」とつぶやいた大和の横で、社内のことならなんでも知っている、地じ獄ごく耳みみの異名を持つ同どう僚りようの夏か菜な子こがずらずらとレオの経歴を述べる。

「レオ・マクマートリー、二十五歳。Ｎ＆Ｍ創業者デイビッド・マクマートリーのひ孫で祖母、母は日本人。学生時代に二年飛び級スキツプして二十歳はたちで××大学を卒業後、米国本社に就職。実務経験を経てビジネススクールでＭＢＡを……」

　夏菜子の声が大和の耳の中を右から左へと素す通どおりしていく。大和の意識は画面の中で滔とう々とうと就任挨拶を述べる麗うるわしい唇に釘くぎづけだ。

　外資系企き業ぎようの創業者一族のお坊ぼつちゃまで、役員待たい遇ぐうで日本支社にやってきた二十五歳。自分より二つ年下で役員ときた。

　そんな、経歴だけで嫌いや味みな奴やつがどんな顔してんだろうと、いささか斜しやに構えていた。どうせ贅ぜい沢たくして太った男が来たんだろと、鼻で笑ってやろうと思っていたのだ。

　ところが──。

　祖父がアメリカ人だという彼は、テレビや絵でしかお目にかかったことがないほどの造形を持っていた。ちょっと硬かたい言葉遣づかいと、ときどき英語の訛なまりを彷ほう彿ふつとさせるイントネーションがまたなんとも味があっていい。そのおかげで涼すずしげなのにどこか親近感を抱いだかせる。

「大和のタイプじゃない？」

　ひと通りレオの情報を並べ立てた夏菜子がにんまり笑って大和を見ている。

「ど真ん中」

　ニヤッと笑って親指を立てると、

「ちょっと。役員相手に問題起こさないでよね。ホモの恋れん愛あい沙ざ汰たでこっちまで迷めい惑わくさせられたくないよ」

　手厳しい言葉が返ってきた。

　生まれてこの方、異性に興味を感じない。それは大和と近しい人間にはオープンにしている。

　男だったら「うほっ」と鼻の下を伸のばしそうな巨きよ大だいな胸や尻しりも、大和の目にはぶよぶよの脂し肪ぼうの塊かたまりだ。ひらひらべたべたした少女趣しゆ味みなぞ、なんの悪夢かと思うほどである。

　ただしガテン系の男くさいのは、自分がヤンキー上がりのせいか、突つっ込みたい側だからなのか、イマイチ食指が動かない。だからといってあまりガキも興味ないけれど。

　きちんと仕事をしていて、恋愛だけを人生の中心にしない、割り切った関係を楽しめるクールな大人がいい。都合がいいと言わば言え。将来は自分の店を持ちたいと倹けん約やく生活を送りつつ料理修しゆ業ぎようをしている大和には、いまは恋愛は二の次なのである。そりゃあ、誘さそわれて断る理由がなければ適当につまみ食いはするけれども。

　役員をどうこうしようなんて思わないが、目の保養くらい許されるだろう。挨拶をして、ちょっと会話もして……、まあ、でも、チャンスがあったら食事に誘ってみるくらいは。

　性的指向がストレートな人間が多い中、近場の出会いにあまり期待はしていないが、近くに好みの顔があるのは単純に嬉うれしい。大和だって多少浮うかれもする。役員室へのランチのデリバリーは自分の仕事だからだ。

　普ふ段だんだったら「偉えらそうにデリバリーなんかさせないで、社食に食いに来いよ」と悪態をつくところだが、レオに関しては「ラッキー」とほくそ笑えんだのだった。我ながら調子がいい。

　初日、広報役員室にランチを用意する大和をレオはジッと眺ながめていた。「失礼しまっす」とワゴンを押して部屋に入ってからというもの、大和が右に動けば右に。左に動けば左に。親鳥を追いかける雛ひなよろしく視線がついてくる。

　なぜそんなに見つめられるのかはわからないが、彼の中身はアメリカ人である。大和にはわからない感覚もあるだろう。でもやたら熱っぽく感じる視線なことは確かだ。

　自分で言うのもなんだが、顔立ちは整っていると自負している。ただ強面こわもてというほどではないが目つきは鋭するどい。愛想がある方ではないので、百八十センチある身長と相まって怖こわいと敬遠する女もいるけれど、どちらかというと男らしいと評されるタチだ。

　切りに行くのが面めん倒どうで伸ばしっぱなしにしてる髪も、野性味があって自分には似合っていると思う。仕事のときは後ろでひとつに結ゆわっているのも、色気があっていいと好評だ。

　そんな自分だから、そのテの指向の男からも魅み力りよく的に見えるのだろう。実際モテる。街に出れば一夜限りの恋こい人びとに事欠くことはない。だからといって一足飛びにレオが自分に気があるかもと思うほどめでたくもないが。

　ランチを並べ終わった大和を、レオがまっすぐ見つめてくる。

「きみ、名前はなんという？」

　年下からの〝きみ〟呼ばわりに若じやつ干かん引っかかりを覚えつつも、顔が好みだからまあいいやと現金にスルーしてしまう。美形って絶対人生得してる。

　それにしてもこんなに瞳を直視されることなんてめったにない。さすがアメリカ育ちというべきか。しかし大和もそこで怯ひるむような草食系でもないのである。せっかくだから自分をアピールしておくかと名札を引っ張りつつ一歩近づいた。

「一ノ瀬です。ランチのデリバリーは俺が担当ですから、よろしくお願いします」

「すごくいい体をしているな。なにか運動を？」

　お、いい感じ。いきなり体を褒めてくるとは実はけっこう脈アリかも？

　大和は上じよう腕わんまで捲まくり上げた黒のコックコートに、黒のソムリエエプロンを着けている。全身をシャープな黒で統一し、腰こしのラインもはっきりわかるスタイルは、大和の体を大層引き立ててくれる。

「そりゃどーも。子どもの頃ころから空手をやってましたけど、最近はあんまり。でも料理ってけっこう力使うから、腕うでや腹筋は自然と鍛きたえられますよ」

　大きな鍋なべやフライパンは女性では手に余る。社食のような大人数の調理を担当するのは、かなりの重労働なのだ。

「なるほど、料理は力仕事というわけだ。ぼくは料理をしないから、わからなかった」

　少し硬い話し言葉が、彼が生きつ粋すいの日本人ではないのだと感じさせる。不思議に魅力的だ。

「ミスター一ノ瀬」

　うわっ！

　ミスターは気持ち悪いから止やめてくれと言おうと思ったが、続いたレオの、

「そこのソファに寝ねそべってみてはくれないか」

　という突とつ拍ぴよう子しもない言葉にしゅるんと引っ込んでしまった。

「は？　え……？　なんでですか？」

「嫌いやなら構わない。不ぶ躾しつけなのは承知だ」

「いや、いいですけど……」

　なにか仕事絡がらみだろうか。そうは思えないが、別に寝ね転ころんで汚よごれるものでもない。

　片かた肘ひじをついて横になると、なんだかオフィスで上司を誘ってるような妙みようなポーズになった。昼間っからイケナイ妄もう想そうをしてしまいそうだ。

　レオは「ふむ」と顎あごを手で撫なでながら、

「もう少し気だるげに、肘掛けに頭を乗せて」

　大和の頭の周りにクエスチョンマークが飛び交かう。新商品のＣＭのアイデアかなにかだろうか。だったら自分より美人秘書か受付嬢じようにでもやらせた方がいいんじゃないだろうか。

　意図が読めないなりに、とりあえず言われた通り肘掛けの上で腕を組み、その上に顎を乗せてみた。　>>>♥

　レオの視線が大和の体を撫でおろしていく。うっとりしていると言っていいまなざしに大和の胸も騒さわぎ始めた。もしや彼は男に興味があるのでは？

「素す敵てきだ、ゾクゾクする」

　おいいいぃぃ！　と内心叫さけんだ。

「ミスター一ノ瀬」

　期待に胸が高鳴る。レオのうす桃もも色いろの唇くちびるが開いた。

「きみは、まるでグローネンダールのようだね」

「………………はい？」

　グロー……？

「グローネンダールのようだと言ったんだ」

　耳慣れない単語の上に、そこだけやけに流りゆう暢ちように英語発音になるから、いまひとつ聞き取れなかった。というか、聞き取れた気がするけど意味がわからない。

　大和が明らかに理解できなかったという顔をしたので、レオは視線をやや斜ななめ上に向けて少し考えてから、あろうことか────。

「ミスター一ノ瀬。きみは、犬のようだね」

「はぁっ⁉」

　至し極ごくまじめに言われ、一いつ瞬しゆんまぬけ面づらを晒さらした。いまにして思い返せばそれも悔くやしい。

　大和は過去にヤンチャしていた経験から、年功序列に多少うるさいところがある。つまり年下に舐なめられるのは腸はらわたが煮にえくり返るほど嫌きらいなのだ。喧けん嘩かっ早くて有名だった十代の頃ほどではないが、いまでも頭に血が上りやすい。

（自分でお願いしてやらせておいて！）

　素す直なおに言うことを聞いた大和をよりによって犬とせせら笑うとは。犬扱あつかいして命令して面おも白しろがっていたのかと、気色ばんでソファから立ち上がった。

「おい、あんた役員だからって人をバカにすんなよ？　こっちが言いなりになってりゃふざけたことぬかしやがって！　だいたい年下のくせに人をきみとか呼んでんじゃねえ！」

　さっきはまあいいやと思ったくせにこうなってくると癇かんに障さわる。

　レオは不思議そうに首を傾かしげた。

「ぼくがきみを〝きみ〟と呼ぶのは失礼なのか？　年下だから？　〝あなた〟ならいいのか？」

「そっちじゃねえ！」

　怒ど鳴なって手近なワゴンに載のっていた布ふ巾きんをべしっとソファに投げつける。

　どういう神経だ。不快感を示せば犬呼ばわりを反省するかと思いきや、そっちに反応するとは思わなかった。もしやバカにしてわざと言っているのか？

　そう思ったら、可愛かわいさ余って憎にくさ百倍。好みと思って好意的に接した分だけ自分にも腹が立つ。ここまで初対面の人間にコケにされたのは初めてだ。

　そのきれいな顔を見ているのも嫌になって、憤ふん然ぜんと役員室を後にした。

　食堂に帰ると、大和の上司でチーフシェフの内ない藤とうが糸のような目をさらに細めてニコニコしながら大和を出で迎むかえた。

「おかえり、今日もデリバリーご苦労さん。ん？　どうした大和くん、不ふ機き嫌げんな犬みたいな顔をして」

「……なんでもないですよ、内藤さん」

　なんというタイムリーなたとえ。内藤の言葉がたったいまレオに言われた犬と被かぶっていてサクッと大和に突つき刺ささる。が、世話になっている内藤にはそんな不満は口に出さない。

　代わりに厨ちゆう房ぼうの入り口をまんまるのデカい図ずう体たいでふさいでいる、新人の裕ゆう也やの頭をぺしんとはたいた。

「って！　なにするんスか一ノ瀬さん～」

「うっせえ、そこどけ。ワゴン入らねえだろうが」

　すいませんっス、とワゴンを引き取り巨きよ体たいを揺ゆらして厨房の奥へ運んでいく裕也を見て、夏菜子が大和に意味ありげな視線を送る。

「なーによ、ご機嫌ななめねえ。新しいチーフと早さつ速そくなにかあったかしら？」

「別にねえよ、勘かんぐるな。あんな顔だけ男、どーでもいい」

「あらあら、さっきまでとずいぶん違ちがうこと」

　うるせえ。

　夏菜子のニヤニヤ笑いが気に障る。犬呼ばわりされたなんて誰だれにも言えやしない。

　そして一時間後、食器を下げに行った大和は皿にほとんど全部残された料理を見て、絶対レオにいい顔をするのはやめようと心に誓ちかった。

　それからは社会人として顔を合わせれば一応会え釈しやくくらいはするけれど、雑談で口をきくこともしない。人を犬扱いして謝りもしないんだから、相応だと思っている。

　それでも顔を見るたび見み惚とれそうになる自分は、つくづく面食いなんだなぁと半ば呆あきれながら今日も役員室を後にするのだった。







「ねえ聞いた？　受付の平ひら沢さわさん、王子にちょっかい出そうとしたんだって」

　食事をしても落ちない口紅とやらをつけているのだろうか、ピンクの唇の女性社員たちがすっかり空になった食器を前に楽しげにしゃべっている。

「やぁだぁ、平沢さんなんか顔ばっか可愛くて中身は猛もう禽きんじゃなぁい。えー、それでそれで？　レオ様は？」

「それがねえ、笑っちゃう。自信満々で、絶対王子あたしに気があるわーなんて豪ごう語ごしたくせに、名前も覚えられてないの」

「きゃははっ、さっすがレオ様。あーんな女に引っかかったらどうしようかと思ったけど、自うぬ惚ぼれ女ザマアって感じ？」

「ちょっとぉ、吉よし田だちゃんこわーい」

「あっ、ごっめえん。つい本音が出ちゃった？」

　きゃはははは、と笑う声を背後に聞きつつ、大和はテーブルに残された食器の後片づけをする。悪意に満ちた声というのは甲かん高だかくもざらついているものだ。

　女って怖こええ。

　昼休みの食堂は噂うわさ話ばなしの宝庫である。平沢さんは社内一可愛いと評判の受付の女の子だ。ちなみに王子とはレオのあだ名である。いつの間にやら王子だのレオ様だの、まるでアイドル扱い。役員就任時のビデオが社内で売買されているなんて噂までまことしやかに流れている。

「すいません、これも片づけていいです？」

　大和が声をかけると、とたんに彼女らの声が華はなやいだ。

「わあ、一ノ瀬さん！　すみませえん、ありがとうございますぅ」

「今日も美味おいしかったでぇす」

　瞳ひとみがきゃるるるんと丸くなって、一いつ斉せいにアヒル口をキメた女の子たちの見分けがつかない。

「どーも」

　愛あい想そ笑いもなくトレーを持って背を向けると、

「やぁん、一ノ瀬さんてかっこいいよねえ」

「無愛想なとこが男！　って感じ～」

「今度合コン誘さそってみようか」

　ひそひそにしては大きな声が追ってくる。単なる噂話なのか大和に聞こえるように言っているのか、ピンクの花が飛んでいるような空気から一刻も早く遠ざかりたい。

　最後には「抱だかれたぁい」「やだぁ」「きゃはははっ」という声が聞こえてげんなりした。

　女って、怖え。

　夏菜子や裕也が片づけたって礼ひとつ言わないくせに。いい男と思うと声から態度から豹ひよう変へんするから鬼おにだ。

　もっとも、怖こわいのは女ばかりでもないか、と食堂の端はしに陣じん取どった男たちに気づいて思った。

「……て俺が無理して仕事来てやったらあの王子、なんて言ったと思う？　きみが来ることで周りに病気をまき散らせている自覚をしたまえ、だとさ」

「日本人は風邪かぜくらいでそうそう仕事休めねえっての、な。これだからお坊ぼつちゃんは困るよなー。俺もこないだ、若い奴やつが定時きっかりに上がるのにケチつけてたら、残業をすることが偉えらいという価値観をまず改革することからとか言われてさぁ……」

「なっまいきだよなー、王子。俺も新商品のポスター、こんな地味で古ふる臭くさいデザインで客の購こう買ばい意欲がそそられるかって一いつ蹴しゆうされてよ。上品と言えっつーの。所詮アメリカ育ちだからワビサビ的な情じよう緒ちよは理解できねえのよ」

「いっそヌードの金きん髪ぱつ美人でも載っけたら満足すんじゃねーの？」

　どわっはははと笑い声が上がった。

　三十代くらいの広報部の社員が数人、愚ぐ痴ちを言いながらテーブルでランチを囲んでいた。一人は大きなマスクを顎あごにつけ、食べながらときおりゴホンゴホンとひどく咳せき込んでいる。

　食堂で風邪菌きんをまき散らすのは勘かん弁べんしてほしい。出ていけとも言えないから仕方ないが。

　ちらりと聞こえた会話はレオのことだ。聞いていると、彼はストレートにものを言い、年上に対しても歯に衣きぬ着せぬ発言をするので、古参の社員には彼を煙けむたがっている者も多い。女性社員から人気が高いのも憎まれる一因だろう。

　男の嫉しつ妬とも醜みにくいねえとため息をついて厨房に戻もどろうとすると、食堂内の空気がざわっと揺れた。正確には、女性たちの発する空気が急激に色めいて一方を向いたのである。こんな変化を起こせる人間は社内に一人しかいない。

　案の定、食堂の入り口からキラキラオーラを纏まとったレオが入ってきた。なぜ女性のセンサーというのはこうも敏びん感かんなんだ？　と毎回感心する。

　レオはテーブルにいた広報部の部下たちに気づいて近づいてくる。彼らは一斉に押し黙だまって冷ややかな視線でレオを迎むかえた。

「ミスター村むら上かみ」

　レオが呼びかけると、村上と呼ばれたマスクの男が軽く顎をあげて目線だけで返事をする。

　おいおい、年下でも気に入らなくても上司にその態度はねえだろと思うが、大和が注意することでもないので傍ぼう観かんした。

「きみには今朝、早退を許可したはずだ。早く帰って休みたまえ」

　村上はふんと鼻で笑う。とたんに痰たんを飛ばさんばかりに咳き込んだ。これには村上の向かいに座っていた男も思わず顔を歪ゆがめた。食べる気が失うせたのだろう、箸はしをそっとトレーに置く。

　それを見たレオは美しい眉まゆをひそめた。

「ミスター村上。きみだけの問題ではない。風邪をうつされる周囲の人間は迷めい惑わくする。業務上必要な処置として命令する、いますぐ帰りたまえ。治るまで出勤しないように」

　おいおいおい、レオもレオだ。そんな言い方じゃ反感買うだろうが。いくら正論でも言い方ってものがあるだろう。

　案の定、村上がぎろりとレオを睨にらみあげる。

「あーあ。頑がん張ばって迷惑そうにされんだから、やる気なくすよなぁ」

　ガタンと椅い子すを蹴け倒たおさんばかりに立ち上がった村上に続き、全員が席を立ってレオの横をすり抜ぬけていく。

　村上が帰らなかったのは、単にレオに対するあてつけだったろう。帰れと言われたから帰りたくない。まるで小学生である。三十代にもなってガキ臭くさい。

　だが部下をそこまで頑かたくなにさせてしまったのは、レオの責任もないとは言えない。

　村上たちの残していったトレーを片づけながら、大和はレオをちらりと見た。無表情に彼らを見送っている横顔からは、なんの感情も読み取れない。彼らの態度に傷ついているのか、それともなんとも思っていないのか。それすらわからなかった。

　いけすかない人間とはいえ、ざまあみろと思うほど子どもではない。振ふり向いたレオと目が合ってしまったので、片づけがてらつい声をかけてしまった。

「チーフさぁ、あんな言い方じゃ部下だってキレるでしょ」

「ぼくは客観的な事実を指し摘てきし、上司として適切な指示をしたつもりだが」

「だーかーら！　自分が休んで仕事周りに押しつけちゃ迷惑かけるって、具合悪いのに頑張って出てきてんでしょ？　そこをズバッと迷惑だから帰れとか言われたら気分悪いっしょ？　労いたわりの気持ちはないのかよ、体調が心配だからとかさ」

　ついつい言葉遣いがぞんざいになる。あんな態度を取られたレオに少々同情を覚えつつも、彼がうまく立ち回れば回かい避ひできるはずのトラブルを抱かかえていることに妙みように苛いら立だつ。顔がきれいなだけに男性からは反感を買いやすいだろうに。

「心配しているからこそ早退命令をしたし、治るまで出てくるなと言った。それにぼくは常識で考えて欲しいと言っているだけだ。風邪をうつされるかもと不安を抱えて同じ部屋で働く妊にん婦ぷは気の毒ではないのか。彼は自己満足で周囲への配はい慮りよが足りていない」

「それはお坊ちゃまの理り屈くつだよ」

　妊婦は気の毒だ。それは間ま違ちがいない。大和だって風邪っぴきは帰れドアホウと思う。

　けれど普ふ通つうの社員は、自分が休むことで周囲へ負担をかけることをよしとしない。家族の生活を支えるものならなおさらだ。休きゆう暇かを取ることで自分の評価が下がれば査定に響ひびくと怯おびえもする。自己都合と言われればそれまでだが、みな生活がかかっているのだ。将来が安定している人間にこの漠ばく然ぜんとした不安がわかるはずもない。

　相変わらず表情は動かないが、かすかに反らされた肩かたが尊大に感じて鼻についた。

「ぼくは理り不ふ尽じんなことを言った覚えはない」

「はっ。だろうな」

　ほんと王子様だよ。

　レオは眉を寄せて大和を見つめたあと、「アドバイスをありがとう」とだけ言ってコーヒーマシンの方へ向かっていった。

（ありがとうって態度じゃねえだろ。嫌いや味みかよ）

　ムカムカしながら厨ちゆう房ぼうに戻るとつんつん、と夏菜子が大和の肘ひじをつつく。

「なんかさ、チーフまた大和のこと見てない？」

　レオはひとり食堂の隅すみでコーヒーを飲みながら、ずっと大和に視線を注いでいる。いまだけじゃない、デリバリーのときは同じ部屋にいればいつも視線がつきまとう。たまに食堂に来たときも目線は常に大和を追っていることは、すでに厨房の人間ならみんな知っていることだ。

　なんだってそんなに大和が気になるのか。彼が自分を見つめていると、同時に犬扱あつかいされたことを思い出して知らず眉み間けんに皺しわが寄ってしまう。

「さあ。気のせいだろ」

　ぶっきらぼうに吐はき捨てて、大和は自分の仕事に戻っていった。







　サンクスギビング──十一月の第四木曜日は、いわゆる感謝祭である。

　米国に本社を構えるＮ＆Ｍは、アメリカの行事も好んで行うことが多い。合わせて社食もイベント仕様のものが特別食として振る舞まわれる。外国人の社員が多いことによる配慮だろう。

　復活祭イースターにはハムや羊肉のほかにペイントしたゆで卵がつき、クリスマスにはローストビーフといった具合に。

　そして今日、サンクスギビングはローストターキーがメインだった。丸ごとのターキーの中に炒いためた野菜を詰つめてオーブンで焼き、グレイビーソースとクランベリーソース、マッシュポテトとグリーンピースのキャセロールを添そえてサーブする。目の前で切り分けて皿に盛るターキーは毎年大好評で、この日ばかりは役員室へのデリバリーもなく、みな食堂で列をなしている。

「これこれ！　毎年楽しみなんですヨ、アメリカの生活思い出しマス」

「ここのターキーははジューシーで本当に美味おいしいねえ」

「このグレイビーソースがまた絶品！」

　みんなの喜ぶ顔が見られれば、料理人として気分がいいものである。イベント時には地じ獄ごくのような忙いそがしさだが、それすら心地ここちいい。

　今年も大だい盛せい況きようのうちにターキーは終しゆう了りようし、食堂にはターキーにあぶれた社員がレギュラーメニューのランチをとっていたり、食後のお茶をのんびりすすっている者たちが残っていた。厨房はまだまだ後片づけに追われている段階だが。

「今年もターキーあっという間だったよねえ。来年は近くのレストランに協力お願いしてもう少し数出せないかな？　車で持ってきたらいけるんじゃない？」

　夏菜子が提案すると、裕也がポンと手を叩たたく。

「それよりいつも通り夕食も食堂開けたら、二回に分かれるからみんな食べられるんじゃないっスか？」

「あ～、ダメダメ。毎年サンクスギビングとクリスマスは社長の方針で残業禁止になってんの。みんな定時で帰っちゃうから、あたしたちも今日は遅おそ番ばんなし」

「そっスかー。だから今日は昼だけなんスね」

　裕也が納なつ得とくしてうなずいた。普ふ段だん社員食堂は昼休みと、残業をする社員のために夕方五時から八時までオープンしている。しかし今日は大和たちもＮ＆Ｍの定時に合わせて終了である。

　あらかた片づけも終わり、人もはけてきたときだった。

　急いで食堂に入ってきた人物が、カウンターに載のった「ターキー終了」の札を見てあからさまにがっくりと肩を落とした。夏菜子が顔を上げる。

「あれ？　王子様じゃない？」

　見ると確かにレオだ。一いつ瞬しゆん彼とわからなかったのは、いつも早足であっても涼すずしげに風をきって歩いている姿からは想像もできないほど、慌あわてた様子だったからである。息せき切ったという風ふ情ぜいだ。

　どうやらターキーが食べたかったらしい。今いま頃ごろ来たって遅おせえんだよと心の中で思ったが、レギュラーランチは用意しているので、注文はないかと仕方なく歩いていった。

　レオは未練たらしく終了の札を見つめている。相変わらず目を奪うばわれるほどきれいな横顔だ。落ち込む美形というのは絵になるものなんだなと思ってしまう自分も大たい概がいである。

「なんか注文あります？」

「もうターキーは残っていないのか？」

　カウンター越ごしに向かい合った大和に、どうしても諦あきらめきれないのだろう、眉をハの字にして尋たずねてきた。こんな表情は初めて見る。内心驚おどろいたが、表面上はにべもなく答えた。

「見ればわかるでしょ。レギュラーの日ひ替がわりランチならありますけど」

「ほんの少しも？」

「ないです」

「そうか……、ならいい」

　しゅんとした顔はいつもの尊大な態度など欠片かけらも残っておらず、さすがにちょっと可哀かわい想そうになってきた。大和は先ほどのつんけんした言葉よりはぐっと柔やわらかめに、

「えーと……、でもまだ昼食ってないなら腹減ってんじゃないです？」

　言ってみたが、レオは頭をふるふると横に振った。

「いらない。ありがとう」

　叱しかられた猫ねこみたいに視線を落とし、くるりと踵きびすを返したレオに思わず声をかけた。

「あー、待て待て！」

　どんだけターキー食べたかったんだか。

　ターキーじゃなきゃ昼はいらないというほど残念なのは信じられないが、実際レオはそこまで落らく胆たんしているらしい。このぶんじゃショックで夕飯まで抜きそうだ。

　実を言うと、まったくないわけではない。厨房の奥には、料理人の人数分だけ別に確保してあるのだ。社員のランチタイムが終わったら、料理人たちが遅おそいランチをとるために。もちろん大和の分もある。

　嫌きらいな人間に自分のターキーをやる必要はない。けれどここまで食べたかったと言われると、料理人として食べさせてやりたいとも思う。それにいつも食事を残しがちなレオが美味しいと喜んで食べる姿も見てみたいではないか。もし残さず食べたら、ちょっと見返してやれるような気になるだろう。

　食堂に残っている他ほかの社員たちに聞こえないよう注意しながら、大和はカウンターから身を乗り出して小声でささやいた。

「定時後まで待てます？」

「どういう意味だ？」

　レオが訝いぶかる表情で問い返す。そんな顔もまるでよくできた人形だ。

「他の社員の手前ここでは出せないけど、俺の分があるんです。もしよかったら、夕飯に家までデリバリーしましょうか」

　アメリカから単身でやってきたレオは敷しき地ち内の役員宅に住んでいるはずなのでそう遠くはない、というのは以前夏菜子から聞いて知っている。

　え？　とレオが目を丸くした。大和の心臓がどっきんと大きく揺ゆれる。驚いた表情がめちゃくちゃ新しん鮮せんだった。こんな顔もするのか。

「いや……、しかしそれは……、そんなことは申し訳ない。きみにだって予定はあるだろうし」

　珍めずらしくレオが口ごもるので、優位に立ったようで楽しい気分になった。その目があきらかに期待に輝かがやいているのもなんだか面おも白しろい。

「そ？　いらないならいいですけど」

「ま、待て！」

　必死の形相がおかしくてついプッと噴ふき出した。からかわれたのがわかり、レオの頰ほおが少し赤らむ。

「いまから役員室へデリバリーしてもらうわけにはいかないだろうか？」

「今日は他の役員にもデリバリーストップしてるんで、それはちょっと。目立っちゃうから」

「そうか……」

「俺は一人暮らしだし。今夜はヒマだから気にしなくていいですよ。あ、それともチーフの方に予定があるなら……」

「ぼくはぜんぜん！」

　勢い込んで言われ、とうとう大和は笑い出した。欲しいというのが丸わかりで、素す直なおな態度に気をよくした。

「じゃあ決まり。仕事終わったら正面玄げん関かんで待ち合わせしましょう」

　いいのか、本当にいいのかと念を押すレオに、もう一度うなずいてやるとパァッと表情を明るくした。すごくいいことをした気分にさせられる。

　意外と可愛かわいいとこあるじゃんか。

　と心で呟つぶやいた。







「少し散らかっているが」

　言いながらドアを開けたレオは、自分が先に部屋に入ってリビングに案内してくれた。

　役員宅は社宅マンションの最上階を割り当てられている。家の中はオートライトシステムで、鍵かぎを開ければ勝手に照明がつく。

　空調も自動で設定されているらしく、仕事で留守にしていたにもかかわらず家の中は暖かかった。廊ろう下かの両側には扉とびらが並び、どうやら書しよ斎さいとベッドルーム、ゲストルームまであるらしい。

　街中に借りている自分の小さなワンルームと比べて格段に豪ごう華かな部屋にため息が漏もれた。

　そして廊下のつきあたりのドアを開けると、リビングと一体化したアイランドキッチン。カウンターがダブルサイズになったそれは、ちょっとしたパーティーが自宅で開けそうな作りだった。

「すげっ」

　磨みがき抜ぬかれたキッチンにはひと通りの調理器具が揃そろっている。

「あんた料理とかすんの？」

　職場ではないという気の緩ゆるみから、つい地の口調でしゃべってしまった。

　まずかったかと様子を窺うかがったがレオは気にするふうでもなく、脱ぬいだコートをリビングの端はしに置いてあったコートハンガーにかけた。

「ノー。もともと料理はしない。日本に来てからも忙いそがしくて習いにいっている時間はない」

「ふーん、もったいない」

　羨うらやましいというか妬ねたましいというか。自分の狭せまいアパートではロクに料理の練習もできない大和にとってみれば、垂すい涎ぜんの環かん境きようである。それなのに鈍にぶい光を放つそれらは、一度も使われた形けい跡せきがない。宝の持ち腐ぐされとはこのことだ。

（使ってねえなら俺に使わせてくれりゃいいのになぁ）

　散らかってると言われた割には、埃ほこりひとつ落ちていないように見える。

　レオが注意しないのをいいことに、いつも通りの口調でしゃべることにした。勤務時間中じゃないんだし、プライベートでまで年下に気を使うことはないだろう。

「どっこも散らかってないじゃん」

「あ、すまない」

　レオが慌てて、朝脱いでソファの背にかけておいたと思おぼしきナイトウェアを片づける。

　散らかっているとはそれのことか。そんなことで散らかってると言われたら、大和のアパートなど汚お部べ屋やも同然だ。

「きれい好きなのな。忙しいって言ってるわりに掃そう除じはしてんのか」

「週二回、ぼくが不在の日中にハウスキーパーが入っている。掃除と洗せん濯たくはやっておいてくれるから、ぼくは寝ねに帰るだけだ」

　へー、そうですか。と羨ましいを通り越こしてどうでもよくなってきた。至れり尽つくせりで、一人暮らしでも不自由というものはないらしい。

　だがファミリー仕様のこの部屋に一人で住んでいるのかと思うと、それはそれで広すぎて面めん倒どうな気もする。大和のアパートの魅み力りよくは、手を伸のばせば必要なものはなんでも手が届くことである。

　リビングボードに載のったいくつかのフォトフレームに目を留めた。寒々しいほど生活感のないモデルルームのような空間の中で、そこだけがわずかに人の温かさみたいなものを感じさせる。

　写真にはレオと家族らしき人物たちが写っている。両親と祖母、兄と真っ黒な大型犬。芝しば生ふに寝そべるペットに寄り添そう兄弟を、両親は少し離はなれて温かく見つめ、祖母は兄弟の後ろから二人の肩かたに手を置いている。

「兄ちゃんあんま似てないな」

　レオは栗くり色いろの髪かみをしているが、兄は見事なブロンドだ。顔立ちもレオが日本人寄りのすっきりした作りをしているのに対し、兄は彫ほりの深い甘い顔をしている。

　たしかレオの祖父はアメリカ人のはずだから、父親がハーフなのだろう。中年の男性は赤みがかった髪色をしている。母親と祖母は日本人だといつか夏菜子も言っていたから、兄の金きん髪ぱつは隔かく世せい遺伝というやつか。

「ショーンは従兄いとこだ。彼の母はドイツ出身だから、ぼくとはあまり似ていない。でもぼくは兄弟同然に思っている」

　従兄か、どうりで。しかし美形に違ちがいはない。それこそ童話に出てくる王子のような輝く金髪、やや目め尻じりの垂れた甘ったるい笑え顔がおはどんな女も落ちるんじゃないかと思うほど完かん璧ぺきだ。俳優といわれても納なつ得とくする。

　母や祖母の母国とはいえ、仲のいい家族と離れて一人で外国で仕事をするのは寂さびしいだろう。少しくらい優やさしくしてやってもいいかなと、写真を愛いとしげに見つめるレオを見ながら思った。

「じゃ、適当にキッチン使わせてもらうぜ。飲み物くらいはあんのか？」

「いつも冷蔵庫に用意してくれてるはずだ。ワインセラーはパントリーの向こうにある」

　おいおい、それじゃレストランだっつーのと心でツッコミつつ、アルコールは適当に好きなものを選んでもらうことにして持ってきた食材を広げた。

　いままでの食事傾けい向こうから察するに、レオの味覚はオコチャマだ。好物は甘いものや、ある程度ジャンクな味つけをほどこした口当たりのいいもの。野菜は苦手。優ゆう雅がで洗練された食事を好みそうな外見とのギャップがある意味面白い。こんな孔く雀じやくみたいな男がソファで寝ね転ころがってポテトチップスだのピザだの食べていたら笑える。想像して一人でプッと笑ってしまった。

　シンクの下の扉を開いてみると、蒸せい籠ろうを見つけた。スライスカットしたターキーを温めるならこれがちょうどいい。レンジでは乾かん燥そうしてパサパサになってしまうからだ。

　ターキーが温まるまでの繫ぎにと、クラッカーにお菓か子しみたいな甘めのチーズを数種類載のせる。生ハムをフルーツに添え、ガーリック風味のオイルでエビを炒いためたものと盛り合わせてテーブルに置いてやると、レオは嬉うれしそうにチョコレート色の目を細めた。

「先に軽く飲もうか」

　テーブルには二人分のグラスとシャンパンが並んでいる。

「よかった、あんた一人分しかグラス用意してなかったらテーブルひっくり返すとこだったぜ」

「ぼくをそんな非常識な人間だと思っているのか」

　人を犬呼ばわりした人間がなにを言う。そんな過去はいまさら持ち出すのも執しゆう念ねん深いと思われそうなので言わないでおくが。

　軽くグラスを触ふれ合わせ、お疲つかれさまと労ねぎらいつつ、つまみをすすめる。レオがいちいち丁てい寧ねいに「美味おいしい、ありがとう」と口にするので、大和も気分がいい。

　そういえばデリバリーで顔を合わせるときもレオは必ず礼を言うっけ。実は根はそんなに嫌いやな奴やつでもないのかもしれない。まあ、礼を言うなら残さず食えとも思うが。

「アメリカではサンクスギビングには、家族で集まってごちそうを食べるんだ。ぼくはグランマの作ってくれるローストターキーが大好物だった。グランマはめったに料理をしなかったけれど、ターキーだけは毎年作ってくれた。だから懐なつかしいターキーがどうしても食べたくて。きみには無理を言って悪かった」

　やはりレオは寂しかったのだ。無下にせずこうして持ってきてやってよかった。

「サンクスギビングのつぎの日には大きなセールが催もよおされる。アーリーバードといって、早朝からビッグセールを開かい催さいしてクリスマスプレゼントを買いにくる客を呼び込むんだ。本当に盛せい況きようで、人が多い。ぼくも子どもの頃ころはグランマに連れられて……」

　酒のせいか饒じよう舌ぜつなレオの思い出話に耳を傾かたむけつつ思いのほか楽しく会話がすすみ、だいぶ場がなごんだ頃。

「ところでミスター一ノ瀬」

「それやめろ！」

　歌か舞ぶ伎きのごとく手のひらを突つき出して遮さえぎると、レオはきょとんと大和を見返した。

「なかなか言うタイミングなくて放置してたけど、ミスターはやめろ。言われるとこそばゆくてたまんねえんだよ」

「そうか。ぼくもいまファーストネームを聞こうと思ったんだ。こうして一いつ緒しよに食事をしているんだから、ぼくはきみの名前を知りたい」

　なるほど、それはそうだ。職場の名札には苗みよう字じしか書いていないし、口頭でもそう名乗っただけなので、レオは大和の名前を知らないはずである。

「大和。一ノ瀬大和だ」

　言うなり、レオがぴたりと動きを止めて大きく目を見開く。そんな反応に大和の方が驚おどろいた。

「なんかおかしいかよ？」

　尋たずねると、レオはさらに腰こしを浮うかせてテーブルの上に体を乗り出してくる。長いまつ毛に縁ふち取どられた大きな茶色い瞳ひとみに照明が映り込んで、キラキラと輝かがやいた。紅潮した頰ほおは酒のためか興奮のためか。

「大和……、大和というのか、本当に？」

「なんで俺が噓うそつく必要あんの」

　レオは興奮をなだめるように自分の椅い子すに座り直し、あらためて大和を見つめた。その目に熱っぽい光が宿っているように見える。その興奮ぶりが微び妙みように怖こわい。なんなんだ。

「差し支つかえなかったら、きみをファーストネームで呼んでもいいだろうか」

「別に構わねえけど？」

　そう言うと、レオは大和がドキッとするほど嬉しそうな笑顔を見せた。

「じゃあ、大和」

「いや、そこは大和〝さん〟だろ！」

　間かん髪はつを容いれずツッコまずにはいられない。それから脱だつ力りよくした。

　なんとなくわかった。こいつはちょっと感覚がズレてるんだ。さすがアメリカン。怒おこる気にもなれなくなってきた。

「ぼくの日本語はおかしいか？　平均的な日本人と遜そん色しよくない程度には話せるつもりだが」

　はいはい遜色ない。ありませんよ。難しい言葉もよく知っていらっしゃる。ただ使い方が微妙なだけで。

　大和は自分の髪をくしゃくしゃとかき混ぜてため息をついた。

　だんだん、年上だからと言うのも器うつわが小さいようで嫌になってきた。自分の性格的にも名前の方が気楽でいい。この際ミスター以外ならなんでもいい。

「あー、なんかもうメンドくせえな。いいよ大和で。その代わり俺もレオでいいな？」

「もちろん構わない」

　互たがいに名前で呼び合うと親近感が増すものである。

　やたら嬉しそうに「大和、大和」と連呼して語りかけてくるレオは、もしかしたら日本で初めての友達……といえるかどうか疑問だが、大和に懐いたようだ。もともと兄貴肌はだで面めん倒どう見みのいい大和としては、そうなってくると可愛かわいく思えてきたりもする。

「大和の髪は真っ黒でとても魅力的だな」

　大和は染めていない地毛のままだが、確かにもとから毛質は太めで黒い方だと思う。大和の目にはレオの柔やわらかそうな栗色の髪の方が魅力的なのは言うまでもない。

「黒い厳しい目もきれいだと思う」

　熱心に大和を見つめながら。

「動きがシャープなのにしなやかで、美しい筋肉を感じる」

　…………。

　なんだろう？　酔よっているにしても、普ふ通つうは同性をこんなに褒ほめるものだろうか。

「大和」

　うるうるの瞳が大和を映している。これはもしかして……。

「きみの体に触さわってみてもいいだろうか」

　マジで⁉

　こんなことを言われたら、期待しない方がおかしいだろう。言葉のチョイスだの野菜を残すだの天然だの、かなりいただけない部分はあってもドストライクの美形である。

　だが相手は自分の働く会社の役員だ。大和はイケると思えば食ってしまう肉食系ではあるにせよ、あまり迂う闊かつなことはできない。まだ相手の意図がはっきりしないので、とりあえずボディタッチをＯＫして様子をみてみることにする。

　承しよう諾だくするとレオは大和の側にやってきて、服の上からぺたぺたと体を触りはじめた。　>>>♥

「いつも服装は黒が多いのか？」

「ん？　ああ、まあな。多いかも」

「ぼくも黒は好きだ。きみにはとても似合っている」

　撫なでくり撫でくり、白い手のひらが大和の体中を確かめて回る。ちょっとくすぐったい。

　レオは触りながらいちいち感かん嘆たんのため息をつく。

「すごい、腕うでがこんなに硬かたい」

　そりゃあ毎日デカいフライパン振ふってますから。

「腹筋は見事に割れているんだな。服の上からでもはっきりわかる」

　まあ、自じ慢まんです。

「胸も見た目より厚みがある。細く見えるのに実用的な素す晴ばらしい筋肉だ」

　ビーチでは視線を独り占じめだぜ。

「脚あしも……」

　と太ももに手をかけられたところで、はい終しゆう了りよう。レオの手首を摑つかんで体から手を放させた。

「くすぐってえよ。サービスおしまい。また今度な？」

　さすがに下半身を触られると自制がきかなくなりそうだ。最近ソッチ方面はごぶさただから少々刺し激げきが強い。

　レオは残念そうに大和から離れた。しかし彼がゲイの可能性は濃のう厚こうになってきた。細身の彼が純じゆん粋すいに筋肉に憧あこがれている可能性も否定できないが、それでいうならアメリカにはもっとマッチョな男がごろごろしていたはずである。いまさら筋肉もめずらしくあるまい。

　レオの態度から脈アリと取れなくはないが、彼は天然らしいとさっき気づいたばかりである。このスキンシップが彼のデフォルトではないと判断できる材料はまだ揃そろっていない。ここは慎しん重ちようにいくべきだろう。

　にっこり笑って大和から気を逸そらしてやる。

「さあお待たせしました、だな。そろそろメインのターキーにしよう」

「クランベリーソースをたくさんかけてくれ！」

　とたんに顔を輝かせるレオは無む邪じや気きに喜んでいる。酒が入ると可愛いじゃないか。

　大和が蒸せい籠ろうからほどよく温まったターキーを取り出し、マッシュポテトとグリーンピースも添そえて渡わたすと、レオはあからさまに顔をしかめた。

「グリーンピースはいらない」

「グリーンピースのどこが嫌きらいなんだよ？」

「皮が口の中に残るし、ぷちっと弾はじけて中身がどろんと出てくるのが嫌いやだ。味も青あお臭くさい気がして好きじゃない。食べなくてもいいだろう？」

「だーめ。俺の目の前で偏へん食しよくは許さない。俺の作ったグレイビーソース美味うまいから、グリーンピースにかけてマッシュポテトと一緒に食べてみな？　全部じゃなくていい、ひと口だけ。な？」

　上うわ目め遣づかいに恨うらめしそうな視線を送ってくる。やたらめったら魅み力りよく的なまつ毛越ごしに。

　う……、つい、いいよと言ってしまいそうになるが、ここはもうひと踏ふん張り。

　どうしても苦手な味というのはある。それは仕方がないと思う。でも味覚は変わるものだ。アレルギーじゃないなら、ずっと敬遠されるのは寂さびしい。

　美味おいしかったらもっと食べてくれれば嬉うれしいし、たとえいまはひと口でも、つぎへ続くステップになればいい。好きなものが増えたら、食事はずっと楽しくなるはずだ。自分の押しつけだとわかっていても、料理人である大和はできるだけ食事を残してほしくない。

　大和が譲ゆずらない姿勢を見せるとレオはしぶしぶうなずいた。食べなければターキーを取り上げられると思ったのかもしれない。そんなことはしないけれど。

　眉み間けんに一本縦線を刻みながら、レオがスプーンに載のせたグレイビーソースがけのグリーンピースをぱくりと口に入れる。大きく顔をゆがめて口を閉じ、そのまま数秒。

　やがてゆっくりと二、三度咀そ嚼しやくすると、ごっくんと音を立てて飲み込んだ。

「……思ったより悪くない」

　顔をしかめたまま言うので信しん憑ぴよう性せいのほどはイマイチだが、少なくとも吐はき出しはしなかった。でもそれでいい。ひと口だって彼の栄養にはなり得るし、なにより苦手をおして大和の作ったものを食べてくれた。

「ありがとな、食ってくれて」

　笑って言うと、レオは大おお仰ぎように頷うなずいた。食ってやった、褒めろと言わんばかりだ。それから、ターキーにナイフを入れる。小さく切り分けて口に含ふくんだ瞬しゆん間かん、レオの口もとが緩ゆるんだ。

「美味しい。グランマの作ってくれたのと同じ味がする」

　幸せそうに目を細めてぱくぱくとターキーを頰ほお張ばる仕草は、見ている大和まで幸せな気分にしてくれる。

（あー、こういう顔が見たかったんだよなぁ）

　自分の作った料理を美味しいと思って食べてもらうこと。食べた人が幸せになること。大和が料理人を目指すようになったのは、自分の料理を食べた人に喜んでほしいからだ。

　大和が中学生の頃ころ、両親が離り婚こんして母に引き取られた大和はわかりやすくグレた。

　思春期らしい憤いきどおりを感じながら過ごした高校時代。いつしか喧けん嘩かに明け暮れて学校にも行かなくなった。そんな大和を救ってくれたのは、いまの職場の上司にあたるシェフの内藤だった。

　当時の大和の食生活はコンビニや弁当屋ばかり。母が子どもである自分に手て抜ぬきをしているように思えて、それも不満だった。いまにして思えば母だけで家を支えるのは大変だったから仕方ないと理解できるが、学生の大和にはそこまで考えが至らなかったのである。

　人の好よい内藤は、自分のレストランの裏で喧嘩して行き倒だおれていた大和に、お腹なかいっぱいご飯を食べさせてくれた。おそらく大和の舌に合わせて作ってくれたであろう家庭的な味に、心から感激した。

　本当に美味しかったのだ、涙なみだが出るほど。そしてなによりも内藤の優やさしさが沁しみた。血と泥どろで汚よごれたうす汚ぎたない少年を、温かい笑え顔がおと料理で迎むかえてくれた心が。

　それからは、顔を見せればいつでも料理をふるまってくれた。若い子はいっぱい食べなきゃなぁと笑って。

　美味しいものは人を幸せにしてくれる。そう思ったら母にも手料理を食べさせたくなって、内藤に教えてもらったレシピで初めて家で料理をした。いまにして思えば簡単なパスタだったけれど、母は美味しいねえ、美味しいねえと、何度も繰くり返しながら食べたものだ。そのとき見た母の笑顔が忘れられない。

　笑ってほしい。幸せになってほしい。食べた人に喜んでもらうこと、それが自分の人生の目標になった。

　内藤のようになりたいと、調理師学校を卒業して恩人である彼の店に頼たのみ込んで就職したものの、大型商業施し設せつの開発計画により店てん舗ぽの継けい続ぞく賃ちん貸たいができなくなったのが五年前。

　内藤のレストランの常連であったＮ＆Ｍの役員の口くち利ききで、この会社の社員食堂と契けい約やくできたのは僥ぎよう倖こうだった。レストランスタッフだった大和と夏菜子も一いつ緒しよに働けることになり、本当に神様はいるんじゃないかと手を取り合って喜んだものだ。

　だからいまの人間関係を大事にしたい。大切な仲間と切せつ磋さ琢たく磨まし、腕を磨みがいていずれは自分の店を持って独立するのが大和の目標だ。そのためにいまは小さなアパートで倹けん約やくしながら貯ちよ蓄ちくを頑がん張ばっている。

　内藤の店はイタリアンを中心とした洋食だったが、欲よく張ばりな大和は国こく籍せきにこだわらない料理を提供する店を作りたい。フランス、イタリア、日本、中ちゆう華か、エスニック……大和はどれも好きなのだ。いまの職場は日ひ替がわりでファミレスもかくやの多た彩さいなメニューを提供でき、色々な料理を手がけられるから大和にとって都合がいい。

「ごちそうさまでした、美味しかった」

　ターキーをきれいに平らげたレオの声で、ぼんやり見つめていた大和はハッと我に返った。

　きちんと両手を合わせて皿にお辞じ儀ぎをしている。残してしまった野菜にも詫わびを言っているようだ。

　悪い奴やつじゃない。自分とは感覚が違ちがうから少しわかりにくいだけで。素す直なおにそう思えた。

　食後にコーヒーを飲み、後片づけをして荷物をまとめ、玄げん関かんでレオに見送ってもらってドアを開けようとしたとき。

「大和」

「ん？」

　肩かた越ごしに振り返ると、レオが心細げな表情をしていた。寂さびしげな上目遣いと、自然に開いた唇くちびる。女じゃあるまいし、別れ際ぎわにその顔は反則だろう。

「また、ときどきこうやって会ってくれないか」

　これは……。かなり自分に気があると思っていいのでは？

　レオがいつも大和を目で追っているのは事実である。彼はずっと大和と近づくチャンスを狙ねらっていたのではないだろうか。大和にしても、今日だけでずいぶんレオに親近感を抱いだいた。向こうがその気なら悪くない。むしろウエルカムだ。

　しかし料理人として恋こい人びと候補の偏食は気になる。そのうえ自分は倹約生活でデート代をふんだんに使って口説くことはできない。さて、どうするか。

「……じゃ、夕食がてらあんたの家で会うとするか。それなら会ってもいい。ただし俺が作る料理は必ず食べること。野菜もだぞ。ひと口ずつでもいい、最初はあんたの味覚に合わせて食べやすく作ってやるから」

　これなら自然に家にも上がれる。レオは食べることに興味がうすいのかと思っていたが、今日の様子を見ていると決して嫌いなわけではないようだ。とすれば彼が野菜を食べられるようになるのは料理人の腕うで次し第だいである。そっち方面でもチャレンジ精神に火がつく。

　レオは渋じゆう面めんを作ったが、

「努力する。……今日のグリーンピースはいままでで一番マシだった」

　大和のグレイビーソースのおかげで、と小声でつけ足したのがなんだか胸にきゅんときた。

　ヤバい。マジで可愛かわいいんじゃなかろうか、こいつ。

　帰り道、冬の気配に首をすくめながらも大和の心は軽かった。







　それからは毎週金曜、レオの家で夕食を共にすることに決まった。金曜なら遅おそくなってもつぎの日が土曜で休みだからお互たがい都合がいい。

　大和は仕事が終わると食材を持ってレオのマンションに行く。大和にとってみれば口説くためのステップなので食材費は自分で出そうと思っていたが、料理をしてもらううえに費用まで負担させるわけにはいかないと言い張るレオに甘えることにした。おかげでいい材料が買える。

　レオの味覚を考こう慮りよしてあまり凝こったメニューは選ばず、まずは子ども受けしそうな味わいのものから攻せめてみる。どうやら食感で苦手なものも多いらしく、形を変えてやるだけで食べられるものもあった。

　レオは野菜を切って煮に込こんだポトフなどには絶対に手をつけないが、豆やじゃがいものような甘みのある食材はポタージュにしてやると喜んで食べる。魚もそのままでは食べないが、うすく切ってパイ仕立てにしてやると興味を示した。一番のヒットはパプリカのゼリーだ。焼いたパプリカの甘みは果物のそれに近い。皮を剝むき、オレンジ果か汁じゆうと混ぜてフルーティーに口当たりよく。レモンのシャーベットと盛り合わせてやるとおかわりまでねだられた。

　これは食べるだろうか、あれをこう調理したらレオは喜ぶだろうかと考えるのは大和にとって楽しい時間になった。特定の誰だれかのために調理をすること自体少ないので、なんだかワクワクする。

　もちろん野菜そのものの味に慣れさせることも忘れてはいない。大和が自分の舌で選んだ質のよい野菜を極力控ひかえめな味つけで調理し、ほんのひと口ずつ食べさせた。

　嫌きらいと言いつつ、大和の持ってくる野菜はいままで食べていたものより美味うまいとレオも気づき始めたようだ。なにより一人ではない食事をとても喜んでいる。食事の雰ふん囲い気きも味にはずいぶん影えい響きようするものである。大和と一緒ならよく食べ、よく笑う。会社にいるときとは違って笑顔が多いので驚おどろいた。

　食事の時間を通して、少しずつ打ち解けていくのが心地ここちよかった。プライベートの話も徐じよ々じよに増えていく。金曜以外でも時間が合えばレオの家で料理と食事をし、ひと月もするとすっかり我が家状態で大和も寛くつろいでいた。

「じゃあ大和は将来自分の店を持つんだな」

「まあな。内藤さんの件で店を持つなら安定した店舗も重要だってことがわかったから、それなりの場所を借りるには資金も必要だし、腕うで前まえもまだまだだから勉強中だけど」

「ぼくはきみの料理が好きだ。きみが店を開いたら毎日通いたい」

「おう、ありがとな」

　こうして将来の夢を語るようにもなった。慣れてしまえば、レオは物事をいちいち真ま面じ目めに捉とらえすぎる面はあるものの、人を馬ば鹿かにしたり噓うそをついたりすることのない好ましい人間だった。素直すぎて、ときどきこれで社会の荒あら波なみを渡わたっていけるのかと心配になるほどである。

「大和。きみはぼくの大事な家族にとてもよく似ている」

「家族？」

　レオはこっくり頷うなずくと、立っていってリビングボードの上の写真を持ってきた。嬉うれしそうに指差したのはあの寝ねそべった大きな黒犬である。

「グローネンダール……シェパードと言った方がわかりやすいだろうか。力強く、漆しつ黒こくの毛並みが優ゆう雅がでとても美しい。ぼくはきみを見てグローネンダールのようだと思ったんだ」

「はあ……」

　うっとりと瞳ひとみを蕩とろかせるレオは、どう見ても冗じよう談だんや嫌いや味みを言っているようには見えない。

　レオが大和を犬のようだと言って怒おこらせたのは、どうやら自分のペットを彷ほう彿ふつとさせるという意味だったらしいと判明した。彼にまったく悪気はなく、むしろ大和をカッコいいと褒ほめたつもりでいたから、なぜ大和が怒ったのかわからなかったようだ。

　いまでも思い出すと若じやつ干かん腹立たしいし、犬と同列に扱あつかうなと言いたいところだが、レオにとって大切な家族と言われてしまえば怒るに怒れない。

　それに、こう正面切って悪気のなさを見せつけられてしまうと、毒気を抜ぬかれてしまった。

　レオはウキウキと話し続ける。

「そして信じられないことに、この子はきみと同じ、ヤマトという名前なんだ」

「は？　じゃああんたのペットが俺と同じ名前ってことか？」

　それはすごい偶ぐう然ぜんだ。

「そう。きみの雰囲気がヤマトにそっくりだなと思っていたら、名前まで一緒で驚いた。運命かと思ったほどだ」

「大げさ。つか外国の犬なのに日本名かよ」

「グランマが名づけたんだ。戦せん艦かん大和やまとからとったと言っていた」

　……由来まで同じである。偶然が嫌いやすぎて口には出さないが。

「きみといると、アメリカに残してきたヤマトといるみたいでとても楽しい。ヤマトがしゃべれたらきみみたいなんだろうな」

　そんなふうに邪じや気きなく笑え顔がおを向けないでほしい。微び妙みような気持ちになる。レオが見ているのは大和ではなくてヤマトなんだろうか。だとしたらいささかショックだ。

　けれど、写真を見ながら「会いたいな」と遠い目をしてつぶやくレオが寂しげで、そんな小さな不満を口に出すより元気づけてやりたくなった。

「その犬、日本に連れてこれないのか？　一いつ緒しよに住んだらあんたも嬉しいんじゃねえ？」

　レオが顔を曇くもらせた。

「うん……、難しいかな、老犬だし」

「そっか。簡単に言って悪い」

　気き遣づかいのないことを言ってしまった。できることならとっくにそうしているだろう。きっと連れて来られない理由があるのだ。

　ヤマトを家族と思っている以上違う犬を飼えというのも無神経な気がして、だったら自分が少しは気を紛まぎらしてやれないかと思った。

　寂しげに視線を落とすレオは、なんというか、すごく儚はかなげで守ってやりたくなる。

　会社ではかなりクールで我が強く見えるのは、彼が若くして役員という立場にふさわしくありたいと肩かたひじを張っているせいだと最近はわかってきた。大和の前でリラックスして素すの面を見せられると可愛くなってしまう。ヤリてえなぁとすぐ下半身に直結してしまうのは、男なんだから勘かん弁べんしてもらうとして。

　レオの家に訪おとずれるようになってからこっち、恋れん愛あい面に関してはかなり微妙なラインをウロウロしてきた。やたら視線は熱っぽいし、なにかと体には触ふれたがるし、レオが自分に好意を持っているのは明らかである。だがそれで手を出していいかというと、そこまでははっきりしない。決定的な言葉も態度もないからだ。いつもだったらこちらから水を向けて、相手も乗り気ならさっさと体の関係に持ち込むところだ。

　しかし社内の人間というのはリスクが高い。万が一にも失敗してドロドロするのは御ご免めんこうむる。それ以前に、勘かん違ちがいして手を出して「ホモに襲おそわれた」なんて話になったら目も当てられない。特にレオは大和にとって契けい約やく会社の重役である。慎しん重ちように行くべきだ。だったらそんな面めん倒どうくさい相手は止やめればいいと思うだろう？　とんでもない。男なら高みを目指そうぜ、というところだ。なんたって、めったにいない好みど真ん中のルックスである。

　そんなこんなで様子をみつつ、恋愛的にはいま一歩踏ふみ込んでいいものかどうかいまだ判断がつきかねている。だがこのままオトモダチに甘んじる気はさらさらない。ここらで少し探さぐりを入れてみるかと、女性関係について尋たずねてみたりする。

「つーかさ、俺とかペットとかじゃなくて、彼女を作ってもいいんじゃないか？　あんたなら引く手あまただろ」

　レオは首を傾かしげて視線を宙に漂ただよわせる。

「いままで女性が側にいて心が落ち着いたという例ためしはないな。いまは忙いそがしいし、恋こい人びとを持つことに魅み力りよくを感じていない」

　ということはいまはフリーだ。女の影かげも見えないしそうだろうとは思っていたが、本国に恋人を残してきた可能性もないとは言えなかった。

「じゃ、あんま女性に興味ないんだレオは？」

「興味がないというか……、夢中になれないというのだろうか。これまで恋人になった女性を独どく占せんしたいと思ったことはない。女性は自分を優先してもらいたいものだろう？　ぼくは仕事や勉強を優先できる関係でないと疲つかれてしまうんだ。だから長続きしない」

　夢中になれないのは彼が本当はゲイだからではないか。しかも恋愛に淡たん白ぱくな。だとしたら大和には都合がいい。自分も恋愛優先の生活はできそうにもない人間だから。

　以前恋愛体質の男とつき合ってウンザリした経験がある。溶とけたわたあめみたいにベッタベタに甘えてきて身動きも取れない、あんな関係はもうこりごりだ。もしレオがゲイなら、恋愛観が近い自分たちは割り切ったいいつき合いができそうだ。

「俺も同じ感じかなぁ。四六時中拘こう束そくされるのは性しように合わない。仕事とあたしとどっちが大切なのなんて聞かれたらドン引きしちまうってーの。比べるようなもんじゃないだろ？　仕事ってのはリアルな自分の生活なわけだし」

「同感だ。大和のような感覚の持ち主だったら、恋人も悪くないかもしれない」

　なかなか色よい返答に、これは期待してもいいのかなと思った。あともう一歩、レオから踏み込んでくれたなら。







　夕食の片づけが終わり、リビングのふかふかのラグに寝ね転ころんだままウトウトしてしまったときである。ふと自分を覗のぞき込む気配を感じて、大和はうすく目を開けて驚いた。

「……っ！」

　ひどく間近に、とても切なげに愛いとしげに大和を見つめるレオの瞳があったのだ。その距きよ離りはいまにも……。

「す、すまない……、寝ていると思ったから……」

　寝ていたらなにをするつもりだったというのか。

　驚いたのはレオも同じだったようだ。目もとを赤くして慌あわてて体を離はなしてしまった。

（なんで目を開けた俺！　もしかしたらキスされたかも知れないのに！）

　猛もう烈れつな後こう悔かいに襲われた。いまからでも目を閉じて続きをお願いしたいくらいだ。このジレジレの関係に終しゆう止し符ふを打つチャンスだったのに！

　大和も起き上がって座り、できる限りがっついた口調にならないように気をつけて尋ねる。

「レオ、いま俺になにしようとした？」

　さりげなく手を握にぎるのも忘れない。レオは振ふり払はらいはしなかった。よし、いける！

「きみがラグで寛くつろぐ姿があまりにも気持ちよさそうだから、つい触れてみたくなって……」

　それはキスしようとしたってことだよな。そうだよな？

　レオからの告白をもらったらすぐにも唇くちびるを奪うばうつもりで、赤く染まる顔を覗き込んだ。

「俺になにか言いたいことない？」

　レオはますます赤くなり、潤うるんだ瞳で大和を見つめた。

「言いたいというか……、そ、そうだ大和、クリスマスに予定はあるのか？」

　クリスマスの誘さそい！　これは来た！

　期待した言葉とは違ちがうものの、確実にリーチがかかった状態だ。ここまできたらあまりレオを追いつめては逆効果だろうと、そっと手を離した。

　今日は金曜日。週明けの月曜は祝日、そして火曜はクリスマスイブという並びである。明日からの三連休のおかげで社内は浮うわついた空気が漂っていた。

「俺は……、仕事だな。夜は別に予定ないけど」

　夜は大だい丈じよう夫ぶ！　と強調してみる。

「大和は実家に帰らないのか？」

「や、クリスマス普ふ通つうに平日だし。帰るとしても年末年始かな」

　社員食堂はカレンダー通りの営業なので通常運転である。イブとクリスマス当日は特別メニューのローストビーフもあるので、むしろスタッフ総出の予定だ。

　Ｎ＆Ｍの外国人社員たちは来週いっぱい有給休きゆう暇かを充あて込み、明日からクリスマス＆ニューイヤーホリデーとして帰国してしまう者も多い。日本ではすっかりカップルのためのイベントとして定着してしまった感があるが、彼らにとってクリスマスは家族で揃って過ごすための大事な祝日なのである。当然レオも国に帰るものと大和は思っていたのだが。

「だったら、ぼくと一緒にクリスマスを過ごさないか」

「アメリカ帰らないのかよ？」

「今月は年末まで、とびとびで取引先との忘ぼう年ねん会かいとクリスマスパーティーが続いている。国に帰っているほどの時間はない」

「他ほかの社員はけっこう有休取ってんぞ」

「ぼくは広報部のチーフだ。ぼくが行かないでどうする」

　それもそうか。

　化け粧しよう品会社のチーフが若い美び貌ぼうの男というので注目度も上がっている。それゆえ引っ張りだこでもあるのだろう。自社にいるときと違い、レオは対外的には鉄てつ壁ぺきのスマイルを崩くずさない。広報にするにはもってこいの人材だったのだと、いまさらながら人事に得心がいった。

「でもクリスマスイブは空いてるんだ。もし大和がよかったら、ぜひぼくとこの家で過ごしてほしい。楽しい夜にしたい」

　ブッ、と噴ふき出しそうになった。なんという露ろ骨こつな誘い文句だ。これは告白されたと思っていいだろう。いやいや待て。こいつは天然なんだ。食い気の方かもと念のため鎌かまをかける。

「なんだよ。クリスマスにぼっちでレストランもないから、俺の料理で手軽に祝おうってわけか？　いいぜ、友達呼んでパーティーでもやるか？」

「まさか。それは、大和の料理を楽しみにしていないとは言わない。けれどぼくは、きみと二人きりで過ごすことに意味がある。他の人間に邪じや魔まをされたくない。それに、プレゼントがあるんだ。気に入ってもらえるかどうかわからないけど……」

　大和の心臓が早鐘を打ち始めた。二人きりで……。クリスマスにあげたいもの……。

　そんなの「ぼくをもらって」以外に考えられないじゃないか！

　高速で妄もう想そうが脳内を駆かけ巡めぐる。

　目もとに朱しゆを刷はいて大和に寄り添そうレオ。そのつもりでシャワーを浴びて濡ぬれた髪かみを見せられるのもいい。大和と目も合わせられず、それでも震ふるえる唇で告げるのだ。

『気に入らないかもしれないけど、もらってほしい……』

　思わず鼻血を吹ふきそうになった。まずい、ストップ俺！　このくらいにしないといますぐ押し倒たおしてしまいそうだ。

　本当なら早さつ速そく今晩にでも関係を持ってしまいたいところだが、たった三日、男なら待ってやる度量が必要だ。これまでの会話からレオは男とつき合った経験はないと予想している。

　あんたの気持ちは受け取ったと自分史上最高のキメ顔で承しよう諾だくすると、レオは宝石のように顔を輝かがやかせた。







　雪でも降りそうな冷たい夜、大和はレオの家へと道を急ぐ。

　手には料理とプレゼント。大したものは用意できなかったが、シンプルなこげ茶で趣しゆ味みを問わないデザインの革かわ製せいの手て袋ぶくろを買った。もしいらなくても邪魔になる大きさでもない。

　家での食事とはいえ、服装も気合をいれた。普ふ段だん着ないスーツ姿はレオの目にどう映るだろう。今夜は記念すべき初めての夜だ。レオにがっかりされたくない。

　すでに顔なじみになった管理人に挨拶をしてエントランスを抜ぬけ、エレベーターで最上階に上がり、レオの部屋のチャイムを鳴らす。

　──あれ？

　しばらく待ってみたがドアが開く気配がない。もう一度チャイムを鳴らしてしばし待つ。

　開かない。返事もない。

　いないのかと訝いぶかしみ、電話をかけてみようと携けい帯たいを取り出したときだった。

　中からドアが勢いよく開いて、バスローブに濡れ髪のレオが顔を出した。

「す、すまない、シャワーを浴びていて……。こんな格好で申し訳ないが、すぐに着き替がえるから入ってくれ」

（こ、これは目の毒だ……！）

　ドアを開けた瞬しゆん間かんにローブの隙すき間まからチラリと覗いたピンクの突とつ起きが目に焼きついた。レオはくるんと向こうをむいてリビングへ続く廊ろう下かを歩いていく。慌てて引っかけただろうバスローブは腰こしひもが上手に結べていなくて、足を動かすたび太ももが露あらわになっている。まだたっぷりと水を含ふくんだ髪が乱れて、白い面おもてにしずくをしたたらせているのが強きよう烈れつに色っぽい。

　この下半身の暴走をどうしてくれる！

　手に持った袋ふくろをそっと自分の腰の前に持ってきて、膨ふくらみかけた股こ間かんを隠かくした。

　レオは大和に背を向けたまま、

「あまり……見ないでくれ……」

　ぽつりとつぶやいたうなじまで赤い。

（それ逆効果だろー！）

　垣かい間ま見みえるレオの素す肌はだに釘くぎづけだ。これが誘っているのでなくてなんなのだろう。

　二十五歳の男のものとは思えない輝くように白く滑なめらかな肌はだ。体毛がうすく、脚あしにも毛が見られない。恥はずかしげに大和の視線を避さける様子は欲情を煽あおって、後ろから襲おそいかかりたい衝しよう動どうに駆られた。

　リビングに大和を残すと、レオは早足で寝しん室しつに戻もどっていく。追いかけていますぐ抱だいてしまいたい気分だ。

　だが落ち着け自分。夜はまだ長い。勢いで関係を持ってしまったら、せっかく喜ばせようと用意した食事もプレゼントも無む駄だになってしまう。

　冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出し、ひと口飲んで気分を落ち着ける。と、いままで気づかなかった部屋のデコレーションに目を剝むいた。

「なんだこれ……！」

　思わず声に出してしまった。周囲をぐるりと見回す。

　リビングにでんと置かれたクリスマスツリー。は、まだいい。天てん井じようを破りそうなほど大きなライブツリーなのはご愛あい嬌きようとして。

　ツリーの足もとにはたくさんのプレゼントの箱が置かれ、どれも目がチカチカしそうな包装紙で包まれている。あの中に大和へのプレゼントが入っているのだろうか。まさか全部？

　自分の持ってきた小さなプレゼントの袋を抱かかえて途と方ほうに暮れた心持ちになった。

　ツリーの隣となりにはサンタ人形。気づいてみればサンタからは陽気なクリスマスミュージックが流れている。

　そして極きわめつけは壁かべすべてをぐるりと取り巻く、ティッシュで作った紙の花である。連休にちまちまとレオが手作りした様子が目に浮うかぶ。

　がっくりと脱だつ力りよくした。なんという残念なセンスだろう。これではまるで子ども向けのクリスマス会だ。大人の雰ふん囲い気きゼロ。これでどうやって口説けというのか。

　張り切ってスーツまで着てきた自分が滑こつ稽けいに思える。これでレオがサンタコスで出てきたりしたら、帰っていいかな……。

　やりきれない気分で、それでも持参した料理をテーブルに並べ始める。半ばやけくそで皿に盛りつけているところでレオが戻ってきた。大和に合わせたのかスーツだったのでホッとする。

　さきほどバスローブ姿を見られた恥ずかしさからか、レオがうつむき加減に椅い子すに座った。

　よし、ここは自分の気分を盛り上げるためにも、レオは大和を意識しているのだと思い込もう。やればできる。

「なんで下向いてんだよ。顔上げて」

　大人の余よ裕ゆうをよそおって顎あごをちょんとつついてやれば、レオはそろそろと面を上げた。

「俺のスーツ姿どう？　あんま似合ってない？」

　自分のグレーのスーツを親指で指す。

「そんなことはない。似合っていて素す敵てきだと思う。でもぼくはいつもの黒い服が好きだ」

「そう？」

　思ったような賛辞はなかったが、否定されたわけではないからよしとする。頑がん張ばれ俺。

　自分を激げき励れいしてレオの右みぎ隣どなりの椅子に腰かけた。

「せっかく来てくれたのに失礼をして、怒おこっていないか大和？」

「ぜんぜん。湯上がり色っぽいなと思ったけど」

「馬ば鹿かを言うな……！」

　レオはパッと頰ほおに朱を散らして横を向いた。

　ほら、いい雰囲気じゃないか。大だい丈じよう夫ぶ、いけるいける。

　レオは少しすると視線を大和に戻してぽつりと呟つぶやいた。

「よかった。きみが怒って帰ってしまったらどうしようと思ったんだ」

（くっそ、可愛かわいいじゃねえか！）

　恥ずかしいというより、大和の機き嫌げんを損そこねていないか不安だったのだ。会社ではクールで近寄りがたくて、なんでもはっきり口に出す気の強い性格のくせに、こんな気弱な一面を見せられたらギャップでくらくらしてしまう。そこまで今日に賭かけていたのかと思うと身み震ぶるいするほど感激だ。

「そんなことで帰んないよ。今夜は楽しく過ごすんだろ？　ほらお祝いしようぜ」

　大和が乾かん杯ぱいのグラスを持つと、やっとレオは表情を緩ゆるめた。

　二人で料理を味わい、レオの想おもい出話に耳を傾かたむける。子ども時代のクリスマスがいかに楽しかったか、どんなプレゼントをもらったか。

　レオの隣にはいつも愛犬が寝ねそべっていて、温かな背に頭を乗せて自分もいつしか眠ねむりこけてしまったこと。アメリカの片かた田舎いなかで隣りん家かとは数キロも離はなれていて、遊び相手はヤマトしかいなかったこと。

　レオは結構なピッチで酒を呷あおっている。来たるべき告白の緊きん張ちようをほぐそうとしているのだろうと思うと、大和も積極的に酒をすすめ、聞き役に回った。

「ぼくは体が弱かったから、都会で仕事をする両親と離れて空気のいい田舎でグランマとヤマトと暮らしていたんだ。クリスマスになると両親とショーンが遊びに来てくれて嬉うれしかった。みんなをもてなそうと、ぼくは部屋を一いつ生しよう懸けん命めい飾かざりつけた」

　大和は目だけでリビングのデコレーションを見み渡わたした。

　なるほど、レオにとってはこれは精せい一いつ杯ぱいの歓かん迎げいのしるしなのだ。センスはどうあれ。そう思って見れば、この部屋もなんだか温かく居い心地ごこちのいいものに感じられる。

　よかった、文句を言わなくて。不満を言えばきっとレオは傷ついたろう。

　さっき想像したちまちまとデコレーションを手作りするレオを思い出すと、今度は嬉しくて頰が緩んだ。俺のためにやってくれたんだと。

「大和。きみといるととても楽しい。すごくリラックスできる」

　酒のせいもあるだろうが、レオは目に見えてはしゃいでいた。それはいいのだが……。

「レ、レオ……？　ちょっと飲みすぎじゃねえか……？」

　気づいてみると、テーブルには空になったシャンパンとワインのボトルがすでに三本。大和はたいがい酒しゆ豪ごうだが、レオは大丈夫なのだろうか。二人のめくるめく夜は……。

　んー？　と蕩とろけた視線で大和を見ながら小首を傾かしげたレオが恐おそろしく蠱こ惑わく的に見えた。

　いきなり強烈な欲情が突つき上げ、ちょっと相手の告白を待っていられない。

「レオ……」

　誘さそいかけたとき、リビングの電話が鳴った。

　ちっ、と内心舌打ちしたが、顔は余裕の表情で電話を取るよう促うながす。レオは雲の上でも歩くような足取りで歩いていって電話を取った。

「はい、マクマートリー……、ショーン？　メリークリスマス！」

　パァッと明るい声を出したレオは、その後英語で話し始めてしまったので内容は大和にはさっぱりわからなかった。ショーンということは例の従兄いとこだ。

（ああ、そっか。あの大量のプレゼントは従兄や家族からレオへのプレゼントでもあるのか）

　そう気づいたら写真の中の色男ぶりを思い出し、胸の奥がもやもやとした。

　二人きりだと思ったパーティーに割り込まれたようで気に入らないなんて、我ながらガキ臭くさい。そんな自分が馬鹿らしくて、電話を終えて戻ってきたレオに必要以上に明るい笑え顔がおを向けてしまった。

　対たい抗こう意識を燃やすわけではないけれど、プレゼントを渡わたしてしまえと袋を差し出した。

「これ。大したもんじゃないけどクリスマスプレゼント」

「ぼくに？　ありがとう大和」

　袋を手渡すと、そのままツリーの足もとに袋を置きに行ってしまう。

「プレゼントはクリスマスの朝に開けるのが習慣なんだ」

　ピンときた。なるほどそういう流れか。

「大和、今夜は泊とまっていくだろう？　明日あしたの朝、一いつ緒しよにプレゼントを開けよう。きみの分も用意してあるんだ。仕事はここから行けばいい。近いからゆっくり出ても充じゆう分ぶん間に合う」

　一緒に夜明けのコーヒーを飲もう。

　大和の頭にはこのように変へん換かんされた。いや、そうとしか聞こえない。

「いいの？」

　ヤッちゃっても？

「もちろん。そのつもりできみのパジャマも用意してある」

　最初から大和を泊まりに誘うつもりでいたとは。電話でのもやもやはどこへやら、一気にテンションはマックスまで跳はね上がった。







　シャワーを浴び、脱だつ衣い所にたたまれていた黒いパジャマの上下を身に着ける。新品のパジャマはレオよりも一回り大おお柄がらな大和のサイズにぴったりである。

　手て触ざわりのよいそれはどこかのブランド品だろう。大和が普ふ段だん買っているファストファッションのものとは明らかに質が違ちがう。大和のためにこんなものを用意しておくのだから、レオの期待のほどが知れようというものである。

（これは期待外れと言われないよう頑張らなきゃなぁ）

　内心のワクワクが止まらない。

　セックス方面にはそれなりに自信がある。おそらくレオは男相手は初めてだろう。最初だからあまり無理をせず気持ちよくして、「またしたい」と思わせてやるのが肝かん心じんだ。痛いばかりにしてしまったら男同士のセックスなんてすぐに嫌いやがられる。

　あのクールな美び貌ぼうが乱れるさまを想像するとそれだけで興奮した。さっき見た滑なめらかな肌はだの手触りを想像して、早くも妄もう想そうがヒートアップしていく。リビングの扉とびらを開けると、緊張した様子のレオが振ふり向いて大和を迎むかえ──ては、いなかった。

　どうやら酒を過ごしたらしいレオは、リビングのソファに横になって軽い寝ね息いきを立てている。大和がシャワーを使っている間に自分も寝しん衣いに着き替がえておくと言ったとおり、白いパジャマに包まれている姿は、宗教画の天使のようだ。しかもそのパジャマが大和とお揃そろいで色いろ違ちがいなのが愛らしい。

「えーと……」

　ぽりぽりと頰を搔かいて、すやすやと無む邪じや気きな寝ね顔がおを見下ろす。

　ベッドに抱だいていってそのまま寝かせてやるのが優やさしさだとは思うが、こっちもすでにやる気満々でいまさらおあずけは辛つらい。

　しかし意識のない人間を抱くのは憚はばかられる。二人の初めての夜に記き憶おくがないってどうなんだ。

　仕方ない、どうしても起きないようならレオはベッドに運んで自分はソファで寝よう。同じベッドに寝て我が慢まんできる自信はないから。幸いレオの家はどこにいても空調が効いていて暖かいし。虚むなしいけれど今夜は一人で始末をして……。

　いや、やはりそれは虚しすぎるだろう。なんたってクリスマスイブである。

　起こしてみるかと肩かたに手をかけて軽く揺ゆさぶった。小声で名前を呼ぶ。

「レオ。レオ、起きられるか？」

「ん……」

　吐と息いきを漏もらすピンクの唇くちびるにドキッとした。レオはうっすらと目を開き、ぼんやりと大和を見る。ぽやんとした顔はおそろしく無防備で、思わず腰こしに電流が走った。

　硬こう直ちよくした大和の指はレオの肩から離れない。指先から伝わる体温に胸がどくどくと音を立てはじめた。もう一度まばたきをしたレオは、ぼんやりと大和を見上げる。

「……やまと……？」

　凶きよう悪あく。

　ないだろ、その舌足らずな口調。赤ん坊ぼうみたいな無む垢くな瞳ひとみも。こっちはどうやって理性を抑おさえ込んで優しくしてやろうかと考えているのに、それをぶち壊こわすような顔を見せやがって。なにされても文句言うんじゃねえぞ！

　気分は羊を差し出された狼おおかみだ。美味おいしそうな匂においをまき散らすから食わずにいられない。

　レオはむっくり起き上がったが、頭がボーッとしているらしい。ぐらぐらと頭を振って焦しよう点てんの合わない目を前方に向けている。レオの頭がメトロノームよろしく左右に揺れた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「らいじょーぶ……」

　大丈夫じゃなさそうだ。ぽにゃーん、という擬ぎ音おんでもつきそうなほどくらんくらんしている。

　とりあえず冷蔵庫から取ってきたミネラルウォーターを渡すと、こくんこくんとのどを鳴らして一気に飲んでしまった。相当のどが渇かわいていたらしい。こぼさなくてよかった。

　水を飲んで少しは目が覚めたらしく、やっとレオの視点が大和に合った。

「すまない、大和。ろうやら楽しくて飲みすぎてしまったようら」

　ろれつが回っていない。目もまだ半分据すわったままだ。

　レオはソファの肘ひじ掛かけにつかまって、よっこらしょと立ち上がる。そんなかけ声が出るところはおばあちゃん子なんだなと変なところに気づいてしまった。

　レオは歩き出そうとしたが、ソファの脚につまずいて転びそうになる。慌あわてて体を支えた。

「ちょ……、ほら歩けるか？　無理？　仕方ねえなぁ」

　ぐにゃりと頽くずおれるレオの体を横よこ抱だきに抱かかえ上げた。

　抱いて寝しん室しつに運んでやるなんて素面しらふのときだったら美味しいシチュエーションだが、酔よっ払ぱらいを姫ひめ抱だっこでは気分も盛り下がる。抱っこした途と端たんすでにまた目を閉じて寝息を立てはじめているのにも、今夜は無理かなと思わせられた。

　すでに半分諦あきらめて寝室のドアを開ける。うす暗い室内はオートライトで暖色の間接照明だけに設定してあるようだ。カーテンは閉じている。

　初めて入るレオの寝室は、ふわりと彼の香かおりがした。

　なんと表現すればいいのか。香こう水すいとかそういった強い類たぐいの匂いではない。はっきりとなんの香りと言えるものではないが、その人間が持つ個人の匂い。

　きっちりメイクされたベッドのヘッドボードには、デジタル表示の目覚まし時計と何枚かの写真。ここにも写っているのはレオ一家と従兄のショーン、そしてヤマトだ。ショーンを見てムッとして、ついフォトフレームを反対に向ける。見るな、俺たちを。

　ナイトテーブルに置かれた読みかけの本、携けい帯たいの充じゆう電でん器、ティッシュ箱。

　クローゼットの扉が開いたままなのを見て、なぜかホッとした。今日はすごいデコレーションだが、いつもリビングはモデルルームのように整っていて生活感がないぶん、この部屋は住人の体温を感じさせる。

　そっとレオをベッドに下ろすと、そのまま下から腕うでを引かれてベッドに引っ張りこまれた。

　寝ねていたんじゃなかったのかと思ったが、それよりも大だい胆たんな行動に驚おどろく。

　すがりつくようにぎゅうっと抱きしめられ、全身でレオの体温を感じる。ベッドの中は一層レオの匂いが濃こい。どっくん、と心臓が大きく波打った。

「やまと……、いっしょにねよう……」

　とろけた口調で耳に囁ささやかれて、一気に下半身に熱が集まった。さらに耳みみ朶たぶを軽く唇で挟はさまれ、細い指で髪かみをかき混ぜられる。

　どくどくどくどく。

　音を立てて、心臓と股こ間かんに血が集まっていく。

「やまと……」

　ちゅ、ちゅ、と大和の耳と頰ほおにキスを繰くり返しながら、指は頰をたどり、首筋を撫なで、パジャマの上から大和の体をなぞっていく。レオの熱い息が耳じ孔こうに忍しのびこんでゾクゾクした。

　こんなに積極的に誘さそわれるとは！　これが興奮せずにいられるか！

　舌足らずに「やまとやまと」と繰り返しながら、手は大和の体のあちこちを探さぐる。明確な目的を持っているわけではないらしいその指が偶ぐう然ぜんに大和の男に触ふれたとき、自分の中で理性が音を立てて弾はじけ飛んだ。

　レオの手首をつかんで引きはがし、のしかかる。同時に唇を覆おおって深く舌を挿さし込んだ。

「んん……っ」

　レオの吐息が鼻に抜ぬける。盛りのついた犬のように激しくレオの口内を舐なめ回すと、レオの舌も応こたえるように絡からんできた。想像よりずっと柔やわらかい舌に夢中になった。

「ふ……、ぁ、やま、と……」

　ボタンを外すのももどかしくパジャマの前を開き、さっき見たピンク色の突とつ起きに吸いついた。レオの体がびくんと揺れる。　>>>♥

「だ、めぇ……」

　そんな甘えた声で言われても本気にできるわけがない。

　舌で乳ち首くびを細かく弾きながら、パジャマのズボンに手を差し入れてレオの雄おすを直接握にぎりこむ。すでにゆるやかに上向き始めた茎くきの先せん端たんは、わずかに露つゆに濡ぬれていた。

　手のひら全体で竿さおを上下し、親指の腹で先走りを塗ぬり広げる。同時に乳首も強く吸ってやると、レオの体が波のように揺らいだ。手の中の熱はたちまち硬かたさを持って反り返っていく。

「……めっ、だめ、……こら、やめ……」

　口先だけの抵てい抗こうは弱々しい。なんといっても自分から気持ちよさそうに手の中の熱を擦こすりつけてくるのだ。かすかな理性は拒きよ絶ぜつしても、素す直なおな体には逆らえないといったところか。こちらとしては煽あおられる一方である。

　レオのパジャマから腕を抜き取りながら、あちこちにキスをして赤い痕あとをつけていく。本当は誰だれからも見える位置に情交の証あかしを残したいが、さすがに社会人としてそれは躊躇ためらわれる。

　その代わり見えない部分にいくつも自分のしるしをつけて回った。

　普ふ段だん職場にいるときのレオを思い浮うかべる。あのきっちり着込んだ涼すずしげなスーツの下に、キスマークだらけの淫みだらな体を隠かくしていると想像したら。それを自分だけが知っているとしたら。しかもつけたのは自分だ。考えただけでゾクゾクする。

　夢中で肌はだを吸った。柔らかい腕の内側、鎖さ骨こつの下、平らな腹……白い肌は簡単に鬱うつ血けつした。

　レオのズボンと下着をずらして性器を取り出し、口に含ふくむ。酒で火ほ照てったせいかやたら熱く感じる屹きつ立りつは、ちょうど大和の口内にぴったり収まるサイズだった。大きすぎず小さすぎず、ちょうどいい。形もまっすぐで、こんなところまで大和好みとは。

「だめ、だ、やまと……そんなところ……、ほんとうに……、こら……」

　吸ったり舐め上げたりと刺し激げきを与あたえるたび、レオの体はびくんびくんと跳はねる。だめだと言いつつ素直に腰を揺らして快感に身をまかせる姿は、とんでもなく淫いん靡びだった。

　やがてレオの限界が近づいてきた。飲んでもいいが、キスのときに自分の精液の残り香がを嫌きらう男も多い。最初から精飲もハードルが高かろうと、

「ん……っ、あ、あぁ……！」

　レオが達した瞬しゆん間かんに口を離はなして、素す早ばやくティッシュで受け止めた。

　全すべてを放出しきったレオはくたりとして動かない。大きく息をつく胸が上下している。そのぽっちりとした乳首が愛あい撫ぶで腫はれているのがたまらなくエロい。

　つぎは自分が気持ちよくなる番である。大和は自分のパジャマを脱ぬぎ捨ててレオも裸はだかにした。レオは抵抗なくすんなり脱がされていく。射精して気持ちよくなったのか、夢とうつつを彷徨さまよっているようだ。

　再びキスをしようとレオに覆い被かぶさって体を重ねたとき、コンドームを用意していないことに気づいた。こうなることを予想してリビングの大和の鞄かばんには入っている。

「ちょっと待ってて」

　ちゅっと唇くちびるに触れるだけのキスを落とし、リビングにコンドームを取りに行った。廊ろう下かに出た途端、明るい照明の下に自分の全ぜん裸らが晒さらされていささかマヌケな気分である。

　いそいそとローションとコンドームを持って部屋に戻もどってみると、射精してスッキリしたのだろう、わずかの時間のうちにレオはすっかり熟じゆく睡すいしていたのだった。

　この置いてきぼり感ときたら！

（だいぶ酔ってたもんなぁ。仕方ないっちゃ仕方ないが……）

　ベッドに腰こしかけ、眠ねむるレオの頰をツンツンとつついてみる。

　大和がベッドを離れたときのままの寝ね姿すがたで両手をベッドに投げ出し、局部を隠すことすらせずに寝ね息いきを立てる相手はもう、ちょっとやそっとじゃ目を覚ましそうもない。

　大和は自分の下半身に目を落とした。この反り返ったイチモツをどうしてくれよう。




１．一人で処理

２．寝てても挿いれちゃう




　自分的に２はない。

　だいぶこなれた恋こい人びと同士ならまだいいが、今夜初めてのセックスでそれはない。もしレオが男は未経験だったとしたら、意識のないうちに奪うばうのはかわいそうだ。

　かといって１も切ない。ごちそうを目の前に味を想像して食べた気になるなんて。

　しばし悩なやんだ挙句、間を取ることにする。

　膝ひざを揃そろえたレオの両足首を片手でひとまとめにつかんで持ち上げ、正面から腿ももの間にローションを塗った自分の雄おすを挟み込む。いわゆる素す股またである。

　このくらいは勘かん弁べんしてほしい。レオに意識があったら、こんな赤ん坊ぼうがおむつを替かえるような姿勢を取らされていることに怒おこるだろう。しかし眠る人間をうつぶせにして窒ちつ息そくでもさせたら怖こわい。

（ごめんなさい、いただきます）

　心の中で合がつ掌しようして動き出した。

　大和の雄が前後するたびくちゅくちゅと卑ひ猥わいな音が立つ。うす闇やみの中で白い脚あしが自分のリズムに合わせてゆらゆらしている。空いた手で腿の側面を撫でさすると、白磁のような肌が手に吸いついた。

　極ごく上じようだ。体のラインもバランスも手て触ざわりも。滑なめらかな感かん触しよくは絹のようで、いつまでも触れていたい。眠っていながらも、小さく「ふ……」と息を漏もらす無む垢くな色いろ香かが愛いとしくなり、目の前の丸いかかとに軽く歯を立てた。

　高まる快感にレオを好ましく思う気持ちが膨ふくらみ、

「……っ、く……！」

　大和は勢いよく白い飛沫しぶきでレオの腹と胸を汚よごした。きれいなものを汚す快感で背筋がびりびりと痺しびれる。

　丁てい寧ねいにティッシュでレオの体に散った残ざん滓しを拭ぬぐい、深く眠る彼を胸に抱だきこんだ。レオはすんと鼻を鳴らして無意識に大和の首に頭をすり寄せる。それがとても可愛かわいくて額にキスを落とした。

　レオは仕事優先に考えたい会社人間である。大和も恋れん愛あい脳にはついていけない自分優先の人間だ。しかもレオの外見はパーフェクトに大和好みで申し分ない。このまま互たがいを尊重できる恋人同士になれたら最高だ。

　今年はいいクリスマスイブだった。

　起きたらまずキスをして、約束したプレゼントを開こう。明日あしたからが楽しみだ。

　大和は明日から始まる楽しい社内恋愛ライフを想像し、満足しながら眠りについた。













　ちゅん。ちゅんちゅん。

　まだうす暗い早朝、カーテン越ごしに早起きの小鳥のさえずりが聞こえてくる。

　ぬくぬくとしたベッドの中、昨夜から続く幸せ気分のまま、大和はうっすらと目を開けた。目の前には彫ちよう刻こくの女め神がみ像も裸足はだしで逃にげ出すかという美び貌ぼうの恋人が眠っている。寝ね顔がおを見ながらニヤニヤとしてしまうのを止められない。

（あー、幸せ）

　ブランケットの隙すき間まから覗のぞく白い肌に自分がつけた鬱血がちらりと見え隠れして、再び欲望が頭をもたげてきた。朝っぱらから落ち着け、俺。

　レオはぴくんと目ま蓋ぶたを痙けい攣れんさせたと思うと長いまつ毛をそっと開き、

「やまと……？」

　ぼんやりした瞳ひとみに大和を映した。そしてすぐにぱっちりと人形のような目を開くと、大和の顔と自分の胸むなもとを交こう互ごに見ている。

　あー、このあと照れて顔隠したりするんだろうなーと想像した。その前にと、

「おはよう」

　大和はレオの額にかかった前まえ髪がみを指ですくい上げて唇を寄せ、いざ目覚めのキスを……。

「な、なんだこれはーっ⁉」

「ぐはっ……！」

　突とつ然ぜん腹に重い衝しよう撃げきを感じてベッドから転がり落ちた。床ゆかに叩たたきつけられた大和の上に、続けて意味不明の怒ど号ごうと蹴けりが飛んでくる。

「こ、こ、こ、このレイプ魔まが……っ！　よりによって……！」

「ちょ……、待て待て待てぇっ！」

　ブランケットを体に巻きつけて大和に蹴りをくれようとするレオはいいだろう。だがこちとらマッパである。しかも男の朝の生理上、息子むすこは元気にお目覚め中だ。

　怒いかりで真っ赤になったレオが、大和に向かって下着を投げつける。

「その醜みにくいものを早く隠かくせ！」

　なんだと！

　一体なにが起きているのかわからない。昨夜はあんなに甘えてきたくせにと、ほとんどパニックになりながら下着を身に着ける。

　大和はベッドから離れた絨じゆう毯たんの上に突つっ立って仏ぶつ頂ちよう面づらで腕うで組ぐみをした。レオは自分の体についたキスマークを見下ろし、今度は蒼そう白はくになっている。

「人生最悪のクリスマスだ」

　地を這はうような低音を発し、レオが大和を睨にらみつけた。険悪である。

「眠っている間によもや男にレイプされているとは」

　大和も苛いら立だちを隠さずに睨み返す。

「レイプじゃねえよ」

「この状じよう況きようでレイプでなければなにをしたというんだ。言えるものなら言ってみろ！」

「はァ？　口でしてやっただけだろが。俺に舐なめられて喜んで腰こし振ふってたくせ……ぶっ！」

　飛んできた枕まくらが大和の顔面にヒットした。

「汚けがらわしいことを口にするな！」

「……っの野や郎ろう！　言えっつーから言ったんだろうが！　最後まではやってねえよ！」

「知れたものか！」

「んなこと言われるくらいだったら本当にやっちまえばよかったぜ！　なんなんだよ、あんたから俺をベッドに引きずり込んだんだぞ。キスして体撫なでまわしてきたくせに！」

「そんなもの、酔よって愛犬と混同していたに決まってるだろうっ？　いつも一いつ緒しよに寝ねていたんだから当たり前だ」

　勝手なことを！

「どうやったら犬の代わりにされてるなんて俺にわかるんだよっ」

「どうしたら男同士で淫みだらな真似まねをされると思うんだっ」

　平行線である。

「舌入れたって嫌いやがらなかったくせに。それともあんたは犬ともディープキスしやがんのかよっ？」

「愛犬とだったらそんなもの挨あい拶さつ代わりだ！」

「病気の心配しやがれ！」

　こんなはずじゃなかった、と心の中で舌打ちした。

　あー、そういやこいつ自分の想おもい出話ばっかりで俺のことは関心なさそうだったもんなぁと、いまさら思い当たった。そりゃそうだ、こいつにとってみればペットとの楽しい一夜だったんだ。

「とにかく一緒に寝ようと誘さそってきたのはあんたの方だ。自分から抱きついて俺の名前を呼びながらキスしてきたんだぞ。状況的に合意だろうが。そういうのは和わ姦かんていうんだよ、覚えとけ王子様」

　けっ、と悪態をついて顎あごを逸そらす。

「ぼくに正常な判断能力はなかった。きみもそれはわかっていたはずだ」

「知るか」

　そりゃあ、酔ってる上に半分寝てるかなとは思ったが、その気がなければそんな状態でも誘わないと思うだろう。だから関係ない、俺に罪はない。

「レイプ被ひ害がい者しやにおまえが悪いからこうなったと言うのは、レイプ犯罪者の常じよう套とう句くだな」

「だからレイプじゃねえ」

　二人の間で視線が火花を散らす。

「……そうまで開き直るか、いいだろう」

　声は冷静だが、据すわった目も冷え冷えとして、不ふ穏おんな空気がレオを取り巻いている。レオの背後からゴゴゴゴゴ……と青白い炎ほのおが燃え立つ幻げん覚かくが見えそうだ。

「こんな危険人物を雇やとっている業者とは委い託たく契けい約やく解除の手続きを取らせてもらう」

「なっ……！」

　大和は目を見開いた。

「てめ……っ、会社は関係ないだろが！　俺個人を訴うつたえるなりクビにするなりしろよ！」

「当然告こく訴そもさせてもらう。だが性犯罪者を出した業者の料理を職員が食べたいと思うか？　業者変へん更こうは避さけられない」

　頭の中を内藤や夏菜子の顔がぐるぐる回った。いまの職場に来られたことを手を取り合って喜んだのに。

　動どう揺ようで声がうわずる。

「そ、そんなことしたら、あんたがレイプされたって会社中に知られるんだぞ？」

「レイプを認めるのか」

「違ちがう！　噂うわさになるだろって言ってんだ！」

「ぼくは女性ではない。自らの恥はじを隠すために泣き寝ね入いりはしない」

　毅き然ぜんと顔を上げるレオの横よこ面つらを思い切りはったおしてやりたい。

　悔くやしいけれど、なんとかして許しを請こうしかない。自分が悪くないと思うことで頭を下げるのは死ぬほど嫌きらいだが、世話になっている仲間には代えられないのだ。

　バイオリンでも弾ひけるんじゃないかと思うほどぎりぎりと奥歯を嚙かみしめながら、声を絞しぼり出す。

「……わかった、俺が悪かった。謝るから、契約解除だけは勘かん弁べんしてくれ」

「なんだその顔は。不満そうだな。それで謝っているつもりか、誠意が感じられない」

　ちくしょう！　憎にくたらしい！

「反省してるっつってんだろ！　……いや、すまない。悪かった。二度と邪よこしまな考えは抱いだかないと約束するから許してくれ」

「口先だけならなんとでも言える。日本では謝って済んだら警察はいらないと言うんだろう？」

　どうしろって言うんだ。

「土下座でもしろってか？」

「そんなことをしてもらってぼくになんのメリットがあるんだ」

「じゃあなにすりゃいいんだよ」

「自分で考えろ」

　くそっ。

　誠意が感じられないってどうすればいい。誠意……、誠意……。レオのメリット──。

「……じゃあ、あんたの専用コックになる。あんたがいいって言うまで毎日メシ作ってやるよ。週末もだ」

　どうだ！　というか、自分にはこれしかない。

　ぴくん、とレオの片かた眉まゆが動いた。うろんな目で大和を見ているが、明らかに心を動かされたようだ。胃い袋ぶくろ摑つかまれりゃ男は弱い。あとひと押し。

「なんでもするよ。そんなにペットが恋こいしいなら代わりにもなってやる。あんたが触さわりたいときに俺を好きにすればいい」

「自分を襲おそった危険なゲイに触ふれられるわけがないだろう！」

　かっちーん！

　落ち着け、ここはがまんがまん……。

　ピクピク震ふるえるこめかみの青筋を押さえ、平静を装よそおって声を出す。

「あんたさ、俺が男ならだれかれ構わず手ェ出すと本気で思ってんのか？　んなわけないだろう？　あんただって女なら見境なく手、出すか？」

「だったらどうしてぼくを襲った」

「だから、誘われたと勘かん違ちがいしたんだって。据すえ膳ぜん食わぬはって言うだろうが。その気がないとわかった以上もうしねえよ、そこまで飢うえてねえ」

　レオは警けい戒かいのまなざしで大和を見る。

　とりあえずいまはこの場を切り抜ぬけることが先決だ。レオの性格からいって一度言げん質ちを取ってしまえば簡単には翻ひるがえさないだろうから、許すと言わせなければ。

　ふむ、と呟つぶやいてレオは考える。頭の中で料理とペット、怒いかりと身の危険が天てん秤びんでゆらゆら揺ゆれているのが目に見えるようだ。

「別に触りたくないならそれでいい。あんたの好きにしろ。でも料理は食いたいだろ？　こちとら生活かかってんだ、真しん剣けんだぜ。もし俺が手を出すようなことがあったら、俺の男のシンボルその場でちょん切らせてやるよ」

　いや、正直ちょん切られるのは無理だけど。

「本当に信用してもいいんだな？　いやらしいことはしないな？　きみはぼくの食生活をサポートする。ぼくが望むときにペットの役目をする。それで間ま違ちがいないか？」

　やはり、危険を冒おかしてもヤマトが恋しい気持ちは消せないようだ。

「間違いない」

「犬の代わりだぞ」

　くっ。そう言われるとプライドが傷つくが、ここで気を変えられたら元も子もない。

「ワンとまでは鳴けねえけど、あんたが撫でたいときにおとなしく触らせてやるくらいはするよ」

　投げやりな気分で吐はき捨てると、レオは不ふ審しんげに目を瞬またたかせた。

「犬の鳴き声はバウだろう？」

　反応するのそこかよ……。

　レオはふん、と顎を逸らすと、高こう慢まんに宣言した。

「よし、いいだろう。ぼくは公平な人間だと自負している。罪の程度はイーブンとは言えないが、ぼくも酔よっていたとはいえ誤解を与あたえる真似まねをした。きみの謝罪と提案を受け入れよう。きみは今日からぼくのコック兼けんペットだ」

　取引成立。なにはともあれ、危機は脱だつした。まったく最悪のクリスマスだ。

「そうだ、せっかくだからきみにあれを渡わたそう」

　リビングに移動したレオが大和へのクリスマスプレゼントだと言って手て渡わたしてきた箱は、目がチカチカする包装の中でも一番バカっぽい色合いだった。なんせ金色の星模様の包み紙にピンクの水玉のリボンがかかっているのである。本気でセンスを疑う。中身が心配だ。

　そういやあげたいものがあるって言ってたっけ。あの言葉でまんまと勘違いしてしまったのだ。そう思うと忌いま々いましくもあるが、せっかく大和のために用意してくれたのだから気持ちだけはありがたく受け取ろうと包みを開いた。

　中から出てきたのは、箱の趣しゆ味みからは想像もつかない落ち着いた黒のセーターだった。生き物のように指に纏まとわりつく滑なめらかな手て触ざわりからいって、これはカシミヤではないだろうか。

　どうしよう、期待していなかったぶん意外なほどジンときてしまった。

　部屋の飾かざりつけだってプレゼントだって、レオなりに真ま面じ目めに大和のことを考えてくれたのだ。恋れん愛あいは勘違いだったが、根は素す直なおでいい奴やつだ。

「あ……、ありがとレオ……」

　触っただけで温かいふわふわのセーターに思わず鼻をうずめて感激していると、箱の中にもうひとつ、なにかあるのに気づいた。大和には馴な染じみのない形状のそれを手に取る。

「……なんだこれ」

「もちろんきみへのプレゼントだ。むしろそれが本命だ。ちょうどいい、ぼくのペットになるときはこれを頭につけるように。服は黒で統一しろ」

「……っ、ふっざけんな‼」

　手にしたソレを渾こん身しんの力をこめて床ゆかに投げつけた。それはボヨンと床で跳はねてころころ壁かべ際ぎわまで転がっていく。

「なにをする！」

「なにじゃねえ！」

　壁かべにぶつかって転げたそれは、真っ黒な犬耳のカチューシャだった。馬ば鹿かでかい男である自分がそんなものをつけたところを想像するだけで目眩めまいがする。

「てめ、言っとくが！　他ほかの誰だれにも俺がペットだなんて言うなよ！」

「そんなこと誰に言える。馬鹿かきみは」

　馬鹿はそっちだ！　と落ちてるカチューシャを焼き滅ほろぼさんばかりに睨にらみつけながら思った。

　前言撤てつ回かい。見た目は最高だが中身は最悪だ、こいつ。

　これから続く束そく縛ばく生活に早くもげんなりしながら、大和は会社へ行く支し度たくをのろのろと始めたのだった。







「あら……、あら大和。どうしたんだい、これ？　すごい、全部あんたが作ったの？」

　正月。

　実家に帰省した大和は母に手作りのおせち料理を持参した。四段の重箱に詰つめられた料理の数々は、大和がレオの家のキッチンを借りて作ったものである。

「こんなにたくさん。食べきれないくらいあるね。ありがとうねえ、大和」

　母が嬉うれしそうに料理を皿に取り分ける。

　正月におせち料理をフルに作ったのはこれが初めてだ。アパートの小さなキッチンでは大がかりな料理は作りづらく、作った料理を置く場所すら確保できない。

　それが今年はレオの家を使うことができたので、こうして立派な料理が作れたというわけである。正月に母に手作りのおせちを食べさせることは大和の夢のひとつだった。この夢を叶かなえさせてくれたんだから、レオの犬になったのも悪いことばかりではない。

　学生の頃ころは不真面目で苦労をかけたぶん、母にはやってあげたいことがまだ色々ある。

「お雑ぞう煮に食べるかい？　あたしが作ったのなんかより、あんたが作った方がずっと美味おいしいだろうけど」

「もらうよ」

　久しぶりの母の味に舌した鼓つづみを打つ。粉末出汁だしで作られた雑煮はたいして美味うまいとは言えないのに、包み込んでくれるような温かい味わいだった。優やさしい気持ちにしてくれる。

　食べながら思い出した。故郷の祖母が得意だったターキーが食べたかったとレオは言ってたっけ。祖母の味と同じだと微笑ほほえんだレオも優しい気持ちになれたのだろうか。

「大和、今日は泊とまっていくのかい？」

「そうだな……」

　──帰省するのだろう。だったら明日あしたは帰ってくる必要はない。

　昨夜の夕食後、レオはそう言った。

　どうせレオは食べやしないだろうおせちを、せっかくだからと半分取り分けて彼のために重箱に詰めていた大和に、レオは「帰ってくる必要はない」と言った。

　大和の実家は電車と新幹線を乗り継ついで片道二時間あまり。少々慌あわただしいが日帰りできない距きよ離りではない。早朝に出て、夕飯の準備までには帰ってくるつもりだった。

　──ぼくは鬼おにではない。正月に実家に帰るんだからゆっくりしてくるといい。日本人にとって正月は特別だということくらい知っている。

　初はつ詣もうでなどという習慣がレオにあるはずもなく、退たい屈くつな正月番組をテレビで見ることもせず、きっといまごろは一人で本でも読んでいることだろう。広い家でぽつんとリビングのソファに座っているレオを想像したら、なんとなく胸の奥が疼うずいた。

「悪い、ちょっと約束あんだわ。泊まりはまた今度な」

　母と一いつ緒しよに初詣を済ませ、こたつでテレビを見て近きん況きようを語った。

　母に別れを告げ、実家をあとにしたのが午後三時すぎ。ちょうど夕食の準備に間に合う時間だ。食材はレオの家の冷蔵庫に入れてあるものでなんとかなるだろう。

　まだＵターンラッシュにもかからないがら空きの新幹線の中、ぼんやり窓を見ているとレオの顔が思い浮うかぶ。

　なんだって自分はわざわざ面めん倒どうな男のところへ帰ろうとしているのか。たまの帰省なんだからのんびりしてくればいいのに。

　正体のつかめない自分の感情が気持ち悪くて、手に持ったコーヒーをグッと飲み干す。

　ただ約束を守れないのが自分で気になるだけだ。いくら向こうがいいと言っても、毎日食事を作ると約束したんだ。

　そうとも、一緒にいてやりたいなんて思ったわけじゃない。あんな腹の立つ奴……。







　社宅マンションのエントランスをくぐり、エレベーターに乗ったところでふと気づく。

　毎日出入りすることを考え、レオは気軽に自分の部屋の合あい鍵かぎを大和に寄よこした。レオの方が帰りが遅おそくなることも多いからだ。貴重品は貸金庫に預けているし、ハウスキーパーだって出入りしているから問題ない、飯を作るときは勝手に入ってくれと。

　それ以前に自分の貞てい操そうは気にならないものか。いくら約束したとはいえ、少しは気にしてくれないと大和としても不安だ。誰にでもこんなに無防備なのか。職場の敷しき地ち内かつ、大和が従業員、しかも弱みを握にぎられて抵てい抗こうできない立場だからかもしれないけれど。

　その辺のもやもやは置いといて。

　レオは今夜、大和が来ないものと思っているだろう。つい勝手に入るつもりでいたが、いきなり押しかけるのはいかがなものか。チャイムを鳴らすにしろ、レオが女を引っ張り込んでいる可能性だって、なきにしもあらずなわけだし。

　…………。

　ないな、と頭あたまを振ふった。どうやっても、ぼっちで膝ひざを抱かかえている図しか浮かばない。

　それでも一応礼れい儀ぎとして電話するかと携けい帯たいを取り出した。すでに最上階に到とう着ちやくして、あとはチャイムを鳴らすばかりの距離なのだが。

　ドアの前で、携帯のコールを聞くマヌケさ。ぷるるるる、と鳴る機械音が途と切ぎれたかと思うと──。

『なんだ！　いま忙いそがしい！』

「うわっ⁉」

　いきなりの怒ど鳴なり声プラス、がちゃっ、がちゃがっちゃーん！　けたたましく金属製品が床に落ちた音がＢＧＭになり、さらに『あつっ、わっ！』などの慌てふためいた声が続いた。

　一体何ごとだ⁉

　瞬しゆん速そくで鍵を開け、部屋に飛び込む。音からしてキッチンだろうと予想をつけ、まっすぐそこへ向かった。

「レオッ？」

　リビングダイニングに続くドアを開けると、レオが水を出しっぱなしのシンクになにかを突つっこみ、ジョワッという音と共に派手に湯気が上がるのが見えた。やけに焦こげ臭くさい。火事か⁉

「や、大和っ！　なんで……！」

　顔を上げたレオの狼ろう狽ばいぶりがすごかった。千手観かん音のんかと見まがうほど両手をアワアワ動かし、止めようとした蛇じや口ぐちの水すい栓せんレバーの上下を間ま違ちがえ、最大水流で水すい滴てきを周囲にはね飛ばす。

「おい！」

　レオが流れ落ちる水の下に手を突っこんでいたのが災わざわいした。駆かけつけた大和がレバーを下げようとした瞬しゆん間かん、レオと腕うでが当たってホースで撒まいたような水がすっ飛んできた。

「うわ……っ！」

　慌ててレバーを下げたが、すでにキッチンは水みず浸びたしだった。

　ぴっちょん、と蛇口から水滴が滴したたった。

「……で、なにやってたんだ？」

　レオは赤らんだ顔をぷいと横に向ける。そして手に持っていたなにかをサッと背中に隠かくした。

「なんだっていいだろう。ここはぼくの家だ。なにをしてようとぼくの勝手だ」

　それはそうだけど。

「だいたいなんできみがここにいる。驚おどろいたせいでこんな有様じゃないか」

「それは……、驚かせて悪かったけどよ」

　幸い被ひ害がいは飛び散った大量の水と、電話をしていたときに落としたらしい魚焼き用の金かな網あみだけのようだ。シンクの中には白いものをくっつけた皿が置いてある。

　キッチンで慣れない火を使っていたところへ電話が鳴り、慌てて取ったら焼き網にぶつかって落とし、さらに手に持ったなにかを焦がしてうろたえているときに、いないはずの人間が現れて動どう揺ようのあまり水栓レバーの上下を間違えた、と。

　とりあえず金網は拾おうと腰こしをかがめると、「触るな！」とレオが大和の手をはたく。ムッとして、

「なんだよ、落ちてんだから拾ったっていいだろうが。つか、後ろになに隠してんだよ」

「なんでもない！」

「なんでもないなら見せろ」

「やめろ！」

　有う無むを言わさずレオの手首を摑んで前に持ってくる。

「……なんだこれ？」

　それは、菜さい箸ばしに刺さした半分黒くろ焦こげの物体だった。レオの顔を見ると、真っ赤になって床ゆかを睨にらみつけている。　>>>♥

「餅もちだ！」

「もち？」

　言われてみれば、もとは四角い切り餅だったのではないかと思われる。

　レオの片手を摑んだまま、床に落ちた金網を拾う。手に持った消し炭餅を見られてどうでもよくなったのか、今度は素す直なおに拾わせてくれた。

　金網を表に返すと、そこにもコゲコゲ、かつ溶とけて網の目に入り込んで取れなくなったと思おぼしき餅がへばりついていた。ということは、

「この皿のも？」

　シンクの皿の上の白い物体を指す。すべて見られて開き直ったのだろう、レオは捨て鉢ばちに怒鳴る。

「そうだ！　レンジで温めたら溶けてしまったから、網で焼いたんだ！　それでも網にくっついてうまく焼けないから棒に刺して直接火で炙あぶった！　餅は火を噴ふいて燃えた！　わかったか！」

　わかったか、って……。

　切り餅を棒に刺して直じか火びで焼こうという発想が独創的だ。五ご平へい餅もちとか焼ききりたんぽみたいなもんか。それにしたって火を噴くまで突っこまなくても。

　大和が驚かせたせいでキッチンを汚よごして腹が立つのか、手にした菜箸をぶるぶる震ふるわせて怒おこるレオはきゃんきゃん吠ほえる子犬みたいだ。

　見ているとだんだん笑いがこみ上げてきて、ついプッと噴き出してしまった。レオはぎろっと大和を睨む。

「なにを笑っている。手を放せ」

「はいはい」

「はいは一回だ！」

　小学生か。

　しかし自分で餅を焼こうとは、まったく料理に興味がないレオにしては珍めずらしい。普ふ段だんはせいぜい鍋なべをコンロにかけて入っているものを温めるのが関の山なのに。

　床の水をきれいにふき取ってから、レオに向き直る。

「で？　焼いた餅が食いたかったのか？　あんこか磯いそ辺べか安あ倍べ川かわか？　好きなもん言ってみな」

　ぶすっと膨ふくれるレオはそっぽを向いている。いつまで拗すねてるんだか。

「別に。正月だから餅を食べてみたかっただけだ。種類はわからない」

　まさかなにもつけずに食べるつもりだったんじゃ……。

　横顔を見ていたら確信した。きっとそうだ。帰ってきてよかった。餅は不味まずいなどという認にん識しきを持たれては残念極きわまりない。

「んじゃ、おまかせってことで」

　香こうばしい焦げ目がついた焼やき餅もちも美味うまいが、レオは柔やわらかい方が好きだろう。強い醬しよう油ゆ味は日本的すぎてレオの味覚に合いそうもない。食感は柔らかく、甘みのある味つけを……。よし。

　里さと芋いもと花形に切った人にん参じん、大根を茹ゆで、椀わんに入れる。その上に湯通しした餅を載のせる。だし汁じるに白みそを溶き、椀に注いで白みそ仕立ての雑ぞう煮にの完成だ。

　簡単に見えて、みその分量や火の加減など、上手に作るのはなかなか難しい。本当なら三つ葉や柚ゆ子ず皮の千切りを載せたいところだが、レオは苦手そうだから省略。

　テーブルに置くと、甘く優やさしい香かおりが立った。くん、とレオが鼻をひくつかせる。

「シチューみたいだ」

　椀を両手で包むように持つ仕草が小動物っぽい。

　ひと口食べて「美味おいしい」と顔を輝かがやかせる。好みに合うものを作れて大和も満足だ。

　レオの感情はわかりやすい。嬉うれしいときは笑い、怒ったときは目をつり上げ、悲しいときはしゅんとする。職場ではポーカーフェイスを崩くずさないぶん、家でのレオは別人のようだ。そんなギャップは嫌きらいじゃない。

　レオが美味しそうに食べているのを見ていたら大和の腹の虫も鳴いた。自分のぶんも椀に盛り、どうせ食べてやしないだろうから自分で片づけるかと冷蔵庫からおせちの重箱を取り出す。

　案の定、栗くりきんとんだけきれいに姿を消し、かまぼこと伊達だて巻まきが気持ち減っている程度だった。

　まあいいけど。なますや田作りや煮に物ものが食べてあるなんて毛ほども期待していないから。

　皿に取ろうと箸はしを伸のばしてふと気づいた。

　よくよく見なければわからないが、どの料理もほんの少しだけ、少しだけだけれど、手をつけてある。減ってる気がしないでもない、という程度ではあるが。

「レオ。これ、全種類食べたのか」

　レオは雑煮を頰ほお張ばりながら、ム、と眉まゆを寄せた。

「大和が食べろと言ったんだろうが。日本の正月の習慣だからと。ぼくはきみが作ったものを食べる約束だ、仕方ないだろう」

　トン、と胸の中の扉とびらを押されたような気分になった。

　嫌いな食材でも、まったく手をつけないのではなく、少しずつ。大和が作ったものだからという約束を守って。

　じんわり、温かいものが胸に広がる。眉み間けんの縦たて皺じわが好ましく思えた。

「おせちどうだった？」

「あんまり好きじゃない。栗は美味しかった」

　好きじゃない。

　レオはいつも、不味いとは言わない。自分が好きじゃないだけ。作り手にしてみれば、同じ食べてもらえないでもずいぶん気持ちが違ちがう。不味いと言われればへこむ。

　偏へん食しよくのレオのために彼好みの料理を作る一方で、ひと口でいいからと苦手な食材も食べさせてきた。その甲か斐いあってか、大和の気持ちを汲くんで自主的に苦手料理に手を伸ばしてくれる。こんなところがあるから憎にくみきれない。

「……大和。さっきはすまなかった」

「え？」

　レオは椀を置き、まっすぐ大和の目を見つめる。謝るときに目を逸そらさないのが印象的だ。こっちが気き後おくれしてしまう。そういえば子どもの頃ころは相手の目を見て謝っていたのに、いつの間にか謝る対象から目を逸らして詫わびを言うようになってはいなかったか。とレオを見て気づいた。

「料理を失敗したところを見られて恥はずかしくて乱暴な口調になった」

　あれを料理というか……。

「本当は大和が作ってくれたおせち料理に合わせて餅が食べたいと思ったんだ。すごいな、きみは。いや、料理が簡単だと高をくくっていたわけではない。けれど餅ひとつ焼けないぼくから見ると、手早くこんな美味しいものを作ってしまうきみは魔ま法ほう使つかいのようだ。いつも美味しい料理をありがとう」

　胸の奥が、ずくんと疼うずく。こいつはときどき、とんでもなく素直で可愛かわいいんだ。

　自分が料理を作るのはペナルティ。けれどこんな態度をされると、喜んでいくらでも作ってあげたくなる。

　おかわり、と差し出された椀にもう一度餅を入れてやる。花形の人参の花びら一枚だけかじってあるのを嬉しく眺ながめながら。







　寒さが一段と厳しくなった二月。

　春の新商品のプロモーション最終段階につき、広報部は忙いそがしそうだった。レオも連日残業が続き、ときどきは作った夕食だけ置いて大和は先に帰るほどである。

「大和くん、第三会議室にコーヒー持ってってくれる？　四人分」

「はい」

　内藤に言われ、会議室にコーヒーを運ぶ。重役のミーティングが開かれるときは、こうして飲み物のデリバリーもある。ドアを開けると、どよんと重い空気が流れ出てきた。

　レオと営業部のタヌキ親父おやじが向かい合わせた位置で言いあっている。

「広報の範はん囲いを超こえている部分に関しては協力できかねます。そこは営業に頑がん張ばっていただかないと」

「またまた。なんでマクマートリー社長があんたを広報に据すえたと思っとるんです。そのお顔を活いかして女性客を取り込みたいと思ったからでしょうが」

「下世話なことを言わないでいただきたい」

「こちとら営業ですからねえ。下世話だろうが下品だろうが、まずは数字が取れてなんぼなんですよ。王子様……おっと失礼、お坊ぼつちゃまはきれいごとで飯が食えていいですなぁ」

　うわぁ……。

　無表情を装よそおっているが、レオの体から怒いかりのオーラが立ち昇のぼっているのが見えるようだ。

　仕事中のレオはビジネスライクで声を荒あらげることもなく、常に淡たん々たんと会話を進める。それが年上だらけの管理職の連中は気に入らないのだ。自分の息子むすこのような年ねん齢れいの若造に対等に話をされたらそりゃムカつくだろうが。

　レオがどんなに頑張っても、周囲の役員からはまず色眼鏡めがねで見られる。どれだけ真しん摯しに取り組んでいても、所詮はお坊ちゃんの研修程度に扱あつかわれることも多い。それなりに評価してくれる人物もいなくはないが、生意気で権力を笠かさに着ていると思われ、孤こ立りつしがちだ。低く構えるのが美徳の日本人とは違う彼の態度が一因であることは言うまでもないが。

　大和はコーヒーを置いて、無言で退室する。

　仕事場では公私混同せずが基本のレオは大和に一いち瞥べつもくれない。しかし……。

（今夜は荒あれそうだなぁ）

　憂ゆう鬱うつだ。

　レオが帰ってくる前に一発抜ぬいとかなきゃなと、それこそ下品な決意をして大和は食堂へ帰るのだった。







　がちゃん！

　とリビングの扉が開いたかと思うと、ずんずんと早い足取りでレオが近づいてくる。

「おー、おかえり。お疲つかれさん」

　大和は生クリームの泡あわ立だて途と中ちゆうである。

「大和！」

「はいはい」

　ボウルを置いて、ほとんどぶつかってくるように身を寄せてきたレオを抱だきしめる。

「撫なでろ！」

「はいよ」

　大和はくしゃくしゃとレオの髪かみをかき混ぜる。レオは最初はぶすっとしていたが、しばらく撫でてやると、やがて気持ちよさそうに目を閉じた。この顔が犯罪級だといつも思う。

　慣れないうちはそれこそ警けい戒かい心しんの強い猫ねこみたいにカッと目を見開いて棒立ちになっていたのが、最近ではこうやってゆったりと身を任せ、安心して目を閉じるようになった。

「ほら、コートくらい脱ぬいできな。続きはそれから」

　肩かたを押すと、少し落ち着いたレオは素す直なおにコートを掛かけに行った。いつもなら部屋着に着き替がえてから戻もどってくるところだが、今日は相当ストレスが溜たまっているのだろう。スーツのままソファに座り、大和に向かって両手を広げる。

「大和、来い」

　料理途中なんだけどなぁ。あとデザートだから、まあいいか。

　エプロンを外し、ソファにかけたレオの脚あしの間に膝ひざをついて、腕うでの中に身を滑すべり込ませた。いつものようにレオが大和の頭を胸に抱だき、顔といわず体といわず撫で回してくる。ときおりぎゅうっと抱きしめ、頭のてっぺんにキスなんか落としてくるのである。

（あー、ストレス溜めてんなぁ。あの会議以降もなんかあったかな、こりゃ）

「やまと……。大好き……」

　ちゅ、ちゅ、ちゅ。

　柔やわらかい唇くちびるは大和のこめかみ、頰ほお、耳とキスを繰くり返し、手は大和の腕や肩を揉もみしだく。レオの鼓こ動どうがとくとくと耳に響ひびいて、スーツの下の肉体をはっきり感じてしまう。早くも大和の下半身に熱が集まり始めた。

　で。

　この状態で、なんと恋こい人びと同士ではないという。こんだけ煽あおられて、性的にはまったく手出しができない地じ獄ごくのスキンシップタイムなのだ。

　そしてレオが取り出した犬耳カチューシャを見て「うーわー……」と心の中でげんなりする。いつもだったら軽く抱きしめて落ち着いたら解放してくれるのに、コレを使うときはより激しいスキンシップを求めている証しよう拠こなのだ。彼にとってこのカチューシャは効果絶大らしい。やはり今夜はだいぶ荒れている。しぶしぶ頭につけると、

「ヤマト！」

　と叫さけんでぎゅうぎゅう大和を抱きしめた。

　ペットになると約束した当初、やはり警戒していたレオはあまり触ふれてくることはなかった。最初は少し腕や髪に触れ、大和が身じろぎでもしようものなら飛んで逃にげるほどだった。

　だんだん慣れてくると、今度は極きよく端たんにべたべたするようになった。当然大和の自制心のたまものである。どんなにきわどい触さわられ方をしても、鉄の意志で耐たえてきたのだ。

　大和が本当に手を出してこないと判断するや、レオはもともと寂さびしがりで甘えん坊ぼうの地を遠えん慮りよなく発揮し始めた。ペットとのスキンシップと称しようしてやたら触りまくる。実際ヤマトとは四六時中べったりくっついていたようである。

　スキンシップ好きとは思っていたがここまでとは！　正直驚きよう愕がくだった。

　もしや大和の忍にん耐たい力を試ためす遊びでストレスを発散してるんじゃないかと疑ったりもした。それくらい激しいのだ。

　大和を床ゆかに押し倒たおしたり、逆に寝ね転ころがるレオに覆おおい被かぶさって抱きしめさせられたりしたときは、もうどうしようかと！　こんな危あやうい体勢を取るなんてと、大和の中にレオへの獣じゆう姦かん疑ぎ惑わくすら芽め吹ぶいたほどだ。ヤマトところころ転がって上になったり下になったりした遊びを再現したかったようだが、こちとら下半身をレオに当てないように必死だった。

　大和的にはすでに我が慢まん大会である。いっそ抱きぐるみにしてはどうかと提案したが、すげなく却きやつ下かされた。抱きしめたいだけでなく、甘やかしてももらいたいらしい。レオの要求があれば、大和もレオを抱きしめたり撫でたりするのだ。さっきのように。

　大和の立ち位置はすっかりお兄ちゃん兼けんペットに定着した。毎度レオの心行くまでくっつかれる。

　だが大和にしてみればこの拷ごう問もんはなんだという話だ。好みのタイプの男に抱きつかれ、キスをされ、あまつさえ体中を撫で回されるのだ。欲情しないわけがない。レオがストレスを発散しきる頃ころには、大和の方が溜まりまくっているのである。いろいろなものが。

　従ってレオがストレスを溜めていそうなときは、帰ってくる前に抜いておくのがすでに大和の習慣になった。こんな情けない習慣は欲しくなかったけれども。

「ヤマト……」

　愛いとしげに、レオの手のひらが大和の背中をたどる。吐と息いきが髪にかかってくすぐったい。

　ちゅ、と耳の上に柔らかな唇が押しつけられ、熱い息が耳じ孔こうに忍しのびこむ。大和の股こ間かんにズンと甘い衝しよう撃げきが落ちた。

　神様！

　平常心、平常心。心の中で念仏を唱えた。色欲を封ふうじる修しゆ行ぎよう中の僧そうでもここまで厳しくはないだろうと真しん剣けんに思う。

「ヤマト、会いたい……」

　切ない声が耳を撫でる。

　レオが「ヤマト」に話しかけるたび、興奮で熱くなった体が少し冷える。そのおかげで一線を越こえずに済んでいるのかもしれない。

　レオが親と離はなれて過ごした幼少時、一人ぼっちの彼を慰なぐさめようと祖母が連れてきたのがヤマトだという。レオはヤマトに没ぼつ頭とうした。中学に上がるときに都会に住む両親に引き取られるまで、体の弱かった彼の友達はヤマトだけ。緩ゆるやかな彼の時間の中には祖母とヤマト。ときおりやってくるのは両親とショーン。それが小さなレオのすべてだったという。

「ヤマト……」

　ヤマトヤマトヤマト。

　なぜだろう。レオが見ているのは大和ではない、その事実が大和に正体不明の苛いら立だちを与あたえる。この気持ちはなんなのか。

　その腕に大和を抱きながら、彼が頭の中で抱いているのは愛しいペットのヤマトなのだ。

　冗じよう談だんじゃない、自分に向けられた関心でもないのに理性を失って襲おそいかかるような、そんな安いプライドは持ち合わせていない。俺はヤマトじゃない、大和だ。

　単なる欲求不満だと、かすかな苛立ちにそう理由をつけて思考を遮さえぎった。

「大和、交代」

　つぎは大和命名、お兄ちゃんタイムである。

　レオの隣に座り今度はレオを抱きしめて頭を撫でてやる。このとき間ま違ちがっても、うっかりでも、わざとでも、キスなんかしてはならない。

　ここまでさせるのだからレオも決して大和に悪感情を持っていないことはわかる。けれど恋れん愛あい感情もないのだ。

　……辛つらい。生殺しとはこのことだ。

　自分だってレオに恋愛感情があるかと問われればＮＯだ。だけど男だったら常に臨戦態勢。この状態で欲情するなと言う方が無理だろう。もういっそすべてを捨ててヤッちゃおうと何度思ったことか。

　レオは形のいい小さな頭をすりすりと大和の肩かた口ぐちに押しつける。まばたきごとに長いまつ毛が大和の顎あごに当たってくすぐったかった。今日は特に甘え方が激しい。こんなふうに自分の前でだけ弱い部分を曝さらけ出されるたび、胸の奥が甘く疼うずく。

　おかしいな。前につき合った奴やつがべたべた甘えてきたときは鬱うつ陶とうしかったのに。会社での気を張った顔も見ているせいだろうか。レオには甘えさせてやりたい、と思ってしまう。

　髪を、こめかみを、まぶたを指で撫でて。滑なめらかな頰も。

　小さなうす桃もも色いろの唇が少しだけ開かれている。意識せず親指を這はわせ、あまりの柔らかさに驚おどろいて指をぴたりと止めた。

（ヤバい！）

　ぎゅうんと下腹に熱が集まる感覚。キスの感かん触しよくが思い出されて、触れた指と唇から目が離せなくなった。とくとくと脈打つ唇が指の下で動いて──。

「……ショーン」

「え？」

　うす桃色からこぼれた呟つぶやきにぎくりとした。

「あ。すまない、従兄いとこを思い出して」

　上げられた邪じや気きのない瞳ひとみを見て、突とつ然ぜん大和の中に凶きよう暴ぼうな衝しよう動どうが湧わき上がる。腹の奥にどす黒いものがぶわっと持ち上がり、その甘え顔をぐしゃぐしゃに泣かせてやりたい気持ちになった。

　写真で見たショーンとレオが脳のう裏りにちらつく。王子のような甘いマスクのショーンが、いまの大和のようにレオを抱だき寄せる。いや、きっともっと遠慮なくべったりと。

　胸の中がぐっと熱くなった。なんだこれ？　俺はなにを感じてる？

　そうだ、考えてみればレオがヤマトを抱きしめることはあっても、犬に抱きしめられたり撫なでられたりしていたはずがない。甘えん坊のレオを抱いて撫でてやっていたのはショーンなのか。

「……こんなふうにしてもらってたのか？　従兄に」

　従兄弟いとこ同士で抱き合う？　ソレどうなんだよ。

　なぜかちりちりと胸の奥が焦こげつく。そんな大和の気持ちにはお構いなしに、レオは懐なつかしげに語りだす。口もとに微笑ほほえみさえ浮うかべて。

「グランマとヤマトのいる家を離れて両親のところに行ったとき、ぼくは寂さびしくて寂しくて毎日泣いていた。そんなときぼくを慰めてくれたのがショーンだ。大学生だった彼は帰りにぼくの家に来てくれて、勉強を教えてくれた。寂しいときはこうして抱いていてくれたんだ」

　ああ、そうかよ。俺はヤマトの代わりであるうえにショーンの身代わりでもあるわけだ。ふざけんな、ペットの代わりは引き受けたが、従兄の代わりなんか承しよう諾だくした覚えはねえ。そんなに寂しかったならヤマトを両親のところに連れてくりゃよかったじゃねえか、従兄なんかに泣きついてないで。

「ショーンにはすごく感謝している」

　なんだよ、そんな顔すんな。そんな、安心しきった顔。

　泣かせてやろうか？　俺はあんたのペットでも従兄でもないってわからせてやろうか？

　ムラムラと自分の中で納なつ得とくできないなにかが頭をもたげてくる。

　顔を傾かたむけると、至近距きよ離りにレオの唇くちびるがあった。数センチしか離れていない。衝動的に、レオの頰ほおをペロンと舐なめた。　>>>♥

「ひゃっ⁉　なにする……！」

　逃にげようとするレオを押さえ込み、なおも頰をペロペロと舐める。

「やめ……っ、こらっ、大和⁉」

「愛犬からのスキンシップだろ？」

　耳もとで囁ささやくと、抵てい抗こうしていたレオの体がぴたりと止まった。

「ヤマトはこういうことしねえの？　撫でられるばっか？　挨あい拶さつ代わりにディープキスするってあんたも言ってたろ。なりきるならこれくらいしてもおかしくないんじゃねえ？」

「だ……、だけど……」

　レオが犬耳カチューシャに弱いことは知っている。自分の頭をレオの胸むなもとに移動すると、あからさまにカチューシャに視線が吸い寄せられた。

　自分でやるのも気色悪いが、きゅうん、とでも言いたげな上うわ目め遣づかいでレオを見上げた。みるみるレオの頰が染まっていく。

「教えて。ヤマトはどんなことすんの？　いまみたいにほっぺたペロペロってする？」

　ただでさえ大和はペットを思い出させるのだ。カチューシャの存在でレオにとっては愛しさ倍増のはず。犬の仕草を真似まねてレオの首筋をフンフンと嗅かぐと、びくんと肩かたを竦すくめて固まった。

　そのままスンスンと音を立てながら、顎の周囲を唇でギリギリ触ふれないようになぞる。

「教えろよ、舐めない子だった？」

　ぺろ、と耳みみ朶たぶの下を舌で掠かすめる。

「あ……、な、舐めた……、けど……」

「こんなふうに？」

「あっ……！」

　がぶりと首筋に嚙かみついて、それからぴちゃぴちゃと舐めた。

「甘嚙みもするよな？」

　ふるっと体を震ふるわせたレオは否定しなかった。

「あ、そうか。犬はしゃべらないもんな。じゃあ俺、もうしゃべんないから」

「え……？」

　困こん惑わくにつけこんで、肩と首筋をがぶがぶと嚙む。そのたび細い肢し体たいはびくびくと震えた。

「大和……、大和待ってくれ、やま……」

　ソファをずり下がる体にのしかかるようにすると、レオは背もたれと座面の間に斜ななめに倒たおれ込んだ。犬が興奮してふざけるように、レオの体を押さえつけて頰を舐める。勢い余って耳までいくと、

「ひぁん…ッ！」

　とんでもなく色っぽい声が飛び出した。さすがに我に返ったレオが、真っ赤になってバッと自分の口を手で覆おおう。だが構わず耳を責めた。弱点らしいとわかればもっと聞いてみたくなる。無理やり引きはがした手をレオの頭の横で取り押さえた。

「やぁっ、や……！　だめだ大和、それ……、大和っ！」

　この大和は犬じゃない。俺のことだ。

　そう思ったら脳が熱くなって、わざとぴちゃぴちゃと音を立てた。淫いん猥わいな響ひびきに混じって悲鳴のような喘あえぎがレオから零こぼれ落ちる。

「あんっ、んっ、んん、ん、やぁっ……」

　夢中でレオの体に乗り上げたとき、大和の膝ひざにレオの脚のつけ根の硬かたく膨ふくらんだものがぶつかった。

　ハッとして見下ろすと、涙なみだを滲にじませて快感に打ち震えるレオが息を荒あらげていた。

　恐おそろしい引力を持つ艶つやにぐぅっと引き込まれそうになる。潤うるんだ瞳の中に怯おびえが見てとれなかったら、このまま抱いてしまっていただろう。

「……しねえよ。約束しただろ。スキンシップだけだって」

　渾こん身しんの努力をもってなんとか笑いを浮かべたが、レオにとっては悪あく魔まのうすら笑いに見えたかもしれない。ソファを降り、くるりとレオに背を向けた瞬しゆん間かん、「どはぁぁぁ～～～ッ！」と大きく目と口を開けて長く息を吐はいた。

（いまのはやーばかったああああ‼）

　心臓がどっきんどっきん跳はね回っている。なんとかカッコつけて止められたからいいものの、もう少しで一線を越こえるところだった。

　危ない危ない。つか、いまのＯＫか？　もしやデッドラインを越えた？

　なんとか表情をつくろって振ふり返ると、レオはビクッと体を揺ゆらした。自身の体の変化にも気づいているのだろう。ソファの上に体育座りで下半身を隠かくした。キッと涙目で大和を睨にらみつける。

「いまのは契けい約やく違い反はんだろう！」

　ごもっともです。だがここでうなずいてはチョン切られてしまう。

「なりきっただけだって。こんなもんつけさせられてんだ。その気でやらなきゃ俺だって恥はずかしいだろ？」

　頭につけたカチューシャを指さす。そう、すべてはこいつのせい。かなり強ごう引いんだが言い通してやる。

「そんな言い訳……」

「だったらこれつけるの止やめようか？」

　レオがぐっと言葉に詰つまる。なんの脅おどしにもなっていないことは考えればすぐわかりそうなものだが、レオも動どう揺ようしているらしい。

　どうしてもこのカチューシャがいいとは、レオはもしやなにかの病気ではないだろうか。犬耳依い存そん症しよう？　そんな病気があればだが。

「と、とにかく！　さっきみたいなことは今後禁止だ！　つぎやったら契約違反で業者契約を解除するぞ！」

「じゃあペットからのスキンシップはなしってことで」

　大和は両手を顔の脇わきに上げて意思表示した。

「んで？　あんたに言われたときに撫でるあれは？　怖こわかったらそれももうしないけど？」

　わざとニヤニヤしてやると、負けず嫌ぎらいのレオは頰をカッと赤らめて大和を睨みつけた。

「誰だれが怖いなどと言った。やれ！　撫でろ。ぼくはまだ満足していない」

　完全に売り言葉に買い言葉だ。そんな喧けん嘩か腰ごしで言わなくても。

　隣となりに行けばビクッと体を震わせるくせに、それでも猫ねこが威い嚇かくするかのごとく睨んでくる。

　それも腕うでの中に入れてしまえばまったく見えなくなる。ふんわりと甘いシャンプーの香かにレオの匂においが混じった香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

　やはり意識してしまうのか、レオの体が硬い。少しすると、レオは大和の胸を押しやった。

「今日はもういい。スーツ着き替がえてくる」

　そう言って自室へ行ったレオの背を見送って、大和もホッと息をついた。今日はマジでやばかった。

　そして頭につけたカチューシャを取る瞬間のマヌケさでいろいろどうでもよくなった。どれだけ気持ちが昂たかぶっていても、こいつひとつでプシューと気が抜ぬける。もしかして優ゆう秀しゆうなアイテムなのかもしれない。

　それよりなんだったんださっきの黒い衝しよう動どうは。

　過ぎてしまえば自分でも首を傾かしげるほどだった。







　食堂内の空気がざわっと揺れる。

　キラキラオーラを纏まとったレオが食堂のドアをくぐれば、女性社員の目が矢のごとく彼に飛んでいく。レオが列に並んでいる様は、ガチョウの群れで孔く雀じやくが羽を広げているような、そんな錯さつ覚かくすら起こさせるほど眩まぶしい。

　ここ半月程ほど、レオが食堂を利用するようになってから、女性社員の利用者がグンと増えた。

　レオが頼たのんだ料理は同じものを食べたがる女性社員によってすぐに売り切れてしまうので、夏菜子など「本日の王子様ランチ」を作ろうかと真しん剣けんに言い出す始末だ。レオのテーブルは同席したがる女性社員が群がり、日ひ替がわり定食よろしく毎日違ちがう女子が取り巻いている。

　そしてレオのそつのない笑え顔がお。さすがは広報と感心するような完かん璧ぺきなビジネススマイルである。いっそ笑顔の面をつけていてもわかるまい。

　なんだってレオがデリバリーを止めて食堂に来るようになったかというと、お高くとまっていて社員が話しかけにくいと他ほかの役員に嫌いや味みを言われたかららしい。レオ自身、社員と自分の距きよ離りに疑問を感じていたらしく、考えた末、交流目的で食堂を利用することにしたのだ。いままでは社外の人間にしか見せなかった笑顔を振りまいて。悪くはないが、それでは女性社員とだけ親密になってしまう。

　実はいままでレオが男性社員と交流しようとして失敗したシーンを何度か目もく撃げきしている。

　一回は仲間内でしか騒さわげないオタク的グループで、お通つ夜やのような雰ふん囲い気きで会話もなく食事をしていた。レオのスマイルだけが虚むなしく輝かがやいていた記き憶おくがある。

　一回は完全アウェー。自分たちの食事が終わるとレオを残してバタバタと席を立っていった。

　他にも「なんでそこに話しかける？」と聞きたくなるような連中に話しかけてはしくじっていた。完全に人選ミスである。そのうえ女性社員に囲まれていては、男性社員から悪く思われる一方だ。

　大和はトレーを渡わたしがてらコソッとレオに耳打ちをする。

「あっちの。テレビの前で座ってる二人組いるだろ、白衣の。あそこ話しかけてみな。俺の知り合いなんだけど、あいつらノリいいから楽しくランチできるぜ」

　大和の言葉にレオはスッと目を細め、

「きみに心配される筋合いではない」

　と至し極ごく真っ当な文句を言った。他の人間には鉄てつ壁ぺきのスマイルを崩くずさないのに大和にはこういう態度を取る。それが甘えだとわかるから気分も悪くならない。

　その証しよう拠こに「でもありがとう」と小声でつけ足して白衣の連中の方へ歩いていった。なんだかんだいって素す直なおな奴やつである。

　話しかけられた二人組は驚おどろいたようだったが、すぐに笑顔で斜はす向むかいの席を勧すすめ、ちょうどテレビでやっていたバスケかなにかの話で盛り上がり始めた。

　こうやって少しずつ、話しやすい人という印象を周りに作っていけばいいだろう。

「あーん、今日はレオ様と一いつ緒しよに食べられなーい」

　数人の女子が悔くやしげにレオたちのテーブルを見つめている。近づくことすらままならないもどかしさに歯は嚙がみしている。

　そんな女性社員を見ながら、家では俺にべったりなんだぜ、と心の中で優ゆう越えつ感に浸ひたる自分に気づいて大和は苦く笑しようした。







「大和、これは大さじ中さじ小さじか？」

　それぞれ違う大きさのスプーンが三本組になったメジャースプーンを持って、レオが尋たずねる。

「馬鹿。レシピに中さじ表示があるか。大さじ、小さじ、小さじ二分の一だ」

　ムッとしたレオが大和を睨む。

「ぼくは初心者なんだぞ、知らなくて当たり前だ」

「あーはいはい、悪かったよ。じゃあ小さじ一と二分の一。量ってこれに入れて。ちなみにすりきりな。すりきりってわかるか？」

「馬鹿にするな！」

　レオは塩を計量しながらぷんすか怒おこっている。

　なにをしているかというと、料理指南──レオのための初心者お料理教室である。

　先日珍めずらしく大和が風邪かぜで寝ね込こんだ際に、なんとレオが手作りの雑ぞう炊すいを作ってくれた。その奇き怪かいな出で来き栄ばえに絶句したのだ。

　なにを入れたのか、ぶつぶつぬるぬるしていて気持ちが悪かった。乱切りチックな野菜はまったく煮にえておらず、嚙かむのに非常に苦労したものである。

　風邪で味覚も嗅きゆう覚かくも麻ま痺ひしていてよかったと、あんなに思ったことはなかった。まともな状態だったら料理人としての舌を破は壊かいされかねない。いや、その後激しく腹は壊こわしたけれども。それは風邪のせいだと信じたい。

　でも指を絆ばん創そう膏こうだらけにしたレオを見たら、礼を言って食べずにはいられなかった。「美味うまいよ」と引きつりながら言った大和の言葉に、本当に嬉うれしそうに笑ったのだ。役に立てて嬉しい、と。身み震ぶるいするほどときめいた。だがそのときのレオの、

「料理は意外と楽しい。また作ってやる」

　に命の危険を感じて、大和自ら手ほどきをすることになったのである。言った言葉をあんなに速そつ攻こうで後こう悔かいしたこともなかった。

　かくて毎週土曜日は料理を教えることになったのだ。

　しかし始めてみて首を傾げた。

　おかしい、こんなに料理に向かない人間がこの世にいるなんて。

　ピーラーでじゃがいもの皮を剝むかせればつるつる滑すべらせて床ゆかに落とし、半分は潰つぶされた。

　切った野菜を鍋なべで炒いためさせれば、どこをどう目測を誤ればそうなるのか、取っ手ではなく鍋なべ肌はだを手で摑つかんで火傷やけどをする。

　これならできるだろうと生クリームを泡あわ立だてさせれば、無む駄だに力が入って周囲に飛び散らかし、挙句泡立てすぎてモロモロのバター状態である。

　おかしい。

　逆に愉ゆ快かいになってきた。

「笑うな！」

　泡立てすぎて手が痛くなったというレオの手のひらと手首をマッサージしながら、笑いが漏もれるのを止められない。ほんとこいつ面おも白しれえなと思う。

　最初はただ冷たいお人形のイメージだったのに、いまは大きな子どもにしか見えない。手のかかるガキ臭くさい男なんか面めん倒どうなだけなのに、なんでこいつだと面白いんだ。

「せっかく泡立てたのに使えなくなってしまったな」

　唇くちびるを尖とがらせるのもガキ臭い。

「そうでもないぜ。もっと泡立てればバターとバターミルクに分かれるから、どっちも使える。バターはあっさりめだからパンに塗ぬっても美味いし料理にも使える。バターミルクはそうだな……、あれにしよう、ランチドレッシング。好きだろ」

「できるのか？」

「まあな。大した量はできないけど」

　単純に喜ぶ顔を見られれば大和も嬉しい。日本ではあまり馴な染じみがないが、ランチドレッシングはアメリカの超ちよう定番ドレッシングである。バターミルクにスパイスやハーブなどを入れたものだ。レオには懐なつかしいだろう。

「んじゃ、材料買い足してくるわ」

「待て、ぼくが失敗したんだ。ぼくも行く」

　社宅マンションを出ると、道路の端はしに昨晩の雪が積もっていたが、歩く部分は溶とけていた。夜になればまた気温は下がるだろうが、いまは昼近く、日が照っていて暖かい。のんびり歩いているとあくびが出そうだ。

　隣となりを歩くレオがなぜか嬉しそうに大和を見ている。そんな顔をされると、ポカポカ陽気が胸の中にまで入り込んだような気になった。

「なに？」

「アメリカにいたときはよくこうやってヤマトと散歩をしたんだ。思い出すな。ヤマトといるみたいで嬉しい」

　あ、そ。

　胸の中が急にぺしゃんと潰されたような気分になる。

　なんとなく不愉快になって、ヤマトとじゃできないことをしてみたくなった。

「なあ、たまには遊びに行かね？」

「料理はどうするんだ？」

　急な提案に、レオは不ふ審しんげな目を向ける。せっかく楽しくなってきた料理をしたいとその目が語っている。

「明日あしたでもいいし。せっかくいい天気だからさ、どっか行こうぜ。最近出かけてないからストレス溜たまってんだよ、俺も」

　ふむ。とレオは顎あごに手をかけてしばらく考えた。

「そうだな。きみの時間を拘こう束そくしていることは認める。ぼくもたまにはスキンシップ以外の発散もいいかもしれない。だがぼくはこの辺りの観光に詳くわしくない」

「そんな難しく考えなくていいよ。ショッピングとか映画とか。そうだ、春物の服欲しいって言ってたろ」

　表情に「欲しい」と露ろ骨こつに表れた。わかりやすいったらありゃしない。

「決まり。まず昼飯な。腹ごしらえして今日は一日遊ぼう」







　どこで昼飯を食いたい？　の問いに、庶しよ民みん的な場所がいいと返ってきた。

「カジュアルフレンチとかのが食べやすいんじゃないか？」

「そうかもしれないが、ぼくはいわゆるラーメン屋などに入ったことがない。一度行ってみたいと思っていた」

　なるほど、レオには観光気分か。

　それならばと、自分のアパート近くの定食屋に連れて行く。安い早い美味いが取り柄えの庶民の味方だ。大和も以前はよく世話になった。

「いらっしゃい……、あーら一ノ瀬くんじゃない、ひさしぶり！」

「ども」

　暖簾のれんをくぐると、愛想のよいおばちゃんが迎むかえてくれた。

「なーによ、ごぶさたしてるから彼女でも作って遊んでるのかと思えば、まだお友達とつるんでるの？」

　カラカラ笑って水を持ってきてくれる。

　レオは油で黄色くなった店には不似合いのキラキラオーラを出していて場ば違ちがいも甚はなはだしい。せまい店中の視線が集まっている。さすがに店内をキョロキョロ見回したりはしないが、テーブル下の荷物置きに置いてあった漫まん画が雑誌をもの珍しそうに触さわっていた。

　メニューを見て、レオは眉まゆを顰ひそめた。

「大和、どういう料理かわからない。説明してくれ」

　確かにこういうのは中身外国人のレオにはネックかもしれない。写真もない、手書きの文字だけのメニューでは内容が想像できないのだろう。日本語が達者とはいえ、テキストに出てくるような内容でもない。

　端から順に説明していく。たぬき、おかめ、月見などの麵めん類るい。天てん丼どん、かつ丼どんなどの丼どんぶり類。レオが興味を示したのは親子丼だ。

「これはいわゆる倫りん理り的に問題のある性的な意味の言葉とは違ちがうんだな？」

「ちげーよ。どこで覚えたんだよ、そんな言葉」

　内容と名前の由来を説明すると、愕がく然ぜんと目を見開いた。

「な、なんという残ざん酷こくなネーミング……。親と子を同時に調理して丼に盛るとは……」

　発言が斜ななめ上すぎてどう返していいかわからない。そのうえ、

「生命に感謝して食を得るには素す晴ばらしい食事だと思う。ぼくはこれにする」

　大げさだ。

　でもレオの好きそうな甘い味つけだし、無難なところだろう。

「おばちゃん親子丼ふたつ。ひとつはグリーンピース抜ぬきで」

「はいよ」

　ここの親子丼は下町の定食屋らしくグリーンピースが載のっている。運ばれてきた大和の丼を覗のぞいて、「春の色合いだな」とはレオの感想だ。

　黄金色の中にぽつぽつとした緑。言われてみれば菜の花畑のようだ。彼は感性が豊かなんだなと思った。広報という仕事柄がらだろうか。

　思ったより熱かったらしく、口に入れた飯をはふはふと唇を開いて冷ます姿が小動物みたいだ。水のおかわりを注ぎに来たおばちゃんに、

「親子丼は美味おいしい、ありがとう」

　と微笑ほほえみかければ、おばちゃんは年とし甲が斐いもなくポッと赤くなった。

「嫌いやだねえこの子は。そんなふうに言ってくれる人あんまりいないからさぁ。嬉うれしいねえ」

　作っているのは厨ちゆう房ぼうの旦だん那なさんだが、気をよくしたおばちゃんはデザートにとアイスクリームをつけてくれた。そういや「ごっそさん」とは言っても美味しいとかありがとうなんてわざわざ言っている奴やつはついぞ見たことがない。だが大和もいつもレオにそう言われると気分がいいことを思い出した。レオのいい習慣だ。

　定食屋だけではなかった。その後もレオと行動を共にしていると、彼は至る所で感謝を口にした。服を買ってレジで品物を受け取るときも、映画館のチケットのもぎりにさえ。それが実に自然でさりげないのである。言おう言おうとしているのではなく、当たり前のこととして身についていた。

　ベビーカーを押した母親のためにドアを開けてやる。地図を片手にウロウロしていた外国人に声をかけて道を教えてやる。そんな親切のひとつひとつが一いつ緒しよにいて心地ここちいい。

　ゲームセンターでは、無む邪じや気きに笑って楽しんでいた。どこにでもあるようなクレーンゲームにチャレンジしては、商品が取れなくて悔くやしがる。大和が取ってみせると、むうっと口を尖らせてもう一度チャレンジ。けっこうな負けず嫌ぎらいだ。

　ガンシューティングは瞳ひとみをキラキラさせて興奮していた。

「見ろ！　ぼくの方が上だ！」

　大和とレオでは最高得点にはまったく及およばない、どんぐりの背比べもいいところの成績なのだが、それでも大和より上なのが嬉しいらしい。

「はいはい、すげえな」

　認めると、どうだ！　というように胸を張った。

「すごく楽しい。来てよかった。こういう遊びはあまりしたことがないから新しん鮮せんだ」

「学生んとき友達と出かけたりしたろ？」

　レオはやや照れたように視線を斜め下に落とした。

「ぼくは要領が悪かったから、勉強でほとんど潰つぶれていたんだ。学校以外でも父から会社経営や資産運用についての課題を出されていたし、遊んでいる時間はあまりなかった。プライベートで人と出かけたのは数えるほどしかない。だから楽しい」

　そういえば二年飛び級スキツプをしたと夏菜子が言っていたっけ。きっと勉強漬づけの毎日だったのだろう。そんなに喜ばれると、もっともっと楽しませてやりたいと思ってしまう。

「いつでも連れてきてやるよ」

　そう言うと、レオは本当に嬉しそうに笑った。この上もなく美しい笑え顔がおに、胸をきゅっと摑つかまれた気がする。

「大和、つぎはあれがやりたい」

　レオが指したのはいわゆるもぐらたたきである。単純なゲームほど楽しいらしい。子どもみたいだな、と内心で苦く笑しようしつつゲーム機に近づくと、幼よう稚ち園えん児じと思われる小さな子が横からサッとハンマーを手にしてしまった。仕方なく順番を待って後ろに並ぶ。傍はたから見たら、もぐらたたきに並ぶ成人男子二人ってどうなんだろう。ちょっと恥はずかしい。

　おぼつかない手つきでハンマーを振ふるう子どもに母親が手を添そえて、なんとかピコピコともぐらの頭を叩たたいている。機械音で「イテッ！」ともぐらが悲鳴を上げるたび子どもが笑う。

　ふとレオを見ると、ひどく羨うらやましそうな顔で親子を見つめていた。

　そうか。レオは子どもの頃ころ両親と離はなれて暮らしていたんだった。こんなふうに親子でゲームに興じたことなんてないんだろう。いま子どもっぽいゲームをやりたがるのも、幼少時にした記き憶おくがないからなのかもしれない。過去に戻もどって、子どものレオと遊んでやれたら。

　でもそんなことはできないから、いまからでも色々経験させてやりたい。

「レオ、他ほかに行きたいとこあるか？　動物園とか遊園地でもいいぜ？」

　作り物のように端たん整せいな横顔に尋たずねると、レオは澄すんだ瞳を大和に向けた。大和が感じたことを的確に捉とらえたようにフッと笑って、

「ここで充じゆう分ぶんだ、とても楽しい。今日はぼくにばかりつき合わせてしまった。これではきみのストレス解消にはならないな。つぎはきみの行きたい場所に行こう」

　と言った。大和に気を使わせないためだろう笑顔に、胸がきゅんと鳴る。

　子どもっぽいなと思っていたが、こうして大人らしい気き遣づかいも見せる。大人と子どもが入り混じったような不思議な魅み力りよくに、自分がどんどん引き込まれていくのがわかった。

　単なるガキ臭くさい男だったら大和の好みから大きく外れていただろうに、少しずつレオを知るたびもっと彼を知りたくなるし、自分を好きになってもらいたいと思う。

（あ、マズイ）

　好きになってもらいたいなんて、レオに惹ひかれてきている証しよう拠こじゃないか。

　ストレートの男相手では脈はうすいものの、久しぶりの恋こいの予感に、さてどうしようかなと、なんとなく愉ゆ快かいにさえなった。







　さんざん遊んで、夜は馴な染じみの焼き鳥居酒屋に入った。

　こちらも久しぶりではあったが、店主は親父おやじから店を継ついだばかりの大和の友達という気が置けない店である。

　レオは焼き鳥が気に入ったようで、タレも塩も堪たん能のうしながら日本酒を傾かたむけていた。ほんのり目もとを染めた姿は格別に美しい。それを見物する大和も実にいい気分である。

　適度に酒がすすみ、腹もだいぶ膨ふくれてきた頃。店内の喧けん騒そうが一段落すると店主が当たり前のように日本酒の瓶びんを持って大和たちの席にやってきた。

「うお、こりゃまた別べつ嬪ぴんの兄ちゃん連れてんなぁ、大和！」

　大和のコップに酒を注つぎ足しながら、どっかりと隣となりに座りこんでガハハハハと豪ごう快かいに笑う。大きな体たい軀くにふさわしい大声である。

「どーもどーも、はじめまして！　佐さ竹たけといいます。よろしゅう！」

「どうも。マクマートリーです」

「おんやぁ、別嬪だと思ったら外人さんかよ！　日本語達者だねえ」

　レオは社交的に当たり障さわりのない笑顔を浮うかべているが、どう反応していいかわからないようだ。無理もない。

「ちょっと手洗いに行ってくる」

　そそくさとレオが席を立つのを見届けてから、佐竹がガバッと大和の首に野太い腕うでを回してきた。

「おいおいおい、えれえ上玉じゃねえの。コレ？」

　小指を立てる仕草が下品だ。自分も上品な人間じゃないからいいけれど、レオの前では止やめてほしい。ちなみに佐竹には大和の性せい癖へきは暴ばく露ろしている。というか、佐竹もこっちサイドの人間だ。お互たがいタチだから肉体の関係はないが、一緒にナンパに出たことは何度もある。

「ばーか、そんなんじゃねえよ。会社の人間。一応俺の上司だから手ェ出すなよ」

「へえ！　あれで上司かよ」

　そうは見えないだろうが。

「おまえ最近見ねえからつき合ってる奴ができたのかと思ったのよ。ああいう人形みたいの、おまえの好みだしさ。でもフリーならたまにはナンパ行こうぜ？　明日あしたとかどうよ」

「明日はだめだ」

　レオに料理の続きを教える約束をしている。

「つぎの日曜なら空いてる」

「あー、来週は俺がダメだ。商店街の組合の会合がある」

「そっか」

「平日は俺もおまえも仕事だしなぁ。日曜の夜がいちばん都合いいんだがな」

「つか一人で行ってこいよ」

「おまえと一緒のが確率高たけえんだよ。頼たのむよ大和」

　佐竹は豪ごう放ほうな性格が災わざわいして、ナンパしてもつい飲みだけで終わってしまうことがままある。大和とうまいこと二人組を引っかけて食事、その後別行動が佐竹にとってもっとも手て堅がたいのだ。

　しかし大和にしてもかなり心動かされる誘さそいである。

　正直大和も溜たまっている。なんたってレオから毎日煽あおられ続けているのだ。いい加減ここらで発散しておかないと、レオ相手に性犯罪に走りかねない。

「明日かぁ。夜ならなんとかなるかなぁ」

　料理は昼間教えて、夕食の準備を早めに済ませたら夜は出られるんじゃないだろうか。

「マジ？　なんとかなりそうか？」

「実は今日の連れと明日も約束してんだ。早めに用事終わったら夜は出られるかも」

　そこまで話したときにレオが帰ってきた。首に腕を回したままべったりくっついている佐竹と大和を見て、露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめる。

「お、マーくんいいとこに帰ってきた！」

　どうやら佐竹はマクマートリーが覚えられなかったらしい。

「なぁ、大和明日の夜貸してくんねえ？　たまには俺もこいつと遊びてえのよ」

　馴なれ馴れしく大和の顎あごに手をかけてキスせんばかりに顔を近づける。大和はヤメロと手で佐竹の顔を押しやったが、レオは眉み間けんの縦たて皺じわも美しくじろりと大和を見た。

「明日はぼくと約束をしてるはずだ」

（あれ？）

　ちょっと意外だった。レオは確かに大和の時間を拘こう束そくしてはいるけれども、束そく縛ばくはしなかったはずだ。頻ひん繁ぱんにではないが大和が用事があると言えばすんなり予定を入れさせてくれたし、こんなふうに他人の前で不ふ機き嫌げんそうな顔をすることも珍めずらしい。というより怒おこっているような？

「レオ？　だから、夜だよ。昼に料理して夕方以降出かける。いいだろ？」

「だめだ！　ぼくとの約束が先だ」

　？？？

　実に珍しい。酒のせいで赤らんだ美形の怒いかり顔というのは迫はく力りよくがある。なにやら恨うらみがましい目で佐竹を見つめているこの反応は……。

「帰るぞ大和。ぼくは少し酔よったようだ」

　くるりと踵きびすを返し、さっさとレジの方へ行ってしまう。大和は佐竹と至近距きよ離りで目を見み交かわした。

「なあ大和。いまの、嫉しつ妬とじゃねえか？」

「……やっぱそう思う？」

「愛されてんなぁ、おまえ。イケるんじゃね？」

　それはどうだろう。嫉妬には違ちがいないだろうが、単に自分のペットが違う人間といちゃいちゃしてるように見えたのが気に入らなかったというのが正解だと思う。

　それでも初めて見た彼の嫉妬は気分の悪いものではなく、なんだかなぁと思いながらも顔がニヤついた。

　支し払はらいを終えて外に出ると、凍こおるような風が頰ほおを突つき刺さした。雪がちらちらと降り始めている。数歩離れた先で大和を待つレオの表情はすでに平静を装よそおっているものの、まだ内側に怒りを秘ひめているのが大和にはわかる。

「さむ……」

　大和はぶるっと体を震ふるわせると、ポケットに両手を突っこみ、首を竦すくめて歩き出した。レオはおとなしくついてくる。しばらく歩いたところで、レオがぴたりと足を止めた。合わせて大和も止まる。レオは白い息を吐はき出しながら、殊しゆ勝しように頭を下げた。

「さっきはすまなかった。今度ミスター佐竹に謝っておいてくれ」

「別に気にしてねえよ、あいつ。ま、そういうなら一応伝えとくけど」

　レオはギュッと握にぎった拳こぶしを自分の胸に当てた。苦しそうに眉根を寄せている。

「大和。これはなんだ？　ここがうずうずする。きみが他の人間と楽しげにしているのを見たら、頭が熱くなって腹が立った。きみはぼくとだけ会話をしていればいいのにと、わけのわからないことを思った」

　なんてこった。こいつには自覚がないんだ。

　レオの周囲にはヤマトや家族など、きっと彼を一番にしてくれる存在しかなかったから、独どく占せん欲よくや嫉妬というものを感じたことがないんだろう。駆かけ引きだとか計算だとかは一いつ切さいなくて、ただただ自分の感情を持て余している。だから思ったままを口に出してしまう。生まれたての雛ひなのような穢けがれのなさに、たまらなくきゅーんときた。

「えーとな……。俺が言うのも口はばったいんだけど、やきもちじゃねえかな」

「やきもち？」

　いぶかしげに繰くり返すレオに先手を打って釘くぎを刺す。

「言っとくけど焼いた餅もちのことじゃないぞ」

「わかってる！　馬ば鹿かにするな！」

　どうだか。

「どの種類のやきもちかは知らねえよ？　あんたのペットが他ほかの人間に懐なついてるように見えてムカついたのか、俺個人を独占したいと思ったのか。俺としては後者なら嬉うれしいけど」

　こんなに丁てい寧ねいに教えてやってるんだから自分も大たい概がいだ。あんたは俺が好きなんだよと、気持ちをそっち方面へリードしてやればその気になるかも知れないのに。でもなんとなく、そういうことをしたくない。

「ぼくがきみを独占したいと思ったら嬉しいのか？」

「ま、嬉しいかな」

　それとなく好意をほのめかした言葉を、一応は拾ってくれたようだ。

　レオは人形のような顔をうつむけたまま考え込んでいる。暗い所で見ると、血が通っているのかと心配になるほど白い面おもてだ。大和は眉を寄せた。なんだか寒さが痛々しい。早く暖かいところに連れて行ってやりたい。

「寒いから歩きながら話そうぜ」

　後ろから吹ふきつける風が冷たい。並んで歩き出すと、二人分の息が風に乗って前方に流れた。

　レオの表情を盗ぬすみ見ると、悩なやんでいるようでも照れているようでもない。拍ひよう子し抜ぬけするくらいいつも通りの顔をしていた。

　ふと、レオが大和に近づく。体温が感じられるほど近づかれてドキッとした。

「こら大和、ポケットに手を突っこんで歩いてはいけないぞ。転んだときに手をつけないと危険じゃないか」

　小学生か。

　ほら出せと言われ、メンドくせえなと思いながらポケットから手を出す。

「手て袋ぶくろはどうした？」

「家に忘れた」

「慌あわて者だな、きみは。料理人が手を大事にしなくてどうする。ほら、ぼくのを貸してあげるから使いたまえ」

　そういって片方を脱ぬいで差し出す。

「こういう場合両方貸してくれんじゃねえの？」

「バカかきみは。両方貸してしまったらぼくが転んだときはどうするんだ」

　面おも白しれえ理り屈くつ。

「じゃ、ありがたく」

　手袋をはめようとして気づいた。これは大和がクリスマスにプレゼントしたものだ。

　きっと他にも高級な手袋を持っているだろうに、あえてこれを使ってくれている。

　手を入れると、レオのぬくもりに迎むかえられた。いままでレオの手が入っていた場所。二人の体温が混ざり合ってひとつになるような感覚に胸が疼うずいた。

「あったけえ」

「だろう」

　自じ慢まんげに言うのがなぜか大和の胸の中まで温かくする。右側を歩く大和の右手と、左側を歩くレオの左手。同じ手袋がくれるのは同じ温かさか。

　むき出しの手をポケットに入れかけて、ちらりとレオの手を見た。

　絆ばん創そう膏こうを貼はった指もそのままに、だらりと外に垂らしている。指先まで真っ白だった。歩きながら、手袋をしていない方の手をつなぐ。

　レオはぴくりとしたが、拒きよ絶ぜつはしなかった。こんな短時間で冷えてしまうほど、レオの指は細い。冷たいのが可哀かわい想そうで、自分の指先で擦こするように揉もんで温めた。それでも温まらないので、手をつないだまま自分のポケットに突っこんだ。

「……歩きにくい」

　レオは前を向いたまま抑よく揚ようのない声で言う。視線も動かさないくせに、レオはポケットの中の指にきゅっと力をこめた。なんかすげえ可愛かわいくねえか、こいつ？

「転んだら一いち蓮れん托たく生しような」

「ごめんだ、バカ大和」

　だんだん大和に対して口が悪くなっていくのは、それだけ距離が近くなった証あかしだろうか。

　研究所まで続く道には二人の他に誰だれもいない。雪が周囲の音を吸い取っているかのように静かで、息いき遣づかいと足音だけが響ひびいている。

　街灯の下を通り過ぎ、互たがいの顔もわからないほど暗くなった辺りでレオが口を開いた。

「最初はきみがヤマトにそっくりだと思ったんだ。話がしてみたかったし、きみを見ていたかった。きみと過ごせるようになって、ヤマトと一いつ緒しよの時間に戻もどったようで楽しいと思った」

　自分の気持ちを整理しようとしてか、そんなことを話す。

「でもきみはヤマトと違って料理もしてくれるし、会話だってできる。今日のように外に連れ出してくれて、ヤマトとは違うとはっきり感じた。きみは人間であって、やっぱり犬ではない」

　いまさら。

　とはいえ、やっとスタート地点に立てた気がする。

「大和。ぼくにはこの気持ちがなんなのかわからない。でもいま、きみをもっと知りたいと思っている」

（すげえ）

　こんなにストレートに自分の心の中を曝さらけ出す人間を、大和はかつて見たことがない。

　わからない気持ちに無理やり名前をつけることなく、先に関係を当てはめようともせず、大和を知りたいと言っている。

　純じゆん粋すいな人間なんだ。大事にしなきゃなぁ、と思った。大和にしても、恋こい人びとになりたいかと聞かれればイエスだけれど、彼が好きで好きで彼でなければ駄だ目めなのかと言えばそれは違ちがう。まだ本気の恋とまでは言えない。

　だったらレオの言う通り、もっとお互いを知れば自然と深い気持ちが持てるのかもしれない。

　きっと、レオは押せば流れるだろう。過去の彼の恋れん愛あいはおそらく、相手側のアプローチによって成立したものだ。それは男女だから簡単だったというのもあるだろうが、レオがここまでの気持ちを持ったいまの大和なら、強ごう引いんに押せばレオは落ちる。

　別にそれでもいいじゃないかと、頭の片かた隅すみでは思っている。いままでの恋愛だってそんなもんだった。でもあえてのんびり気持ちが深まるのを待つのもいい。と、レオとなら思う。

　焦あせって傷つけたくない。

　もう一度、ポケットの中のぬくもりを握った。







　広報役員室にコーヒーカップを下げにいくと、レオは電話中だった。

　大和は極力、音を立てないように気をつけながらカップを片づける。聞き耳を立てるつもりはなかったが、自然と耳に入ってきてしまった。

「はい……、ええ。そちらの希望に合わせるしかないでしょう。……何日でできるじゃない、何日で欲しいんです」

　声こわ音ねが厳しい。どうやら納期の迫せまった仕事の打だ診しんをされているらしい。

「わかりました、やりましょう。そちらの不始末でうちに迷めい惑わくをかけるのはこれきりにしてください」

　相手は総務か営業か。きれいな顔して厳しいこと言うなぁ。

　レオがちょうど電話を切ったとき、ひとりの部下が書類を渡わたしに入ってきた。

「ああ、ミスター斉さい藤とう。さっき提出してくれた企き画かくはとてもよかった。早さつ速そく着手してくれ」

　斉藤と呼ばれた男は、先ごろ他部署から広報へ異動してきたばかりである。目を丸くして、レオの顔を見た。

「は……、え？　もう見てくれたんですか？　あ、じゃあ部で会議にかけて……」

「必要ない。全員の承しよう認にんを得るためだけの会議など時間の無む駄だだ。書類はあとで関係者に回しておくから、すぐに仕事に入ってくれ。進しん捗ちよく報告は直接ぼくで構わない」

「あ、は、はいっ」

　レオはそれだけ言うと、斉藤が持ってきた新しい書類に目を通し始めた。ポンポンポンと軽快に判を押していく。

　斉藤と一緒に役員室を出た大和の耳に、斉藤がふはーっとため息をつくのが聞こえた。感心したような声で他ほかの部員に話しかけている。

「いやぁ、話には聞いてたけど、広報部のチーフは無駄がないねえ。前の部だったら、最低でも三人の上司と部員全員の承認がないと仕事始められなかったもんだけど」

「あはは、あたしも最初は戸と惑まどったけど、慣れると早くてやりやすいですよぉ。その代わり、部員みんなで責任負ってくれるなんてこともないですからね。斉藤さんも頑がん張ばってくださいね」

　女性社員の言葉に、「そりゃあ怖こわいや」と言いつつも、斉藤は楽しげだった。

　仕事中のレオは家とは全然違う。ストイックな彼はやっぱり魅み力りよく的だ。オンとオフ、レオが二人いるようで楽しい。それを知っているのが自分だけの特権だというのも。







　レオはランチドレッシングをすっかり気に入って、つぎの週も作っていた。大和には野菜、自分にはフライドポテトのつけあわせを用意して楽しい昼食のスタートである。

「大和、来週はオムレツを作ってみたい」

「オムレツ～？　あれ難しいぞ。火加減から卵の返しから、あんたにゃちょっと無理だ。スクランブルエッグにしときな」

「いやだオムレツがいい」

　そんなわがままを言われると、会社とのギャップにニマニマしてしまう。じゃあオムレツなと約束すると、満面の笑えみでうなずいた。

　料理をテーブルに並べ、昼間っから酒を飲むのもどうかと思うので、ここはアメリカンにとコーラを用意して席についたときだった。

　ピンポーン。

　来客を告げるチャイムが高らかに鳴り響いた。

「誰だろう？」

　セールスなど来ようもない研究所敷しき地ち内では、事前に連れん絡らくのない訪問者が来ることはめったにない。宅配便は研究所の門で警備員が受け取ったものを社宅マンション一階の管理人が預かるシステムだ。

　インターフォンに映った人物を見て、レオが驚おどろきの声を上げる。

「ショーン？」

　なに？

　慌あわてて玄げん関かんに向かったレオが、すぐに背の高い男を伴ともなって戻ってきた。

　廊ろう下かでは二人、英語で会話をしているのが聞こえたが、大和がいるリビングダイニングのドアを開けたとたん、レオは日本語に戻って大和を紹しよう介かいした。

「ショーン、こちら友人の一ノ瀬だ。Ｎ＆Ｍの社員食堂で調理スタッフをしている。週末はぼくに料理を教えてくれている」

「これはこれは。はじめまして一ノ瀬さん。レオが世話になっているようですみません。本社で開発技術部に所属しております。よかったらショーンと呼んでください」

　あまりにも流りゆう暢ちような日本語で驚いた。それよりなにより、なんちゅう美形だ！

　百八十ある大和をやや越こえる身長に、休日なのにぴしりと着込んだスーツが眩まぶしいほど似合っている。服の上からでもわかるしっかり鍛きたえた体に、外国人特有の長ーい脚あし。辺りを払はらうようなピカピカオーラは、レオのキラキラと比べても全く見み劣おとりしない。

　これぞ絶対王子。完かん璧ぺきな色男。写真で見るより、本物は百倍くらいの迫はく力りよくがあった。

　レオとショーンが並んでいる姿はまるで絵画のようで、自分が場ば違ちがいにも闖ちん入にゆうしてきた猿さるになった気さえした。

「どうも……、一ノ瀬です……」

　それだけ言って差し出された手を握にぎるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　レオはショーンの片かた腕うでに手を置いて、子どものように首を傾かしげている。

「どうして、ショーン？　いつ日本へ？」

「実はさっき着いたばかりなんだよ。月曜から一か月、日本支社へ出張になって。おまえを驚かせようと思って空港から直接来てしまったんだ。来客中とは思わず失礼したね」

　キラキラキラッ！　と光が零こぼれ落ちるような笑顔を向けられて思わず目を細めた。

　うっ、眩しい。これは月曜から社内の女子が大変だ。

「えーと……、んじゃ積もる話もあるだろうし、俺帰ろうか？」

「待て大和。それじゃきみに申し訳ない」

「やまと？」

　腰こしを上げかけた大和を、ショーンが凝ぎよう視しする。

「ああ、大和くんね。なるほどきみが……」

　なるほどってなんだ。

　またレオのペットと同じ名前だと思われているのかと思うとカチンときた。ショーンの完璧な双そう眸ぼうの中に一いつ瞬しゆん見下すような色が過よぎったのを見み逃のがさなかった。

　ショーンはうす笑みを浮うかべながらこれ見よがしにレオの腰を抱だき寄せると、あろうことか顎あごを捉とらえてレオの頰ほおに唇くちびるを落とした。思わず目を瞠みはる。　>>>♥

「久しぶりだねレオ。相変わらず美しくて嬉うれしいよ」

　なんだそれ！

　だがレオはまったく動じることなく、平然とショーンの頰にキスを返す。

「ショーンも元気そうでなによりだ。会いたかった」

　なんなんだこの従兄弟いとこ‼

　これじゃ恋人同士じゃないか。もしやこれがアメリカンスタンダード？　そんな馬ば鹿かな！

　呆ぼう然ぜんとする大和の前で、さらにショーンが体を密着してレオに顎を上げさせる。

「久しぶり過ぎて頰じゃ足りないな。マウストゥーマウスでも？」

「いやだ。人前でするようなことじゃない」

　レオが胸を押しやると、ショーンは笑いながらもう一度頰にキスをして、やっと手を放した。子どもの頃ころは拒こばまなかったのにねえと、からかいながら。

　開いた口がふさがらない。美形同士でイチャコラしてるのを見せつけられるのは、知らない人間だったら大和的にごちそうさまとでも言いたいところだが、レオとなれば話が違ちがう。

　ショーンがラブシーンまがいの挨あい拶さつを大和に見せつけたのは故意だろう。あの目が物語っている。レオが大和を気にしてちらりと視線を向けてくるのにもムカッとした。

　少なくともいまの挨拶は彼らの間で特別ではない。もし大和がいなかったら、レオは唇への挨拶を許していたかもしれない。過去には何度もしているのだと、二人の会話からも察せられる。

　想像したら頭が煮にえたぎるようだった。普ふ通つうはそこまですると思えない。もしやショーンはただの従兄いとこではなく、恋こい人びとでもあったのでは……？

　考え始めると、そうとしか思えなくなってきた。

　小さなレオの世界。ずっと気にかけてくれる優やさしい従兄。住み慣れた家を離れて寂さびしいときに慰なぐさめてくれて、恋れん愛あい感情が芽生えたとしても不思議じゃない。

　レオが女性とつき合ったのも、ショーンとの関係をカモフラージュするためかもしれない。

　そうだ、だいたいスキンシップと言ったって、あそこまでベタベタするものか。普通に考えて、いい歳としをしたストレートの男が不自然だ。あそこまでしたら当然その先があると思って間ま違ちがいない。あんな、抱き合って、体に触ふれて、キスまで──……！

　表情を取り繕つくろうこともできず、二人から目を逸そらして逃にげるように歩き出す。

「俺、帰るわ」

　振ふり向きざま見えたショーンの勝ち誇ほこった口もとがめちゃくちゃ癪しやくに障さわる。明らかに大和で遊んでいるのだ。

　なぜ自分がそんなことをされなければならないのかわからない。初対面の人間に。

　玄関で靴くつを履はいているところに、レオが追いついた。

「すまない大和、不ふ愉ゆ快かいにさせて。ショーンはいつもあんな調子なんだ。日本人には不自然に見える挨拶なのは理解している。悪気はないんだ、ショーンにもよく言っておくから……」

　レオの必死な様子により苛いら立だちが募つのった。レオは大和が、彼らが見慣れない挨拶をしたことで不ふ機き嫌げんになっていると思っている。それも不愉快には違いないが、腹が立つのはショーンがわざと大和に見せつけたというところだ。それにまったく気づいていないレオもレオだ。

　そういやこいつとの初対面も印象最悪だったよなぁと、いまさら思い出した。やっぱり犬扱あつかいされて腹が立ったっけ。さすが従兄弟だ。

「別に、いつものことなんだろ。よかったじゃねえか、甘やかしてくれる本人が来てくれて。遠えん慮りよせず抱きしめてもらえよ。俺はお役やく御ご免めんだな。ああ、ペットは続けるのか。あいつの前で俺のこと抱いていいの？」

「大和……」

　どうしてそんなことを言うんだと、きれいな茶色い瞳ひとみが揺ゆれている。

　だめだ、いま顔を見ていると攻こう撃げき的になってしまう。

「大和。明日も来てくれるんだろう？」

「メシ作るのは契けい約やくだからな」

　ああ、とだけ言ってやればいいものを。俺に選せん択たく肢しなんかないんだろうと自じ虐ぎやく的な言い方をすることで、レオに罪悪感を抱かせようとしている。う……、小さいな自分。

　悲しげなレオの顔を見て申し訳なさが勝ち、自分の態度を謝ろうとしたときだった。

「ふうん、これがレオが言っていた新しいペットか。あまり友好的ではないね」

　驚いて振り向くと、いつの間に来ていたのか、廊下の壁かべに背を凭もたせかけ、腕うでを組んだショーンがこちらを見ていた。眉まゆを上げて口もとに笑えみを浮かべている。

「ペット……？」

　自分の声がのどに絡からむ。

「そうなんだろう？　日本でもペットを手に入れたと、レオはとても喜んでいたよ」

「ショーン！」

　なんだそれ。

　なんなんだよ。

　俺がペットの代わりをすることは誰だれにも言うなと釘くぎを刺さしてあったはずだ。レオだって、そんなこと誰に言えるんだと言いきって。二人だけの秘密だと思っていた。

　それなのに、ショーンには話していた。

　俺の知らないところで。

　俺を笑い者にして。

「大和……、違う。いや、違わないが……、そうじゃなくて……」

　慌あわてて繕おうとするレオが知らない人間のように見える。

　真っ白な怒いかりが沸わき上がってきた。

〝きみをもっと知りたい〟だって？　白々しい、こんな男がいるくせに──！

　戸と惑まどった顔で大和を見つめるレオにも、大和を見るショーンの視線にも、扉とびらの向こうに覗のぞく料理にすらも、視界に映るすべてに腹が立って、高い音を立ててドアを閉めた。そのまま振り向きもせず、早足でアパートに帰った。







　きゃああああっ！　と、あるテーブルを女性社員がドーナツ状に取り囲んでピンクの声を上げている。きゃあきゃあと騒さわぐ輪の中心にいるのは、レオとショーンである。

　案の定、ショーンが職場に姿を現すと、たちまち噂うわさは社内を駆かけ抜ぬけた。レオとセットであるという存在がまた女性社員のハートを鷲わし摑づかみにしているらしい。

　廊ろう下かを歩けば各ドアからひと目ショーンを見ようと女子が顔を覗かせ、レオに接近したといえば黄色い悲鳴が上がった。またショーンもショーンで、レオと自分がくっつけば女子が喜ぶとわかっていてわざと接近している節がある。サービス精神豊かなことだ。

　そして現在、昼休み。ショーンと言葉を交かわさんと、食堂に女性社員が群がっているのである。なぜこの会社の女子はこうもミーハーなのか。

　こうなることを予想してランチは役員室へのデリバリーを提案したのだが、日本の社員と交流したいというショーンによって丁てい重ちように断られてしまった。

　ちなみにショーンの役職は米国本社開発技術部チーフ。彼が特許を取った成分や製法技術がいくつもあるらしい。ああ見えて研究肌はだだというから、女子からの評価がうなぎ上りだ。

「いや、日本の女性は実に美しい。こんなに美しい女性たちに囲まれて私は幸せだ。みんな肌も髪かみもとてもきれいで、つい触ってみたくなる。化け粧しよう品会社の社員としての気き概がいを感じるね、素す晴ばらしいよ」

　ショーンが褒ほめれば、女子は一いつ斉せいにもじもじと赤くなって自分たちの頰や髪に手を当てた。触ってくださいと言わんばかりだ。歯の浮うくようなセリフも、彼が言えば悔くやしいくらいハマっている。

　中の一人にショーンが目を留めた。

「おや、きみは少し肌が荒あれているようだね。可愛かわいらしいのにもったいない。もしよかったら新製品のサンプルがあるんだ。使ってみて欲しいから、あとで取りに来てはもらえないだろうか。ぜひ使用感を聞きたいんだが」

「は、はいっ」

　話しかけられた女性の目は完全にハートマークである。その代わり周囲の視線の刺とげ々とげしいことといったら、いきなり有ゆう刺し鉄線でも張り巡めぐらされたかと思うほどだ。

　あたしも肌荒れしておけばよかった～、と全員の背中が語っている。

　見事だ。と唸うならずにいられない。自分の容姿を自覚したうえで、どうしたら効果的に魅みせられるかを実じつ践せんしている。一見チャラチャラしているように見せかけて、眇すがめた視線ひとつで硬こう質しつな雰ふん囲い気きも難なく作ってみせる。しかも口もとは笑ったままでだ。

　レオには足りない、威い風ふう堂どう々どうとした態度と物もの腰ごしで、年かさの役員たちにも一目置かれている。年ねん齢れい的にはレオより四つ上なだけのはずが、若造という言葉で蹴け散ちらせないなにかが彼から発散されているのだ。油断しているとズタボロに引き裂さかれてしまいそうな。

　その美び貌ぼうと滴したたるような色いろ香かもさることながら、洗練された佇たたずまいと優ゆう雅がな動き。チラ見えする攻撃性。まさに牡オス。まさに理想の男。そのうえ金持ち。三百六十度全方位死角なしのパーフェクト超ちよう人じんだった。見るほどに落ち込みそうになる。どこをとっても大和に勝ち目が見えない。

　大和はとても割り込めそうにないドーナツ集団から、果か敢かんにもトレーを引き上げてきた夏菜子がフンと鼻を鳴らす。

「あったし、ああいう男ってダメなのよねえ。なに考えてるかわかんなくって」

　女め神がみのような夏菜子である。ショーンになびかない女がいるなんて。

「あたしは裕也みたいなのんびりした子が可愛いのよ。ね～」

「かかかかか、夏菜子さんっ」

　夏菜子がころんころんの裕也の頭を撫なでると、真っ赤になった裕也がゴロニャンと夏菜子に懐なついている。そうだった、夏菜子の趣しゆ味みはちょっと特とく殊しゆだった。参考にならない。

　ため息をついて、ショーンとレオのいるテーブルを見る。

　あの状態ではレオも食べられないだろう。そんなことに気づかないのかよと、ショーンに対していらいらしてしまう。

　ショーンが来てからこっち、大和はレオの家を訪おとずれていない。日曜の朝にメールで、今週は取引先へのショーンの顔見せで、自分も一いつ緒しよに外食が続く予定だから夕食はいらないと連れん絡らくが来たきりだ。

　まだペット発言についてもやもやしていたので、このメールが来てホッとしたものだ。

　だが三日もすると心配になった。レオはちゃんと食事を取っているのだろうか、野菜の多い料理でまったく手をつけられず、腹を空すかせているんじゃないだろうかと。

　レオの好きなものを作って食べさせてやりたい。そう思う側そばから、レオとショーンが楽しげに向かい合って食事をしている光景が浮かぶ。あいつは嫌いやがるレオに野菜を食えなんて言わないんだろう。笑いながら、レオの皿から苦手な食材を引き受けて自分が食べてやるのだ。

　くそ！　俺だって甘やかしてやりたい。食事だって、レオが嫌ならもう野菜なんか食べなくていい。レオが喜んで食べるものばかり作るから──。

　いや。

　少しずつ、レオは野菜を克こく服ふくしてる。苦手な味に眉み間けんに縦たて皺じわを刻み、それでも飲みこんだあとは皺を解いて笑うんだ。

　──ほら大和、食べたぞ！

　自じ慢まんげに。

　──思ったより美味おいしい。大和が作ってくれるなら食べられる。

　食わず嫌ぎらいを恥はじるように。そんなレオを見ているのが楽しかった。愛いとしかった。

『これがレオが言っていた新しいペットか』

　あんなに胸に突つき刺さったのは、レオがショーンにそのことを話していたからじゃない。

　はっきりと、大和をペットだと言いきっていたからなのだ。

　ペットなんかじゃなく、恋こい人びとになりたい。なんであの夜、もっと自分の気持ちを見つめなかったんだろう。手を繫つないで、互たがいの気持ちのベクトルが同じ方向を向いたとわかっていたのに。ここまで好きになっていたと、手の中からすり抜けてやっと気づくなんて。

　油断だ。慢まん心しんだ。きっとレオは逃にげないと、心のどこかで安心していたのだ。

　自分にだけ心を許し、リラックスした顔を見せ、これでもかと甘えてくるから、あとは深まるばかりとゲーム気分でいはしなかったか。だからかっ攫さらわれるんだ、昔の男に。

　そしてショーンが帰ったあとは、自分はまたペットに逆ぎやく戻もどり。あれだけ完かん璧ぺきな男を再さい確かく認にんしたあとなら、それも致いたし方ないだろう。

　くそっ！　くそっ！　くそっ‼

　もう遅おそいのか？　せっかくペットから一人の男に昇しよう格かくしようとしたのに。

　ふざけんな、いつからこんな気弱になった、俺？　昔の男がなんだ。

　俺には俺の武器がある。胃い袋ぶくろを摑つかまれりゃ男は弱い。体から陥かん落らくならぬ、胃袋から陥落だ。俺から離はなれられなくしてやる。別にそれでいいじゃないか。結果がよければすべてよし、だ。

　いまや人ひと垣がきの向こうに埋うもれて見えないレオに想おもいを馳はせながら、グッとお玉を握にぎった。













　とはいえ現実、夕食を作りに行くことはできない。

　自分からなにができるかというと、土曜日の料理指南の確認くらいである。

　情けないが、向こうからただ声をかけてくれるのをボーッと待つよりはるかにマシだ。一筆入にゆう魂こん、一通のメールに念をこめて。

　──土曜日、十一時。オムレツを教えてやるから卵を用意して待ってろ。

　お伺うかがいを立てるような文面では断る隙すきを与あたえる気がして、わざと断定的な文にした。

　ブルン！　と携けい帯たいが震ふるえてメールの着信を告げたときはドキドキした。

　だらしないことに返信を開く指が震える。断られるんじゃないか、もう来なくていいと言われるんじゃないか。

　──土曜日は用事が入ってしまっている。

　そこまで読んで、比ひ喩ゆでなく目の前が真っ暗になった。

　だが文面が続いているのに気づき、くわっと目を開いて続きを読んだ。

　──大和の都合がよければ日曜にしてほしい。

　たったそれだけの文字に、口からエクトプラズムが出るんじゃないかと思うほど安あん堵どした。

　情けない。

　だが第一段階は突とつ破ぱした。なにはともあれ、会えないことには話にならないのだ。昼は根気よくオムレツのコツを叩たたき込んで、夜はレオの好きな煮に込こみハンバーグを作ってやろう。

　携帯をしまい、役員用ランチのデリバリーカートで今日のデリバリーを確認する。

　デリバリーなしは広報室……レオか。それと営業のタヌキ親父おやじ。ここは仕し事ごと柄がら二人で一緒に出かけてる可能性は高いな。他ほかはデリバリーありと。

　いつだったか、タヌキとレオが会議室で言い合いをしていた場面を思い出す。タヌキは端はなからレオを半人前扱あつかいしているから、奴やつが絡からむとレオのストレスは大きい。

　撫でて慰なぐさめてやりたいな……と思ってから、ショーンがいることに気づいた。本家本元のお兄ちゃんの懐ふところで、今夜レオは心行くまで甘えてストレスを発散するのだ。

　大和はできなかったキスまでして。

「……っ！」

　焦しよう燥そうに駆かられて唇くちびるを嚙かんだ。自分がなんとか会う約束を取りつけている間に、ショーンは十歩も二十歩も先を行っている。

　ギュッとワゴンのハンドルを摑んだ。

　落ち着け。焦あせっても仕方ない。いま自分にできることは限られている。日曜日には会える。そうしたら来週の夕食の話もしよう。

　エレベーターで移動して、各階の役員室へランチを配っていく。

　開発技術部の扉とびらを開けたとき、いちばん会いたくない金きん髪ぱつの男とばっちり目が合ってしまった。

「……失礼しまっす」

（なんだよ、食堂行けよ）

　内心で舌打ちして応接セットのテーブルの上にランチを並べ始める。日本サイドの開発技術部チーフはどこに行ったんだ、タイミングの悪い。

「今日はレオが不在だからね、こちらに運んでもらったんだ。どうもありがとう、一ノ瀬くん」

　ショーンがにっこり笑って大和に近づいてくる。

「きみと話がしたいと思ってたんだよ」

　俺に話はねえ。ということでシカトする。

「単刀直入に言うけどね。レオにつきまとわないでもらえるかな」

　ほら、きた。

　そんなことじゃないかと思った。予想通りだから表情も変えずに押し黙だまる。

「あの子はとても純じゆん粋すいなんだよ。一人で日本にやって悪い虫でもついたらどうしようかと心配だったんだが、案の定だ」

（そんなに大事なら防虫剤ざいでもぶらさげとけ）

　純粋なのは知っている。レオを守ってきたのはショーン。彼にしてみれば、大和は大事な実を食い荒あらそうとする鬱うつ陶とうしい害虫なのだ。

「あんた……、昔のレオの恋人なんだろ」

　ショーンは片かた眉まゆだけを器用にあげて大和を見た。

「だとしたらなんだというんだい？」

　くそ、やっぱりな。だが、

「いまの恋人じゃないなら口出すなって言ってんだ」

　射殺さんばかりに睨にらみつけた。

　過去のレオの恋れん愛あいはもう仕方ない。大和にだってつき合った相手はいる。問題なのはいまじゃないか？

　ショーンがどれだけレオを想っているか知らない。長い年月があるぶん、もしかしたら大和よりもずっと深くレオを愛しているのかも。

　でも恋愛は他人と比べてどうこうじゃない。大和がいま、レオを欲しいと思っている。大和にとってはそれがすべてだ。

「きみね……」

　ショーンは困った子どもに向けるような笑えみを浮うかべて、配はい膳ぜんを続ける大和を覗のぞき込むようにして目を合わせてくる。

　深い碧あおが大和を捉とらえた。顔は笑っているのに、目は恐おそろしいほど真しん剣けんで、大和の心の内側まで入り込もうとする。

「あの子はヤマトが恋こいしくて、同じ名前を持つきみに重ねて錯さつ覚かくしているだけなんだ」

「知ってるよ、そんなこと」

　おや、とショーンが眉を上げる。彼の癖くせなんだろう。

「だから男として見てもらえるように努力する」

「どうかな。レオはきみの名前によってきみに興味を寄せているけれど、逆にきみがヤマトと同じ名前であるということで、男としては見てもらいにくいかもしれないよ」

　それは若じやつ干かん感じている。

「レオが両親の元に呼び寄せられたとき、レオのたっての希望で最初はヤマトも連れていったんだ。でも自由に育ったヤマトに都会の空気と窮きゆう屈くつな室内での生活は苦痛でしかなくてね。あやうく命を落としかけるほど衰すい弱じやくしてしまったんだよ」

　寂さびしいならなぜヤマトを連れていかなかったのかと不思議に思っていたが、離れて暮らしていたのはそういう理由だったのだ。

　自由を奪うばわれ、窓を見上げて山野に想いを馳せる黒犬の姿を思い浮かべた。ヤマトを知らない自分でさえ可哀かわい想そうにと思うのに、大事にしていたレオにしてみればどれだけ胸を痛めたか。

「レオは半はん狂きよう乱らんになって泣いた。それはもう、自分を責めて責めて。それからヤマトのことに対してはひどく過か敏びんな反応をするようになった。同じ名前というだけで、きみみたいな男を自分の側そばに置いてしまうくらいにね。だからきみに向けられているのはきみ自身への興味じゃなくて、ヤマトに対する愛情のおこぼれが引っかかったに過ぎない」

　だからなんだ。

　大和が表情を崩くずさないでいると、ショーンはくすりと笑って机に寄りかかった。

「私は子どもの頃ころからレオを知ってるんだよ」

　ショーンの口調が変わった。言外に含ふくみを持たせるような、神経を苛いら立だたせるしゃべり方だ。攻せめる方向を変えたらしい。

「本当に可愛かわいかった。彼の周りにはヤマトと数人の大人しかいなかったからね。私にすべての信しん頼らいを寄せてきた。レオにキスを教えたのも、抱だき合うと安心できることを教えたのも私だよ。あの子、体に触ふれたがるだろう？」

　……まずい。くだらない戯たわ言ごとだ。聞くな。動どう揺ようさせようとしてるんだ。

　そう思っても、胸の奥に渦うず巻まく嫉しつ妬とにギリッと奥歯を嚙む。

「世間をよく知らないから、誰だれにでも懐なついてしまうんだ。純粋に育てすぎたかなと心配になるほどにね。だから私が見張っててあげないと。勘かん違ちがいするなよ、きみが特別なんじゃない」

　誰にでもなわけないだろう。現に、大和以外の人間にあんなに気を許しているのを見たことがない。……ただ、現在彼のテリトリーに入っているのは大和だけだという気はしている。

　他にレオが誰かを懐に入れたら？　男でも女でも、レオが抱きしめて構わない人間が近くにいたら？

　馬ば鹿か、余計なことを考えるな、耳を傾かたむけるな！

「もうあの子の声を聞いたかい？」

　ぞくん、と背筋に嫌いやな震ふるえが走った。

　なにを言ってるんだ、こいつは。

「小鳥みたいに啼なくだろう？」

　イブの夜のレオの声が耳によみがえる。だめだと啼きながら、それでも気持ちよさそうに大和に体を任せた。あんな痴ち態たいを、この男にも……。

　視界が歪ゆがむほど猛もう烈れつに腹が立って、思わず息が荒あらくなった。

　聞くな、聞くな、聞くな。

　ショーンの碧あおい瞳ひとみの中に、自分の怒いかり顔が映っている。

　女性を虜とりこにしてやまない魅み惑わく的な唇から赤い舌が覗く。

「そうそう、あの子に一人で劣れつ情じようを処理する方法を教えたのも私だ。私がいないときの為ためにね」

　大和の中で、ブツッとなにかが音を立てて弾はじけた。

　ガチャーン、と皿が床ゆかに落ちる音が部屋に響ひびく。

　ショーンの胸むなぐらを摑つかみ、振ふり上げた拳こぶしを顔面に叩たたきつけようとした瞬しゆん間かん、夏菜子や内藤の顔が脳のう裏りを過よぎった。大和を見み据すえたまま身じろぎもしないショーンの顎あごに触ふれる寸前の拳を、ギリギリで食い止める。無理に反発した力を加えた腕うでの筋がびりびりと痛んだ。

（なにをやってんだ俺は。暴力沙ざ汰たを起こせば仲間に迷めい惑わくがかかる）

「……スイマセン」

　ぶるぶると震えながら手を下ろし、ぎぎぎと音がしそうなぎこちなさで頭を下げた。

　ショーンはふん、と息をついて乱れた服を整える。

「惜おしかったね。殴なぐってくれたらきみをクビにできたものを。まあ、そこまでくだらない人間じゃないとわかっただけでも収しゆう穫かくかな。でも、きみを認めたわけじゃないからね」

（俺をハメようとしてたのか）

　どうりで避よけるモーションがないと思った。これだけできる男が無防備に拳を受けるなんてありえない。

　まんまと引っかからなかったことだけは救いだが、レオとショーンの生々しい関係を示し唆さする言葉はいつまでも大和の耳に残った。







　日曜は朝からそわそわした。

　レオの用意する卵だけでは足りないだろうと、追加で買った卵のパックを袋ふくろに入れる。ついでに不ふ愉ゆ快かいな態度で家を辞したお詫わびに、溶とかしたマシュマロとバターでライスクリスピーを固めた、レオが好きなアメリカの定番手作り菓が子しを用意した。

　たった数日が待ち遠しかった。社内で見かけるレオはいつもショーンと一いつ緒しよにいて、挨あい拶さつどころか目を合わせることすらもほとんどできなかったのだ。大和の姿が見えると、ショーンが自分の体でレオを隠かくしてしまうのにどれだけ苛立ったか。

　さて家を出るかと荷物を持ったところで、レオからメールが届いた。

　──申し訳ない。急用で出かけることになった。また連れん絡らくする。

　信じられない思いで文面を見つめる。

　しばらくするとふつふつと怒りが湧わき上がってきた。

（そんなに俺に会いたくないかよ！）

　避さけているなら最初から断ればいい。期待を持たせられたぶんだけ反動で腹立たしい。これはショーンの手引きなのかとまで疑った。こうやって翻ほん弄ろうして「もういい」と思わせるための。

「…………」

　本当は家にいるのかもしれない。ショーンと二人で。

　そう思ったらジッとしていられなくて、ストーカーまがいじゃねえかと自じ嘲ちようしながらレオのマンションに足を向けた。

　チャイムを鳴らすが応答がない。耳を澄すませてもなんの物音もしない。

　少なくとも本当に出かけているのだと安あん堵どしつつ、それでもレオの顔を見られなかったことを残念に思ってしまう自分が未練たらしくて嫌だ。

　持ってきた菓子だけをドアノブに下げ、とぼとぼとマンションを後にした。

　大和の気分とは真逆に、うららかな日差しがさんさんと降り注いでいる。潰つぶれてしまった日曜をどう過ごそうかと、公園のブランコをキイキイ漕こぎながらぼんやり考えた。

（前って休みの日はどう過ごしてたっけなぁ）

　レオの料理人になる前は、休日は必ずといっていいほど料理をしていた。不慣れな食材に挑ちよう戦せんしたり、新しいレシピを考えたり、ときには勉強のためと食べ歩きに出てみたり。

　どれを思っても気が進まない。レオのためのレシピを考えるのはあんなに楽しかったのに。

　いらいらと爪つめを嚙かんで、ひたすらつま先で地面を蹴けってブランコを漕いだ。

　はぁぁぁ～～～と長い息を吐はき出して空を眺ながめる。なにか気晴らしをしたい。

　と、横から小さな手に載のった飴あめ玉だまがにゅっと突つき出された。見ると、小学生になるかならないかの男の子と女の子が大和を見上げていた。

「お兄ちゃんリストラ？」

「元気だしなよ。まだ若いんだし、いいことあるよ」

　はい、と大和の手に握にぎらされた飴玉を見て、やるせない気持ちになった。こんな子どもに慰なぐさめられてしまうとは。どれだけみじめそうに見えるんだ、自分。

　一応礼を言って腰こしを上げると、すかさずちびっ子がブランコに飛び乗った。順番を待っていたのかと思うと、気づかなくて悪いことをしたと思う。ぼんやりすぎる。これはちびっ子に慰められるわけだ。

　長い遊歩道を歩き、公園の反対の広場に出ると、陽気なミュージックに合わせて大道芸人がパフォーマンスをしているのに出くわした。

　たまにはこういうのを見物するのも楽しいかもしれない。

　人ひと垣がきをかき分けて、少しでも見やすい位置を陣じん取どろうとちょこまか移動する。こういうときは一人だと動きやすい。

　ピエロに扮ふんした大道芸人は大音量の音楽に合わせてフープを投げ、摑んでフープを増やしてまた投げる。ボールの上に飛び乗ったり、コミカルに動いたり、見ていて心が軽くなるようだ。

　たくさんの笑え顔がおを見るのが楽しくて、なにげなく最前列の人々をぐるりと見まわしたときだった。思いがけない人物を見つけて胸がひやりとした。

　大和のちょうど反対方向で、レオとショーンが寄り添そって大道芸を見物していたのだ。大和の目は大道芸人を素す通どおりして二人に釘くぎづけになった。

　地面に体育座りをするレオの背後から覆おおいかぶさるようにして見物するショーン。

　ショーンがレオの耳もとでなにか囁ささやく。音楽にまぎれて聞こえなかったのか、レオがショーンに耳を寄せる。するとショーンがいたずらっぽくレオの耳にキスをした。

　レオは一いつ瞬しゆん怒おこった表情をしたが、すぐに笑い出すと、お返しとばかりにショーンの高い鼻を指で抓つまんだ。

　みんな大道芸人を注視していて誰だれも二人に気を留めていないようだったが、大和はばっちり見てしまった。

　ショックなんてものじゃない。心臓を殴られたような気さえした。

　自分の入る隙すきなんて見当たらないほど、どこからどう見ても恋こい人びと同士じゃないか。人前でキスするなんて自分には一生できそうもない。

　これ以上見ていられなくて人垣を出た。

　大和との約束が先だったはずだ。レオだって料理を教えてもらうのをあんなに楽しみにしていた。でも短いメールひとつで自分は切られたのだ。ショーンとデートをするために。

　急用ってあれなのか。言わなければわからないとでも？　レオにそんな打算的な部分があるなんて。

　それでレオは俺をどうしたいんだ。ショーンがまたアメリカへ帰ったあとのキープ？　契けい約やく続行でコック兼けん、ストレス発散のためのペット？　無理だ。こんな気持ちを知ってしまったら、彼のペットには戻もどれない。

　公園の出口に向かって歩く足がだんだん速くなる。早く逃にげないと、なにか悪いものに捕つかまってしまいそうで、最後はほとんど駆かけ足になった。

　デニムのポケットに入れている携けい帯たいが鳴る。

　呼び出し音に意識を戻されたようにそこで足を止めた。荒い息をつき、周囲を見回してやっと我に返る。

　発信者を見て、呼吸を整えて電話を取った。

『よーう、大和。今日の予定はどうよ？　空いてるなら出ねえか？』

　佐竹の陽気な声が耳に飛び込んでくる。断る理由なんかどこにもなかった。







　実にむしゃくしゃする。

　佐竹と合流して、そっち方面の人間が集まる界かい隈わいに出かけ、見事二人組のナンパに成功した。ナンパ待ち大学生のネコネコペアだった。本当に都合がいい。

　佐竹好みのガキ臭くさい仔こ猫ねこちゃんは譲ゆずって、大和はすっきりとした容よう貌ぼうのおとなしめをお持ち帰りした。いい子だった。大和の荒あれた気分を敏びん感かんに感じ取り、大和が浴びるほど飲んでも嫌いやな顔をせずにつき合ってくれた。

「少しでも気を紛まぎらわせてくれたら嬉うれしいです」

　そんな殊しゆ勝しようなことを言って、獣けものみたいに襲おそいかかった大和の体重を受け止め、柔やわらかい手で奉ほう仕ししてくれようとした。

　にもかかわらず。

　俺の馬ば鹿か。ドアホウ。マヌケ。役立たず。

　酒を過ごした大和の体は、魅み力りよく的な大学生を前にしても使いものにならなかったのだ。これには大学生もドン引きだ。彼は困ったような笑顔を浮うかべて、そそくさとホテルを後にした。

　そりゃそうだ。あっちだってその気だったろうし、すでに体も反応していた。持て余した熱を散らさなければ収まりがつかないだろう。

　かくて連絡先の交こう換かんひとつせず、久しぶりのナンパは惨ざん敗ぱいに終わった。せめて佐竹がめくるめく一夜を過ごしていることを願うのみである。

　一人アパートに帰ってきた大和は、途と中ちゆうのコンビニで仕入れたビールを懲こりもせずに飲み散らかす。冷蔵庫に入れる気力もなく、すっかり温ぬるくなったビールを袋ふくろから出して、また一本。

　ぷしゅ、と炭酸の抜ぬける音がして、うつろな目で缶かんを口もとへ運ぶ。もう味もわからない。

　そうやって何本目かのビールをのどへ流し込んでいるときだった。

　控ひかえめに、玄げん関かんのドアをノックする音が聞こえた。

　最初は気のせいかと思ったが、間かん隔かくをあけて数回続く。どうやら幻げん聴ちようではないらしい。時計を見ると、もうすぐ日付が変わる時刻だ。一体誰だ、こんな時間に。佐竹か。負け犬の俺の前でビクトリー自じ慢まん話始める気じゃないだろうな。

　アルコールで霞かすんだ頭に無視をするという選せん択たく肢しは思い浮かばず、おぼつかない足取りで立っていって玄関を開けた。

　目の前にいる人物が一瞬誰かわからなかった。ここに来るはずはないと思っていたから。

　酒が見せた幻げん覚かくかと二、三度まばたきをしていると、幻覚がはっきりした声を発したので驚おどろいた。

「夜分にすまない。話があるんだが、中に入ってもいいだろうか」

　レオ・マクマートリーが白い面おもてを寒風に晒さらしてそう言ったのである。







　レオを通すなり、食しよく卓たくにしている折りたたみテーブルの上の空き缶が気になった。

　片づけなければと思うより、こんな散らかってるところにやってきやがってと八つ当たり気分だ。

　狭せまいキッチンがついただけのワンルームのアパートは、ベッドとテーブルと細かな雑貨でほぼ占せん領りようされている。大和がテーブルの横の定位置に座ってしまえば、必然的にレオが腰をかけられるのはベッドしかない。レオは所在なげに立ちつくしている。

「座れよ。ベッドの上しかねえけど」

　レオは怖こわ々ごわといったふうにベッドに浅く腰こしをかけた。ギッと音がして、このレオが幻覚ではないのだと改めて思う。

「で？　なんの用？」

　再び缶を咥くわえて気だるげな声で問う。

　玄関で追い返してしまえばよかったのに、それすらも面めん倒どうくさくてなんとなく家に上げた。早く用事を済ませて帰ってくれればいい。

「その……、今日はすまなかった。お詫わびと……、それからお礼を言いに」

　礼ってなんの？

　思ったが、聞くのも億おつ劫くうでぼんやりと宙に視線を漂ただよわせた。

「お菓か子し、玄関にかけておいてくれたろう？　家まで来てくれてありがとう、嬉しかった」

　あれね。嬉しかったか、そりゃよかった。

「帰ってくるのが遅おそくなって、気づくのが遅おくれた。すまなかった。電話をかけたんだが、繫つながらないから気になって。きみが部屋にいないなら帰るつもりだったんだ。でも灯あかりがついていたから起きてるかもしれないと思ってノックしてみた」

　携帯は大学生をナンパしたあとに電源を切ってしまった。不ぶ躾しつけな電話で邪じや魔まをされたくなかったからだ。それから電源を入れ忘れてそのままにしていた。

　礼を言うためにわざわざこんな時間にやってきたのか、ご苦労なことだ。明日あしただっていいのに。ああそうか、会社ではショーンが邪魔をして声をかけられないのか。それとも俺なんかに話しかけて恋人に誤解されたくないんだ。

　返事をしない大和に不安げな視線を送ったレオは、小さく息をついて立ち上がった。

「疲つかれているところを押しかけてすまない。今度ゆっくり話をしよう。今日は急に予定をキャンセルして悪かった。料理はまた時間を作って教えてくれると嬉しい」

　なんのために？

　燃えるような怒いかりが内側から大和を焼いた。

　なんのために、誰のために料理を覚えたがるんだ。あの男か。それともそういう手管で俺を繫ぎとめておきたいのか、便利なコック兼ペットとして飼うために。そうやって気を持たせればいつまでも尻尾しつぽを振ふっているとでも！

　いまごろさっきのレオのセリフが大和の脳に到とう達たつした。

　──帰ってくるのが遅くなって。

「誰と？」

　思わず呟つぶやけば、帰りかけたレオが戻ってくる。

「大和？」

　茶色い瞳ひとみが宝石みたいに輝かがやいている。こんなきれいな瞳になったのは、あの男が掌しよう中ちゆうの珠たまのように大事に育てたからだ。そう思うと忌いま々いましくてたまらなくなった。

「……今日、誰とどこでなにやってたんだよ。俺との約束ほっぽりだして」

　レオは困った顔をして言葉を濁にごす。

「ちょっと……、用事ができて。悪かった、今後こんなことはないように気をつける。でも、そうだな……。しばらくは約束をしない方がいいかもしれない。また急に断ることになると申し訳ないし。少しの間予定が不規則になりそうなんだ」

　ショーンがいるから。

　帰ってからなら大和の相手をしてやる。ショーンがいる間はショーンが優先だ。そういうことだ。

「ショーンと会ってたって言えばいいだろ」

　自分が出したとは思えない低い声だった。レオはばつが悪そうに目を瞬またたかせた。

「仕事の頼たのまれもののついでに……、いや、言い訳はよくないな。きみの言う通りだ。でもきみはショーンを嫌っているようだから、名前を出したら不ふ愉ゆ快かいだろうと思って」

「俺のためだってのかよ。ハッ、親切にな」

　所しよ詮せんはペットだった。

　犬よりは便利で、従兄いとこよりは優先順位が下の、撫なでさせてくれて撫でてくれる新しいペット。

「……なあ。スキンシップさせろよ」

　え？　と目を丸くするレオの腕うでを引き、ベッドに取り押さえた。

「ペットだって嚙かみつくことあるんだぜ」

　呆ぼう然ぜんと半開きにされた愛らしい唇くちびるに嚙みつくように口づける。

「……いたっ！」

　驚いて反らせたレオの首筋に、遠えん慮りよなく歯を立てた。

「い、いたいっ……！　大和……！」

「あんたの可愛かわいいペットにご褒ほう美びくれよ、たまにはさ。一方通行じゃスキンシップとしてやっぱ不完全だろ？　俺にもさせろよ」

　怯おびえる瞳を見たら、凶きよう暴ぼうな気持ちがどんどん膨ふくらんできた。そうだ、もっと怖こわがれ！　俺はあんたの従順なペットなんかじゃない。それを体にわからせてやる。

「違ちがう……、大和！　ペットだなんて思ってない！」

　いまさら遅い。あいつにだってペットと言っていたくせに、この状じよう況きようから逃のがれるためだけに噓うそをつく。噓つきにはお仕置きが必要だ。

「じゃあなおさらだな。こんな時間にその気のある男の部屋に上がりこんでんだ。どうなるか考えなくたってわかるだろ？　俺がゲイだって知らなかったとは言わせない」

　ペットであってもなくても関係ない。レオに乱暴をする理由を勝手につけているだけだと頭では理解しているのに、暴走し始めた感情はそれを正当だと捻ねじ曲げようとする。ちっぽけな理性は、腕の中の体温に簡単に溶とけていった。

　やめてくれと懇こん願がんするガラスみたいに透とう明めいな瞳を見つめながら、シャツの裾すそから手を差し入れた。素す肌はだに触ふれると、びくんと体を揺ゆらして目を細める。

　目を逸そらすことを許さないまま、レオの平らな胸をまさぐった。目当ての突とつ起きを見つけ、カリッと爪つめを立てる。

「ひっ……！」

　思わず閉じられたまぶたにキスをした。そのまま唇を塞ふさいで奥に引っ込みたがるレオの舌を誘さそい出す。

「んぅ……」

　柔やわらかさを感じたとたん、これをショーンが味わっていたのかと思ったらもう駄だ目めだった。奴やつの痕こん跡せきを消してしまいたくて、めちゃくちゃに口内を蹂じゆう躙りんした。逃にげようとすると胸の粒つぶを抓つねって罰ばつを与あたえるので、レオは怖がりながらも舌を差し出す。砂糖菓が子しのような甘い舌を存分に味わった。

　怯える舌を強ごう引いんに引きずり出し、きつく吸えば、密着したレオの腰こしが震ふるえる。あんたの飼い犬だなんて思わせない、挨あい拶さつ程度の優やさしい舌の絡からめ方なんかしてやるもんかと、乱暴に歯列を割った。

「ふ……、ぅんぅ、っ……」

　息いき継つぎも許さない激しさで、ベッドに押しつけたレオの体ががくがくと震えても構わず、あらゆる角度から口こう腔こうを侵おかした。

　やっと唇を離はなしたときは、ハッと大きく息をついたレオは酸欠で目が回るらしく、ぜいぜいと息をしていた。

　わざと羞しゆう恥ちを煽あおるようにシャツを捲まくり上げ、小さく尖とがった両胸の突起を照明の下に晒す。大和に抓つねられた方の乳ち首くびはすでに色を変えていて、真っ白な肌はだの色とほとんど変わらないもう一方とのコントラストで恐おそろしく卑ひ猥わいに見えた。

「エッロい乳首……」

　もっと赤くしてやろうと歯を立てた。レオは手首を交差するようにして自分の目を隠かくしている。見られたくないのか、大和を見たくないのか。

　そんなに無む垢くなふりをしなくてもいいだろう。初めてでもないくせに。

「大和……、許してくれるか……？　もうきみをペットだなんて思っていない。だから……そんなふうにきみを扱あつかってきたこと……、きみの好きにさせたら、許してくれるか……？」

　ショーンにペットだと言っていたことも？

　なんだかわからない。こいつがなにを言っていて、なにを求めているのかも。酒が回りすぎてなにも考えられない。

「いいよ、許してやる……」

　なんでもいいやと投げやりに口にすると、レオは小さく頷うなずいた。その仕草が可愛くて憎にくらしくて、虐いじめてやりたくなった。

　レオの手を取り、すでに熱く昂たかぶった自分の下腹に導く。手が触れると、レオは驚おどろいて目を開いた。

「なあ。俺、今日、大学生ナンパしたの。すげえ可愛い子。あ、男の子だよ、もちろん。でも勃たたなかった。なのにほら、あんた相手だとこんなんなってんの。どうしてだと思う？　ほら、もっとしっかり握にぎれよ」

　勃たなかったのは飲みすぎたからじゃなかった。レオじゃないからだったんだ。そんなことに気づいて、なんだかおかしくなる。こんなことをしたら、もう二度と大和に心を許してなんかくれないだろうに。それでも昂る気持ちが止められない。

　レオの手ごと自分の雄おすを握り、上下に動かして扱しごかせる。いつもは彫ちよう刻こくのような顔が羞恥で染まるのを見ながら、達するまで扱かせた。

　ぴしゃりと精液がレオのむき出しの腹と胸に飛び散って、白い肌をさらに白く汚よごした。こんなにきれいな人に自分の汚きたない欲望をぶちまけたかと思うと、背徳感でゾクゾクする。

　色の違う両方の乳首に白はく濁だくを広げて指で擦すりこんでやると、ギュッと目を瞑つぶってびくびくと体を震わせた。

「せ、せめて、灯あかりを消してくれないか……？」

「あん？　消したら見えないだろ。あんたの恥はずかしいとこも、いやらしい顔も」

　真っ赤な頰ほおがさらに赤みを増した。ふうん、いつもそんなふうにしてショーンを煽るのか。確かにグッとくる、めちゃくちゃにしてやりたくなる。

　手て荒あらくレオを全ぜん裸らに剝むいてからは、もう自分がなにをしているのかわからなくなった。

　できるだけ恥ずかしい格好をさせようと、自分で膝ひざの裏をすくわせて脚あしを大きく広げさせた。慎つつましく閉じた窄すぼまりも、小ぶりの双そう珠しゆも、全部大和の目に晒さらされる。

　まだ力なく横に垂れた陰いん茎けいを口中に収めると、白い腿ももがぶるっと震えた。

「だ、だめだ大和、そんなところ……。きたない……」

「うるせえよ。してくれって言ってんじゃない、してやるだけだ。おとなしく感じてろ」

　ちゅくちゅくと舌の上で転がしていると、たちまち硬かたく芯しんを持ち始めた。

　まだきれいな色をした性器。使い慣れていないように、大和の動きひとつひとつに敏びん感かんな反応を見せる。

「見な。ほら、ちょっと舐なめてやるだけでこんな。……見ろって。目ぇ開けろよ」

　おそるおそる薄うす目めを開けたレオと、濡ぬれた屹きつ立りつ越ごしに目が合った。辛つらい光景を見たように、レオの顔が泣きそうに歪ゆがんだ。

　先せん端たんから蜜みつがぷくりと膨らんで、ツッと茎くきを伝い落ちる。目を合わせたまま、見せつけるように舌を長く伸のばして蜜を舐め取った。溶けかけたアイスクリームを舐め上げるみたいに。

「あ……っ」

　鈴すず口ぐちに触れたとたん、小さな悲鳴が上がった。感じすぎて辛い部分らしい。そうとわかれば責せめ立ててやらねば。

　竿さおの部分を手で扱き、敏感な蜜口を舌先でくじるように舐めると嬌きよう声せいが[image: 迸]ほとばしった。

「やぁっ、やだ、そこっ！　いたいっ、あっ、あああ、やぁ……っ！」

　痛いばかりじゃないはずだ。その証しよう拠こに、痛いと叫びながらも肉棒はまったく衰おとろえる気配を見せない。でも快感も過ぎれば苦痛も同然だ。そうなれば射精までに時間がかかる。知ってて虐めている。

「い……、やまとっ！　おねがい、ゆるしてっ、それ、もうゆるして……！」

　執しつ拗ように小さな穴に尖らせた舌先をねじ込んだ。レオは広げて押さえた自身の腿に、関節が白くなるほど指を食いこませ、与えられる刺し激げきから必死で逃げようとくねくねと腰を揺らす。

　動くなと叱しかるように、濡らした中指を蕾つぼみに潜もぐり込ませた。

「ひゃっ、あ……っ！」

　動きを止めた腰の中を、ゆっくりなじませるように指を前後する。奥まで挿さし入れると、まだ硬い媚び肉にくはきゅんと締しまって異物の侵しん入にゆうに抵てい抗こうした。

「あ……、あ……、ん、ん……」

　こっちは痛くないように充じゆう分ぶん慣らしてやる。前を痛がらせたぶん、今度は竿全体を口中に含ふくんで、気持ちいいように舌で愛あい撫ぶした。でもまだ達いかせてあげない。

　前ぜん立りつ腺せんを探さぐり当てると、レオの腰がびくんと跳はねた。

「あ！　や……、だ、なに……？」

「ここがあんたのいいとこだろ？　ゆっくりしてやるから、好きなだけ感じな」

　そっと撫なでながら、一本ずつ指を増やしていく。

　とろとろと炙あぶるように快感を与え、「いきたい」とレオが泣いてねだるまで焦じらし続けた。

「いいよ、イケよ。でもイクときはイクって言うんだぜ。ちゃんと言えなかったらお仕置きだからな」　>>>♥

　濡れた瞳ひとみに怯おびえが走るのに、残ざん酷こくな衝しよう動どうが突つき上げてくる。

　射精を促うながす動きに切り替かえ、蜜を吸い出すように吸引すれば、レオはたちまち登りつめた。

「あ、あ、あ、あ、や……、出る……っ、もう、出る……、出るからっ、くち、はなし……っ、あっ、い……、いく……ッ！」

　最後に思い出したようにイクとつけ足して放った。

　大和は口で受け止めた精液を零こぼさないよう肉にく筒つつを抜ぬき取り、口に含んだままレオの目の前に自分の唇くちびるを寄せた。

　荒あらい息をつくレオによく見えるよう、うすく唇を開いて大和の口中の精液を認にん識しきさせる。

　ごっくんと音を立てて嚥えん下かすれば、レオは瞠どう目もくして大和ののどを凝ぎよう視しした。うす笑いを浮うかべながら瞳を覗のぞき込み、

「ごちそーさま」

　にやりと笑うと、レオは恐ろしいものを見る目で大和を見た。

「イクって言わなかったら飲ませてやろうと思ったんだけど。言えたから許してやる。……なんだよ、そんな怖こわがるようなことじゃないだろ。あんただってこれくらいしてんだろ？　そんなときも言うのか？　〝美味おいしかった、ありがとう〟って」

　ショーンにも。

　これ以上ないほど見開かれたレオの瞳に、じわりと涙なみだが浮かぶ。胸の奥がずきりと痛むのを無視して、大和は冷たい目でレオを見下ろした。

「そんなに怒おこっているのか……、そんなに、ぼくのことが、き、きら……、っ……！」

　語ご尾びが震ふるえ、ぼろぼろと涙を零して目を閉じた。

　いつも自分に向けられていた笑え顔がおを思い出す。もうあんな顔は見せてくれないだろうと思うと、胸が引き絞しぼられるように痛い。

　馬ば鹿かだ、自分のことなんてどうでもいいだろう。可哀かわい想そうなのはレオだ。こんな男に八つ当たりされて汚されて。

　なにかを諦あきらめながら、充じゆう分ぶん柔やわらかくなった蕾に自分を埋うめ込んでいく。逃にげを打つ腰こしを押さえて侵入するごとに、レオの猫ねこのような柔やわらかな肢し体たいが少しずつ反り返っていった。

「ひぁ……、あ、あ、あ、入って……、くる……。こ、こわい、大和……、大和……！」

　すがってくる手を無視して腰を打ちつけた。奥を穿うがてば大和の肉を搦からめ捕とり、引き抜けばしがみついて中に留とどめようとする肉の感かん触しよくに酩めい酊ていする。泣いているのがわかっても優しくしてやれない。

　どうせ帰ったらショーンに抱だかれるんだろう？　ペットに嚙かまれたと泣きついて。

　想像すると激しく胸が痛む。

「は……、すげえいいよ、あんたの中……。想像以上だ。いつもこうしてやりたかった」

　ひくん、とレオが震える。

　虐めたいのだ。いっぱい泣かせたい。優しいだけのセックスはショーンからもらえばいい。

　どうやったらいちばん恥ずかしいだろう、泣くだろうと考えながら抱いた。

「あんたの中に入ってるの誰だれ？　言ってみて」

「や……、大和……」

「ペットの？」

「ちが……、大和。人間の……一ノ瀬大和……」

　懸けん命めいに、真ま面じ目めに答えるのが愛いとしくていらついた。

「違ちがうよ」

　腰を突き入れると、レオが高い声で啼ないた。

「あんたのペットだよ。ペットに犯おかされんの、どんな気持ち？」

　泣きながら頭を振ふるレオの首筋にきつく吸いついた。スーツを着ても隠かくせない場所だ。

「やぁっ！　いやだ大和！　見えるところは……！」

　もう遅おそい。誰が見たって、レオは誰かと情交を結んだとわかってしまうだろう。

　好きだから、自分を自分として刻んで覚えてもらいたい。いちばん好きになってもらえないなら、いっそ嫌きらわれてしまいたい。

　思考がうまく処理できない。好かれたいなら優しくすればいいのに、なぜ真逆のことをしているのだろう。

　痛みと快感に同時に翻ほん弄ろうされる姿が可愛かわいくて、可哀想で、もっとも嫌いやがることを聞いてみたくなった。

　すでに泣き嗄がれて人形のように揺ゆさぶられるだけのレオの耳に唇を押しつけて囁ささやく。

「なあ、俺とショーンとどっちがいい？　どっちが感じる？」

　ショーンだ、と言わせたいのだろうか。そして大和の気持ちを引き裂さいてもらいたいのだろうか。それとも大和だと言って欲しいのか。言われてみなければわからない。

「……な、んで……？」

　すでに意識を飛ばしかけたレオがぼんやりと大和を見た。

「言えって。どっちでも怒らないから」

　腰を回しながらレオの内側のいいところを刺激してやる。再びレオの唇から高い声が上がった。涙の粒つぶが散る。

「し……、しらな……っ。こんなこと……、大和としかっ……、あ！　あ、あああっ！」

　噓うそつきめ。

　レオの両りよう脚あしを持ち上げて肩かたにかつぎ、罰ばつを与あたえるように奥を抉えぐりこむ。レオは悲鳴を上げながら最さい奥おうまで大和を受け入れた。

　延々とレオの体に溺おぼれて、大和の熱に溺れさせて、自分でもいつ意識を手放したのかわからない。どんなに泣いても、レオはついに一度も行こう為いをやめてくれとは言わなかった。







　眠ねむりから覚めたのは、いつもかけている目覚まし時計の機械音でだった。

　バッと飛び起きた瞬しゆん間かん、大和は脳を走った激痛にうめき声を上げた。

「いっ……、つつつ……。いってぇ……」

　酷ひどい頭痛と倦けん怠たい感だ。昨夜は飲みすぎた。

　頭に響ひびくアラームを止め、周囲を見回した。

　テーブルには昨夜飲み散らかしたままのビールの缶かん。カーテンの隙すき間まから差し込む光が部屋を縞しま模も様ように照らして、光の中に細かな埃ほこりが舞まっているのが見えた。今日は遅おそ番ばんなのですっかり日が出てきてからの目覚めだ。

　自分を見てみると、生まれたままの姿である。なぜパジャマを着ていない？

　数秒後、脳のう裏りを駆かけ巡めぐった記き憶おくの洪こう水ずいに顔面蒼そう白はくになった。

「ちょ……、おい待てよ。夢？　夢だよな、まさか……」

　あんなひどいこと。

　手のひらで口を覆おおってジッと空中を見つめる。レオの涙……、震える肢体……。

　つぎつぎに頭の中で結ばれる映像に足もとまで血の気が引いていった。

　細かな記憶はないけれど、やたら傷つけたくてひどいことばかりしたのを覚えている。可哀想に、あんなに泣いていたのに。

　とにかく落ち着け。

　とりあえずシャワーを浴びようと力の入らない足で立ち上がったとき、テーブルに載のせられた一枚のメモに気づいた。

『ごめんなさい』

　たったひと言と、レオの名前。頭を殴なぐられたようなショックを受けた。

　なんでレオが謝る。謝るのはこっちだ！　いや、謝って許してもらえることではないけれど！

　居ても立ってもいられず、慌あわててシャワーを浴びて家を飛び出した。







　会社に着くなり広報役員室の扉とびらをノックする。だがレオは不在だった。

　仕事に来ていないのかと思ったが、広報部の人間に聞くと、一いつ旦たん出社したが今日は一日外出だという。

　メールで謝るようなことではないが、少しでも早く謝罪を伝えたくて、とにかく申し訳なく思っていることと体を心配する文面を送った。

　仕事はほとんど手につかなかった。プロとしてあるまじき失敗を繰くり返し、夏菜子からは叱しつ責せきされ、内藤からは心配された。当たり前といえばそれまでだが、メールの返信がないことにひどく焦しよう燥そうを感じる。罵ば倒とうでも恨うらみでもいい、無事でいるという反応が欲しい。

　そして仕事が終わる頃ころ、大和はショーンに呼び出された。開発技術役員室のソファにかけるショーンの目は、氷でできているのではないかと思うほど冷たい。

「話はわかっていると思うが」

「レオは……」

「帰らせたよ」

「……大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「きみが聞くのか」

　ごくりと唾つばを飲んだ。

　心配でたまらない。大和の顔など見たくもないだろうが、レオのマンションを訪おとずれて様子を知りたい。

「今朝レオを見て驚おどろいたよ。キスマークを見えるところにつけるなんて、なにを考えているんだ。コンシーラーとファンデーションで消してやったが、社会人とは思えないね」

　ここが化け粧しよう品会社でよかった。少なくとも他ほかの社員にレオが恥はじを晒さらさずにすんだ。

「問い詰つめてもレオはなにも言わなかったが、なにがあったかくらい彼の動き方を見ればわかる。合意の上ならあんなひどい顔をしているはずはないだろう？　一ノ瀬くん、……私の想像通りだと思っていいな？」

　確かに合意の言げん質ちは取ったが、状じよう況きよう的てきにみてあれはレイプだった。

　なにも言えず、唇くちびるを嚙んでうなずいた。

　ショーンの鋭するどい目が大和を射い抜ぬく。

「こんなことになる前にきみを遠ざけたかったのに！　もっと強ごう引いんに引き離はなしておけばよかった！」

　ショーンも苛いら立だっている。皮肉にも自分が大和とレオの距きよ離りを開けようと画策したがために、反かえって大和を暴走させてしまったと思っているようだ。

　どうして恋こい人びとならもっとしっかりレオの手た綱づなを握にぎっていてくれなかったんだろう。離さないで、その腕うでに閉じ込めておいてくれれば。

　筋すじ違ちがいだとわかっていても恨み言が口をついた。

「あんたはレオの恋人なんだろう？　なんであんな時間にレオを俺のところに寄よこしたんだ」

　ショーンは大きく息をついて鬱うつ積せきを吐はき出すと、しぶしぶといったように口を開いた。

「最低だね、きみは。人のせいにしようというのか。でもこうなったら彼のために言っておく。レオと私の間に恋れん愛あい関係はないよ。学生時代にはね、若気の至りで誘さそったことがないとは言わない。でも彼はうなずかなかった。子どもの頃からキスとハグを当たり前にするよう覚えさせたから、それについてはいまだに身に沁しみついているけどね」

　スゥッと冷たいものが大和の背中を流れた。

　ショーンとレオが恋人同士だと思ったからこそ、あそこまでの無体を働いてしまった。挙句ショーンと比べさせるようなことを聞き、否定しても噓だと決めつけて乱暴に体を抉った。

　どうして信じなかったんだろう。大和だけだと言っていたのに。初めての体を、あんなに辱はずかしめて抱だいてしまった。

「なんで……、俺に恋人と勘かん違ちがいさせるようなこと……」

「その方がきみが離れていくと思ったんだよ。普ふ通つうは恋人のいる人間に手を出さない。それにきみと私では勝負にならない。違ちがうか？」

　違わない。

「レオの携けい帯たいにはきみからのメールも電話も届かないよう、今朝私が着信拒きよ否ひにしておいた。連れん絡らく先も削さく除じよしたよ。これ以上レオに近づくな」

　大和の謝罪メールはレオに届いていなかった。でもそれでいい、自分にはレオを心配する資格もない。

　真っ暗な穴のどん底に自分を突つき落としたい気分だった。







　デリバリー用ワゴンを押す手が重い。

　ショーンとレオはぱったりと食堂へ姿を現すことがなくなり、ランチのデリバリーを利用している。ショーンはだいたい開発技術室で日本支社のチーフと仕事の話をしているが、レオはまず部屋にいない。大和が配達に来る時間に合わせて部屋を出ているのだろう。

　食器を下げるときも同様だ。レオは部屋にいた例ためしがない。ロクに減っていないとはいえ食事には手をつけてあるので、大和と顔を合わせないよう動いていることは明白である。

　大和にしても会ってどんな顔をすればいいかわからない。謝罪はしたいけれど、少なくともこれ以上レオに負担を与あたえたくないので、彼が大和を避さけているなら受け入れる。

　レオの家の合あい鍵かぎは封ふう筒とうに入れてレオのマンションの郵便受けに入れた。本当は長い手紙で謝りたかったが、怖こわがったら気の毒だから、ごく短い謝罪だけを書いたメモを添そえて。

　一週間もすると、女性社員たちも王子様コンビが食堂を訪れることを諦あきらめたようである。食堂は以前どおりの風景に戻もどっていった。

（デリバリー、他の人間に替かわってもらおうかなぁ）

　大和はため息をつきながらワゴンを押す。しかし自分の勝手な都合で仕事の内容を変へん更こうしてもらうなど、それこそ社会人としていかがなものかと思うのである。ワゴンはかなりの重量なので女性には大変だし、役員から料理について尋たずねられたときに新人では心こころ許もとない。結局他にも大なり小なり理由があって、大和が適任なのだ。

　いつも通り、広報役員室のドアをノックして開けたときだ。

　不在だろうと思っていたレオが、真っ青な顔をして携帯を片手にソファに座っていた。大和はぎくりとして足を止める。

　ハッとして振ふり向いたレオがあたふたと立とうとして、がくんと膝ひざが崩くずれた。持っていた携帯がガツッと床ゆかに落ち、ころころと転げていく。

「だ、大丈夫かっ？」

　とっさに駆かけ寄り、床にしゃがみこんだレオを助け起こす。大和が触ふれたとたん思いきり竦すくんだ体に胸が抉えぐられるような気がしたが、

「ごめん、座らせるだけだから。立てるか？」

　ゆっくりと支えてソファに座らせた。

　一週間前と比べると格段に細くなった体が痛ましい。もともと細身なのに、さらに瘦やせてしまった。まともに食事がのどを通らないのだろう。レオをこんなふうにしてしまった自分に強い嫌けん悪おと後こう悔かいが湧わいた。

　それなのに腕うでを放そうとしたら、がくがくと震ふるえるレオは大和の両腕にしがみついてきた。

「や……、やま、大和……。どうしよう……」

　大和に縋すがりつき、ギュッと抱だきしめる。大和は内心大いに動どう揺ようしながらも、細い背中をぽんぽんと叩たたいてやった。怖がって避けまくっていた男にしがみついてくるなど、様子が尋じん常じようではない。

「どうした？」

　できるだけ優やさしい声で聞くと、レオは唇をわななかせた。

「ヤマトが……」

「ヤマト？」

　息ができないようにひっ、ひっ、と引き攣つれた呼吸を何度か繰り返し、レオは青い顔でこくこくと頷うなずく。

「グランマから連絡で……、ヤマトが危き篤とくだと……」

「え？」

「どうしよう……、どうしよう大和！」

　──自分を責めて責めて。それからヤマトのことに対してはひどく過か敏びんな反応をするようになった。

「レオ、とにかく落ち着いて……」

　大和がレオの肩かたに手をかけたとき、コンコンと軽いノック音と共にドアが開いた。

「失礼、レオ。さっきのプランだが……」

　書類を手にしたショーンがレオと大和を見て、カッと目を開いた。

「なにをしている！　レオから離れろ！」

　大おお股またで歩いてきたショーンが大和の肩を摑つかんでレオから引きはがそうとするのを、レオが必死に止める。

「ま、待ってくれショーン！　これはぼくが……！」

「おまえはまだ庇かばうのかこんな男を！」

「違う、本当に……！　ヤマトが危篤で……」

「こんな元気そうな男が死ぬか！」

「俺じゃねえ！　犬だ！」

　紛まぎらわしい。

　大和からレオを奪うばって自分に引き寄せたショーンが、うろんな目で大和を睨にらんでくる。

「なんだ、どういうことだ？」

「グ、グランマから……、ヤマトが危篤だってメールが……」

　まるでそれ自体が恐おそろしいもののように、レオは床の片かた隅すみに転がる携帯に目をやった。

　難しい顔をしたショーンが、怖いものから隠かくすようにレオを懐ふところに抱きこむ。こんなときなのに、その姿に胸の奥が熱く痛んだ。

　ショーンがレオの髪かみにキスを落とす。

「アメリカに行くかいレオ？　チケットを取ってあげようか？」

　間かん髪はつを容いれずにこくこくと首を縦に振ったレオは、すぐに動きを止めた。

　そしてしばらく逡しゆん巡じゆんし、やがて首を横に振った。驚おどろいた大和がつい口を開く。

「なんで？　国に帰れよ。ヤマトもあんたのばあちゃんも、あんたのこと待ってんじゃないか？」

　レオはちらりと大和を見て、視線を床に落とした。そのままウロウロと目を泳がせている。

「……大事な商談があるんだ。家族ならともかく、ペットが危篤で放ほうり出すわけには……」

「はぁ？　そりゃ一いつ般ぱん的にはそうかもしれないけど、あんたにとっては大事な家族だろ。その商談てどうしてもあんたじゃなきゃダメなのか？」

　口ごもるレオは、どうしてもというほどではないと返事をしているのと同じだ。

　だったら行けばいい。ヤマトだってレオが来るのを望んでいると思う。

「でも……、ぼくがいなくなると周りに迷めい惑わくがかかって……」

　誰だれしも急に休みを取ることはある。なにをそんなにと思うほど、レオが頑かたくなになる理由が見当たらない。

「行けよ。もしヤマトに万一のことがあったら……」

「行きたくない！」

　叫さけんで身を震わせた。

「だって……、もしまたあんな姿を見たら……、あんな、ぐったりして……、ぼくは……」

　瞳ひとみが揺ゆれている。

　思い出すのは、かつて都会の空気に馴な染じまず体調を崩したという愛犬の姿か。

「行かなくていいよ。おまえが辛つらいならここにいなさい」

　ショーンの手がレオの目を覆おおい、視界を隠す。こうやってこの男はレオの怖がるものからレオを守ってきたのだろう。だがそれではレオの背中の羽はいつまでたっても飛び立つことを覚えない雛ひなのものと同じだ。

　なぜかじりじりとするものを感じる。見たくないというものを無理に見せることはないのかもしれない。でも本当にそれでいいのか？

　ヤマトはレオにとってかけがえのない存在だ。苦しむ姿を見るのは辛いだろうし、もし死に直面したらレオの言う通り怖いのだろう。だが見なかったからといって、なかったことになるのか？　そんなはずはない。

　あのきれいな瞳が後悔に濡ぬれるのを見たくない。自分がさんざん汚よごしておきながら、こんなふうに考えるのは滑こつ稽けいだ。でも彼にとって特別なヤマトのことに関してだけは後悔してほしくないのだ。

「レオ……、なあ、行けよ。ここにいたってヤマトの具合は変わらない。だったら近くにいってやれよ。ヤマトだってきっとあんたを待ってる」

「やめなさい一ノ瀬くん！　レオは繊せん細さいなんだ。だいたいきみには関係ない。レオを傷つけた男の言葉など聞く必要はないだろう。ランチを置いたらさっさと出ていきたまえ」

　そこを持ち出されるとなにも言えない。

「おいでレオ。落ち着くまで抱だいていてあげるから」

　自分の無力を歯は嚙がみしながら、レオがショーンの腕の中に羽を隠してしまうのを眺ながめた。

　二人に背を向け、広報室をあとにする。

　後ろ手に扉とびらを閉めた瞬しゆん間かん、いま出てきた役員室を振り返った。

　閉とざされた扉は重い。ここはレオの繭まゆだ。温かく居い心地ごこちよく、怖い現実から守ってくれる番人がいる。ここにいれば、より重い現実から逃とう避ひできるというのか。

「……っなわけねえだろ」

　どうしてもこのままにはできないという思いが大和の中に突つき上げた。

　急いでデリバリーを終えて食堂に帰り、社内のことならなんでも知っている夏菜子を捕つかまえる。

「王子の家？　社宅じゃなくて？　あ、アメリカの方ね。えーと、たしか××州の……」

　感謝！

「悪い夏菜子。身内が急病なんだ。数日休む。俺の代わり誰か入れてもらえるように、あとで内藤さんに言っとくから！」

「え？　ちょっと！　大和っ？」

　なにをやってんだと思いながら職場をあとにする。

　急いで家に帰ってパソコンで航空チケットを検けん索さくし、料金を見て目ん玉が飛び出た。なんの割引もない当日購こう入にゆうの飛行機がこんなに高いとは！

　二人分ともなれば、大和の持っているショボいクレジットカードでは限度額を超こえていて支し払はらいすらできない金額である。これはもう、現金を持っていってチケットを買うしかない。

　いつか店を持ちたいとコツコツ金を貯ためてきた。使ってしまえばそのぶん夢は遠のく。けれどいまの自分にはレオの方が大事だ。

　こんなことをしたってまた泣かせるだけかもしれない。見たくなかったのにと恨うらまれるかもしれない。余計なおせっかいだとは充じゆう分ぶん承知している。

　でも自分に置き換かえたら、いても立ってもいられなかった。例えば危篤なのが、大和の母だとしたら？　自分だったら、行かなかったらきっと後こう悔かいする。

　銀行に寄った足で会社にとって返し、広報役員室のドアをノックする。

　中からドアが開くと、憔しよう悴すいした顔のレオの向こうに、床ゆかに散乱した書類が見えた。生き真ま面じ目めに机の上に書類の角を揃そろえて置くレオとも思えない。そんなに仕事が手につかないくせに。

「行くぞ」

　手首を引くと、レオは驚いてたたらを踏ふんだ。

「い、行くって大和。どこに？」

「決まってんじゃねえか。アメリカだ。ヤマトに会いに行くぞ」

　有う無むを言わせず引きずると、迷いながらもレオの足が前に進む。

「ま、待って……」

「待てない。財さい布ふとパスポート持ったら行くぞ。着き替がえは最低限だけ持て」

　どんどん早足になって廊ろう下かを歩く。

「……仕事は？」

「職場にはあとで電話しろ。ショーンにもだ」

　摑んだ手首から先のレオの手が閉じたり開いたりしているのが見える。

「大和……」

「文句は言わせないぞ、あんたにとっては家族だからな。行かなかったら絶対後悔する」

　レオの自由な方の手が、大和の上着の裾すそを摑んだ。

「大和…………！」

「なんだ！」

　立ち止まって振ふり向くと、大和と視線が合ったレオが、太陽を見た犬のように目を細めた。

「ありがとう」







　飛行機の中ではずっと手を繫つないでいた。

　できるなら震ふるえる体を抱だきしめて青あお褪ざめた頰ほおを温めてやりたいけど、それができないから。

「本当は、一人で行くのが怖こわかったんだ。ヤマトが待ってるから行かなきゃと思うのに、移動の時間を一人で過ごせる自信がなくて。こ、こうしてる間に、もしヤマトがと考えると……、だから、ありがとう。大和が連れ出してくれてよかった」

　大和が腕を引いてくれなかったら来られなかった、感謝すると、レオは何度も繰くり返した。大和に向けて言っているというより、自分を落ち着かせるための呪じゆ文もんを繰り返し自分に言い聞かせているみたいだった。

　大和的には幾いく分ぶん落ち着かない。乱暴をしたことを謝らなければならないのに、なぜかうやむやな状態のまま手を繫いだりしている。だがただでさえ動どう揺ようして、不安と心配で頭がいっぱいのレオにこのタイミングでその話を持ち出すべきではない。

　レオが落ち着いたらきちんと謝ろうと、いまある手の中のぬくもりを改めて握にぎり直した。レオが正気に返ったら、こんなふうには触ふれさせてくれないかもしれないから。







　空港からレオの祖母宅へ連れん絡らくを入れ、レンタカーで四時間。

　広大な牧場の横を延々走り、遠くの山々や森林を眺め、休きゆう憩けいを挟はさんでやっと着いたレオの祖母宅は、大きな敷しき地ちにぽつんと佇たたずむカントリー風の木の家だった。

　とはいえ周囲が広いのでぽつんとしているように見えるだけで、日本の平均的な一いつ軒けん家やの五倍はあろうかという大きさだ。

　レオは着くなり車を飛び出し、家の中へ駆かけ込んだ。

「ヤマト！」

　獣じゆう医い師しらしい男性に付き添そわれたヤマトは、リビングの暖だん炉ろの前に敷しかれたラグの上に体を横たえ、ぐったりと長く伸のびていた。

　レオが獣医師と英語でやり取りをしている。大和には内容はさっぱりわからない。

　ジッと動かないヤマトはすでに体温を失っているのではと訝いぶかしんだが、その腹がかすかに上下していることで、眠ねむっているだけなのだとわかった。いや、意識を失っているのかもしれないが。

　初めて会うヤマトは写真よりもずっとやせ細っていた。毛の色つやもなくパサパサだった。

（なんだよ、全然俺と似てないじゃん）

　目を逸そらしたのは、ヤマトの姿が痛々しかったからだ。

　ひと通り話を終えたらしいレオが、獣医師に礼を言ってヤマトの頭を撫なでる。耳の後ろと下側を親指で擦さすると、だらりと開かれたヤマトの口がぴくりと動いた。ピクピクと頰を震わせ、かすかに目を開ける。

「ヤマト……」

　うすく目を開いたヤマトの正面から顔を覗のぞき込むようにレオが移動する。

「ヤマト」

　もう一度声をかけると、ヤマトの前足がレオに向かって伸ばされるように、かすかに宙を引っかいた。レオがその前足を取ると、ヤマトがはふんと息をつく。鳴いたつもりだったのかもしれない。

　ぼろぼろと涙なみだを流すレオを、抱きしめてやりたいと思った。

　レオとヤマトの再会に水を差してはいけないと壁かべ際ぎわまで下がったとき、レオの祖母が缶かんビールを載のせたトレーを手にしてリビングに入ってきた。疲つかれているし、のども渇かわいているから正直ビールは嬉うれしいけれど、ちょっと不ふ謹きん慎しんな気がしなくもない。

「こっちへお座り、レオ。獣じゆう医いから聞いたんだろう。いまは落ち着いてるよ、心配ない」

　祖母が日本語でしゃべるのを聞いて、「あ、そうか日本人だっけ」と思い出した。

　だがレオはヤマトの側そばを離はなれようとしない。

「相変わらずヤマトにべったりだねえ、この子は。女め々めしいったらありゃしない」

　ふんと鼻で息をついたレオの祖母は、なんというか、ちょっと独特な感じの人だった。

　なんだろう、このサイケデリックな色合いの服は。セーターのショッキングピンクとその上に羽織ったショールの青のコントラストが眩まぶしい。生きつ粋すいの日本人とは思い難がたいセンスは、長いアメリカ生活のたまものだろうか。と、いささかアメリカ人に対して失礼なことを考えた。

「あんた、やまとって言うんだって？　ふん、犬みたいな名前だねえ」

　…………。

　この家系は俺を犬扱あつかいしたい人ばかりなのか？

　さすがにこの歳としの人間に言われると貫かん禄ろくがあって怒おこる気にもなれないが。

「タバコはやるかい？」

　首を横に振ると、「どいつもこいつも禁きん煙えん禁煙。愛煙家には生きにくい世の中だよ」とビールをあおって悪態をついた。

　これがレオのばあちゃん。イメージが違ちがう。

　この家に似合うカントリー風の素そ朴ぼくなおばあちゃんがクッキーなんか焼いて、コーヒーと一いつ緒しよに出してくれるだろうという、ステレオタイプの想像がガラガラと崩くずれていった。

「あんたたち夕飯は？　といってもあたしは料理なんてロクにやらないから、出来合いのもんになるけどね」

「よかったら俺作りましょうか」

「あんた男のくせに料理なんかするのかい」

「一応仕事にしてるんで。材料にもよりますけど」

　ざっと材料をチェックし、パスタを茹ゆで、缶入りソースにありあわせのものを炒いため合わせてパスタに絡からめた。やたらたくさんコーンの缶かん詰づめがあるので、スープはコーンチャウダーにした。

　大和の手て際ぎわのよさに、横で見ていたレオの祖母は感心したようだった。

　レオを呼んで食事にしようと思ったら、心配が解けて疲れたのか、ヤマトの隣となりで眠ってしまっている。涙のあとの残る腫はれぼったい目もとを見ればとても起こす気にはならず、そっとブランケットをかけて離れた。

　テーブルで祖母と向かい合わせに座って食事をしながら話していると、不思議と彼女の口の悪さはあまり気にならなかった。

「あの子、レオ。味覚音おん痴ちだろう。あたしの左手が昔から不自由なもんだから、料理はあんまりしてやらなくてねえ。ジャンクフードばっか食べて育ったんだよ」

　そう言った祖母の左手は、言われてみればかすかに震えている。

　なるほど、レオの子ども味覚はそういう食事で作られたのか。

「いや、音痴ってことないですよ。偏へん食しよく……というか、子どもっぽいものが好きだなとは思いますけど。でも最近はけっこう野菜も食べますよ」

「へえ」

　一見仏ぶつ頂ちよう面づらのようだが、やはり孫の話になると表情が緩ゆるんでいるのがわかる。

「あの子は素す直なおと言えば聞こえはいいけど、ほんとに世間の狭せまい子だよ。成績だけはよかったけど、あれはバカっていうんだろうねえ。いつまでたっても幼よう稚ちで」

　歯に衣きぬ着せぬおばあちゃんである。

「でも、会社では大人っぽく振る舞まってますよ。仕事も有能で、他はかの役員から妬ねたまれるくらいです」

　孫を褒ほめられればやっぱり目め尻じりの皺しわが深くなる。最初は驚おどろいたけど、可愛かわいいおばあちゃんだなと思った。

「あんた、こんなとこまでついてくるなんてずいぶん親切な友達だね」

「え……。あ、まあ……」

　どっきん。

　よもやいきなり恋こい心ごころがあるなんて思われないだろうが、年かさの人間というのはなんでも見み透すかしているような気がしてドキドキしてしまう。

「仲良くしてやっておくれね」

　そう言って笑った顔は、皺だらけだったけれどどこかレオにも似ていた。







　三日間レオの祖母宅に滞たい在ざいし、大和はすっかり気に入られた。主に料理の腕うで前まえにおいて。

　車で三十分離れた、それでもいちばん近いスーパーで山ほど食材を買い込み、彼女には懐なつかしい日本料理を作ったりしたのだ。少しでも彼女が日本食を楽しめるよう、作り置きした惣そう菜ざいを小分けにしてたくさん冷れい凍とう庫に入れておいた。

　別れ際、

「また遊びに来な」

　となかなか難しい誘さそいをかけられた。近所の子どもでも誘うような気軽な声こわ音ねに、なぜか嬉しくなった。はは、と笑って握あく手しゆを交かわす。

「もし日本に来ることがあったら声かけてください。腕によりをかけておもてなししますから」

「そうかい。そりゃ楽しみだ」

　そう答えてはくれたが、ヤマトがいる限り彼女はここを離れないだろう。こんな不便な場所に一人、犬と住みついているのはヤマトのためだ。彼女にとってもヤマトは大事な家族なのだ。

　滞在中レオはほとんどヤマトの側そばを離れなかった。ヤマトは眠ってばかりだったけれども、ときどき目を開けてはレオを見て安心しているのがわかり、そんな様子が大和の心をも締しめつけた。

　車のエンジンをかけたレオが、最後にもう一度とヤマトに別れを告げに家の中に戻もどっていった。一緒に大和もついていく。

　今回はなんとか持ち直したヤマトだが、高こう齢れいだからいつどうなるともわからない。もしかしたらこれが最後になるかもしれないと、レオも思っているだろう。

　レオは名残なごり惜おしげにヤマトの前足を握にぎり、キスを繰くり返す。レオがどれだけヤマトを好きか、見ていたら胸に沁しみるほどよくわかる。

「ヤマト……、愛してる……」

　最後にそう呟つぶやいて目を閉じたレオが、決別するようにヤマトの前足を放し立ち上がった。

　やっぱ似てねえよなぁと思いつつ、リビングのチェストに何枚も飾かざられた若犬の頃ころの写真を見た。どれも生命力に溢あふれ、小さな主人を守るように寄り添そっている。なるほど確かにこっちなら自分に似ていなくもない。

　この頃に会いたかったなと、大和も黒犬の額を指先で軽く撫でた。

　ぼんやりと大和を見る目からは特別なものは感じられなかったが、心の中で、レオを譲ゆずり受けたいとお願いしてみた。その瞬しゆん間かん、ヤマトが了りよう解かいしたと言わんばかりに前足で宙を搔かく仕草をしたのは偶ぐう然ぜんだろうが。

　帰りのフライトは、二人とも長ちよう距きよ離り運転や急行した日程の疲つかれでほとんど眠ねむっていた。

　空港に着いたのは早朝で、家方面に向かう電車はがら空きだった。大和たちの乗った車両には他に乗客がいない。二人掛がけの椅い子すに並んで座り、隣にレオの体温を感じながら電車の振しん動どうに揺ゆられている。

「もっと強くならなければいけないな」

　レオがぽつりとつぶやく。

「ヤマトももう高齢だし、いつまたこういう状じよう況きようになるかわからない。覚かく悟ご……なんて言葉は嫌きらいだが、ぼくももっと心を強く持ち、しっかりと現実を受け止められるようにならねばな」

　実際にヤマトに会ったことでそれなりの心構えができたのだろうか。出発前に怯おびえていたレオと、ヤマトを見てぼろぼろと涙なみだを流した姿が交こう互ごに目の裏を走り抜ぬける。そんな切ない心構えは本当は持たせたくないけれど、大和にはどうしてやることもできない。

　平静を装よそおった声音でいながら、レオの指が自分のコートの裾すそをギュッと摑つかんでいるのに気づいてしまった。

　それを見た瞬間、レオの側にいたいという思いが強く突つき上げた。

　そしてレオが苦しくなったときは、抱だきしめて撫なでてやりたい。いとけない精神を隠かくす強がりな大人の仮面を、自分の前でだけは外して甘えてきて欲しい。

　でもそれは大和ではなく、ショーンの役目なのだ。あの体温がもう戻ってこないかと思うと、持て余した腕が寂さびしくて、寒いような気になる。

「本当にありがとう大和。言葉ではこの感謝を言い表せない。チケット代は帰ったら返す。他にどんな礼をすればいいだろう。なにかリクエストがあったら言って欲しい」

「別にいらねえよ。俺がやりたくて勝手にやったんだし。チケット代も返さなくていいから」

「でも、あれは以前きみが言っていた将来の夢のための金だろう？　いくらなんでも心苦しい」

　いらねえ。いやいや。本当に。でも。

　そんなやり取りを繰り返し、それならばと大和から提案した。

「またレオの料理人やらせてくれねえ？」

　え？　とレオが困こん惑わくした顔をする。

　やっぱ嫌いやか。そりゃそうだよな、レイプまでされた人間をまた家に上げるなんて。

　わかってはいても、自じ嘲ちよう気味に笑ってしまうのを止められなかった。

「悪い。嫌だよな。忘れてくれ」

「嫌だなんて……、なんできみがそんな提案をするのかわからない。きみはぼくを嫌いなんだろう？」

「はい？」

　どうしてそういう話になるのか、こっちこそわからない。

「あんなにひどく、ぼくを……、き、嫌いだからなんだろう？　腹を立ててあんなことをさせるまで、きみの鬱うつ屈くつにも気づかずずっときみをいいように扱あつかって……、きみはぼくに弱みを握られていたからそうしていただけなのに、少しばかり好意を持たれているんじゃないかとまで勘かん違ちがいしていた自分が恥はずかしい」

　目もとを赤く染めたレオは大和と目が合わせられないように下を向いた。

「待てよ。嫌じゃないのかよ、俺に好かれたりするの」

「どうして？」

「逃にげてたじゃないか。ランチのデリバリーだって、俺と顔を合わさないように部屋から姿消して……」

「あれは……、大和がぼくを嫌っているから、ぼくの顔を見たら不ふ愉ゆ快かいだろうと……」

　ちらりと大和を見たレオは、また視線を逸そらして足もとを見つめた。

「……食事がとれないんだ」

　そう言ったきりしばらく考え、やがてぽつぽつとしゃべり出した。

「きみに料理をしてもらうようになって、野菜を食べられるようになったはずだったんだ。でもきみが作ってくれたものじゃないと美味おいしく感じない。ショーンといるのは楽しいけれど、気づくといつもきみのことを考えていた」

　電車の中は暖かいのに、レオはまるで寒いように両手で腕を擦さすった。

「玄げん関かんにぶら下げられたお菓か子しを見たら涙が零こぼれた。きみが恋こいしくて、会いたくて」

　堪たまらなくなったように膝ひざに肘ひじをつき、伏ふせた顔を両手で覆おおった。

「きみが好きなんだ。会えなくなってはっきりわかった。だから、あの夜……、本当はきみを好きだと言いにいったんだ。けれどきみはとても酔よっていて、言えなくて……挙句、あんな……。嫌われていると思ったら苦しかった……」

　くぐもった声で苦しげに吐と露ろする。

「でもきみが怒おこるのは当たり前だと思った。きみはぼくのペットでいるのが苦痛だったのだからな。誰だれにも内ない緒しよだと約束したのに、ショーンには毎週電話で日本での生活の報告を細かくしていたから、ついぽろりと言ってしまって。でも信じてほしい、きみを好きだと思ってからはもうヤマトと重ねたりしていない」

　改めて自分のしたことを猛もう烈れつに後こう悔かいした。レオは告白しにいった先で乱暴され、嫌われていると思い込んだ。大和がペット扱いに耐たえきれなくなって、怒って無体を働いたと。好きだと思っている人間に乱暴されるのはどれだけ辛つらかっただろう。

「なのにきみはこうやってぼくをアメリカに連れていってくれたりする。料理をしたいとも言う。きみの考えていることがわからない。ぼくはきみをどう思っていいかわからない。誰かにこんな気持ちを抱いだいたのは初めてなんだ。助けてくれ大和。苦しい」

　心底困ったような声。なんでこんなに邪じや気きがないんだ。あれだけのことをされて、まだ大和が嫌いになれないというのか。純じゆん粋すいすぎて腹が立ってくる。

「あんたは俺に怒っていいんだぞ。嫌っていいんだ。詰なじれよ、ひどいことをされたって」

　レオは初めて、大和に恨うらみがましい視線を向けた。泣きそうに瞳ひとみを潤うるませながら。

「きみがぼくを嫌いだからといって、ぼくの気持ちまで否定しないでもらいたい。きみにとっては迷めい惑わくかもしれないが、ぼくにとっては大事なんだ」

　ああ、もう！　どうやったら嫌いになれるというんだ、こんなに可愛かわいい生き物を！

　たまらずに抱きしめた。

「や、大和……？」

「好きだ」

　ぴくん、と細い体が揺れる。

「うそだ……。だって、鍵かぎだって返して……。もうぼくの家には来たくない、顔も見たくないという意思表示だろう？」

　そうか。そう取られたか。

　悲しませていたんだなと、震ふるえはじめた体をギュッと強く抱いた。淡あわい匂においのする首筋に鼻をうずめて。

「違ちがう。逆だ。あんたがもう俺の顔なんか見たくないだろうと思ったから。あんたを傷つけたこと、めちゃくちゃ後悔してる。あんたとショーンがつき合ってると思って……、もしそうだとしても俺には関係ないのに、勝手に嫉しつ妬として怒って」

「どうしてショーンとぼくが？」

　大和をミスリードしようとショーンが画策したことについては、どう話しても告げ口のようになってしまう。ただ、おそらく彼は真実でないことは言っていない。昔の恋こい人びとなのかという問いには「だとしたらなんだ」という否定でも肯こう定ていでもない言葉を返しただけだし、キスや知識としての性の手ほどきをしたのも本当だろう。一人エッチを従兄いとこのお兄さんに教えてもらうなんてよくある話だ。かといってレオの口から聞いたら嫉妬で狂くるってしまいそうだが。

「俺の勘違い。全部俺が悪かった。許してもらえるなら、今度こそペットじゃなく一人の男として見てほしい」

「いいのか大和？　怒ってないのか？」

「だからこっちのセリフだって」

　不安げに瞳を揺らめかせるから、そのまぶたを閉じてしまおうとそっとレオの唇くちびるに触ふれた。案の定、唇が重なればレオは瞳を閉じて大和の熱を受け入れる。

　スタンプを押すように角度を変えて何度も重ね、やがてどちらからともなく舌を絡からめ合わせた。

　カタンカタンと揺れる車内で、口づけは深まっていく。積極的に大和を欲しがるレオは、大和の舌を吸って自分の口内に導き、味わうように舌の広い面を擦り合わせたり、甘あま嚙がみして感かん触しよくを楽しんだりしている。

　なんだか食べられてしまいそうだ、と大和が思ったとき。

　きゅるるるるぅぅぅ～～……、とレオの腹が鳴った。

「す、すまない。また大和の料理が食べられると思ったらお腹なかが空すいて……」

　……胃い袋ぶくろを摑つかむのにはとりあえず成功しているようだ。

「大和と会えない間はずっと食べられなかったんだ、本当だ。だから……！」

　照れ隠かくしで必死に言い訳しようとするのが可愛くて、頭にぽんと手を乗せた。

「帰ったらなんか作ってやる」

　頭に置かれた大和の手に自分の手を重ねて上うわ目め遣づかいで大和を見た恋人は、じゃあオムレツ、とそれはそれは嬉うれしそうな笑え顔がおで言ったのだった。







　大和の体の下で、艶なまめかしい肢し体たいがくねくねと誘さそいをかけている。

　こんなに瘦やせて……。

　女と紛まごうほど細い腰こしのラインを撫なでると、くすぐったいのか背を反らして小さな喘あえぎを上げた。

「もっと食えよ。細すぎて可哀かわい想そうになる」

「ん……、大和のご飯なら、食べる……」

　は、と熱い息をつきながらそんな可愛いことを言うから堪らない。

　なんでも作ってやる。三食作ってやる。なんなら口まで運んで食べさせてやってもいい。

「あ……、それ、きもちいい……」

　スキンシップ好きなレオは、肌はだに触れられることに抵てい抗こうがないらしい。素す直なおに快感を口に出しては大和を悦よろこばせる。

　大和の意に添そって求められるまま、レオは割と過激なポーズにも応じてくれた。もしかしたら最初にとんでもなく恥ずかしい格好をさせて辱はずかしめてしまったから、それに比べて羞しゆう恥ちを感じないのかもしれない。だとしたら申し訳ない。

　レオの体をもっとも美しく見せるのは、獣けもののように両手両足をつかせたときだった。手足の長さと腰の細さ、なんといっても、ここが欧おう米べいの血が混じっているのだと感心させられる尻しりの形が最高だった。

　日本人だと扁へん平ぺいな形が多いものだが、レオの尻はふっくらと丸みを帯びていて、なおかつ長い脚あしの上でツンと上がって扇せん情じよう的なのだ。深い谷間で見え隠れする淡い色の蕾つぼみも愛らしくて、思わず頰ほおずりしたくなって自分を制するのに必死だった。

　四つん這ばいになったレオに後ろから覆いかぶさり、乳ち首くびを弄いじりながら、自身の屹きつ立りつでレオの後こう孔こうから肉にく茎けいに続く会え陰いん部分を往復して擦り立てた。柔やわらかい蜜みつ袋ぶくろも昂たかぶった熱でくにくにと捏こねてやる。　>>>♥

「それ、好きだ……。大和……っ」

　愛されているとわかったレオは愛あい撫ぶを受け入れることを恥はずかしがらない。どこに触れても甘い声が上がる。

　こんなに素直でエロい体がいままで他ほかの男に汚よごされなかったなんて。いま初めてショーンの頑がん張ばりに感謝する。兄貴と呼んでもいいくらいだ。

　快感に負けたレオの腕うでが力を失い、上体がずるずるとベッドに頽くずおれていく。

「ほら、それじゃ弄ってあげにくいよ」

　乳首をきゅっと抓つまむと、丸い尻をふるりと震わせて「だって……」と涙なみだ声ごえが返る。くそ、可愛すぎるんだよ。

　好きだというならもっと感じさせてやりたくて、臀でん部ぶをつかんで、会陰を擦る動きを激しくした。挿そう入にゆうと同じ動きを持つ疑ぎ似じセックスに、白い臀部がふるふると震える。

「あっ、ああ……、いい、それ……っ、あ、あああ、あん……っ！」

　大和から見える視界も卑ひ猥わいそのものだ。大和の熱棒に翻ほん弄ろうされる蜜袋が捏ねられ、空気の抜ぬけた毬まりのようにぐにゃぐにゃと前後している。

　大和の目には、動きに合わせてぱくぱくと口を開くいやらしい蕾も丸見えだ。親指を唾だ液えきで濡ぬらし、抽ちゆう挿そうに合わせてくちくちと入り口を擦さすると、そこはだんだんと綻ほころんで指先を吞のみこんでいった。

「ひぁっ？　あぁ、や、やまと……、なにして……？」

　後こう腔こうに親指を吞みこまされているのにレオが気づいたのは、もう関節まで入り込んだあとだった。

「気持ちいい？　ほら、もう三センチくらい入ってる。指のいちばん太いとこ。でもゆっくりしてあげたから痛くないだろ？」

　気づいて意識してしまったのか、レオがきゅっと肉にく環わを締しめる。熱い狭きよう壁へきに指が締めつけられ、自身が中に入ったときの感触を想像して大和の陰いん茎けいが痛いくらいズキズキした。

「すげーいい眺ながめ。俺の指咥くわえてるの、俺から丸見え」

「や、やだっ……、見るなっ、見ないでくれ……！」

　体を見られるのは平気でも、さすがに後ろに指を吞みこまされているのを見られるのは恥ずかしいらしい。

「わかった、見ないから」

　ちゅ、と背中にキスを落として指を抜く。正面から抱だきしめる体位に変えると、潤んだレオの瞳を真上から見下ろす形になって、愛いとしさが溢あふれてきた。

「大和……、キス……」

　自ら腕を伸のばして大和の首を引き寄せ、唇を重ねてくる。

　愛撫が好きなレオはキスも好きなようだ。すぐに夢中になって、大和を抱きしめたままうっとりと目を閉じて大和の舌を味わっている。陶とう酔すいしたレオは自ら唇を開いて大和を誘い込み、甘い蜜みつを欲しがる蝶ちようのように吸いついてきた。

「好きだよ……、レオ……」

　キスの合間に囁ささやけば、

「ん……、好きだ……、大和、好き……」

　律りち義ぎに言葉を返してくれる。可愛かわいくて、食べてしまいたくて、貪むさぼるように口づけた。キスをしながらレオの体に沿って手を這はわせ、少しだけ陰茎を弄ってから内うち腿ももを撫でると、素直に脚を開いた。

「痛かったら言えよ」

　とろとろと蜜を零こぼす鈴すず口ぐちからぬめる液体を指に絡ませ、ひとつになれる場所をゆっくりと撫でる。さっきすでにほぐしかけた蕾は、強い抵抗もなく大和の指を吞みこんでいった。

　前回の無体のぶん優やさしくしてやろうと、レオが焦じれるほどじっくり時間をかけて熱を高めていく。

　キスで意識を散らしながら、入り口を広げるように少しずつ抜き差しを深くする。前回記き憶おくした内側のいい部分をこすると、レオの体がびくんと跳はねた。

「あっ……！　大和、そこは……！」

　レオのつま先がくっと丸まってシーツに皺しわを作り、快感に脚を震ふるわせている。

「気持ちいいだろ？」

　こくんとうなずくのが可愛くて、濡れた唇くちびるをまたキスで塞ふさいだ。

　そのまま首筋も、胸も、腹も、柔らかい部分を甘あま嚙がみしながら下へ降りていく。

　触ふれて欲しそうな花か茎けいをわざと無視して内腿を嚙んだり吸ったりしていると、焦れたレオが腰を揺ゆらし始めた。

「大和……」

　切なげな声で大和の名を呼ぶ。レオの欲求はわかっているけれど、あえてとぼける。

「なに？」

「……して、ほしい……」

「なにを？」

「……っ」

　口に出すのはためらわれるらしく、唇を嚙んで横を向いてしまった。

「してほしいこと言ってみな。俺ねだられたらなんでもしてやるよ」

　あんたが好きだから、と言って腿に歯を立てる。勃たちあがったものがふるっと揺れた。

　レオはひくりと息を吞み、ごく小さな声でねだる。その様子があまりにもいたいけで、聞こえないと意地悪をしたい気にもなったが、今日はやめておこう。

　熱く昂る屹立をのど奥まで吞み込んだ。くちゅくちゅと音を立てて前後しながら、後腔をほぐす指を増やしていく。

「あ……、あ……、は、あ、ああ……、大和……、いいっ……」

　レオが達いきそうになると唇を離はなし、両手で尻を持ち上げて親指で蕾を開いてひくつく内側へ舌を差し入れた。

　体の中まで舐なめられる感かん触しよくに、レオの唇から嬌きよう声せいが[image: 迸]ほとばしった。

「あ、やっ……、もう、大和……っ！」

　激しく左右に首を振ふって涙なみだを散らすレオは、ひとつになりたいと大和を求めて腕を伸ばしてくる。

　たまらず舌を引き抜くと、うっすら色づいた蕾がひくひくと震えて口を開いていた。

　膝ひざ裏うらをすくって大きく脚を開かせ、ぴたりと体を密着させた。大和の唾液とレオの蜜液でぐちゃぐちゃに濡れた後孔に熱をあてがう。

「……入りたい、レオ」

　熱い息で囁くと、この体位では感じる顔を見られるのが恥ずかしいのか、がくがくと首を縦に振ったレオが、

「か、顔……、見ないでっ。うしろからがいいっ……」

　そんなエロ可愛いお願いをしてくるから、滾たぎらずにいられない。

　望み通り四つん這ばいで手を突つかせると、芸術的なラインの腰こしがたまらなくそそる。少しずつ自身を潜もぐり込ませていくごとに白い背が弓なりに反っていった。

「ああ……、ほら、すげえ。レオ、やらしい尻尾しつぽ生やしてるみたい」

　大和を咥えこんだ襞ひだの周囲をぐるりと指でなぞると、レオの汗あせばんだ背がびくんとしなった。

「そん、な……、言うな……っ」

「自分からバックおねだりするなんて、見てほしかったんだろ？」

　意地悪に言うと、首を振って否定する。なんでも真ま面じ目めに受け取る恋こい人びとが本当に可愛い。

「ちが……、ちがうっ……！　あっ！　あ、あ、あ、あああああ──……ッ！」

　内ない腔くうの弱点を集中的に抉えぐり、ひたすらレオがいいように動く。熱い肉襞が押しつけてくる快感にときどき意識が持っていかれそうになる。それくらい、レオの中はいい。

「レオ……、レオ、かわいい……、好きだ……」

　なんでもしてやるから。だから側そばにいさせてほしい。

「ひ……、あ、やまと……、す、すきっ……、すき、だから……っ」

　快感に翻弄されながらでも言葉を返そうとする律りち義ぎさが健けな気げで愛しい。繫つないで欲しいというように後ろに伸ばされてきた手を握にぎって、二人で高みへと駆かけ上がっていった。







　カーテンの隙すき間まから、明るい春の日差しが部屋の中に忍しのびこんでいる。

　腕うでの中の恋人はまだよく眠ねむっている。我が慢まんできなくて額にキスを落とすと、「ん……」とつぶやいて目を開けた。

「ごめん、起こしちゃったな」

「別にいい。おはよう」

　レオは小さく笑って、大和の唇に触れるだけのキスをした。

「朝メシ食う？　なにか作ろうか」

　大和が聞くと、レオは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「じゃあぼくはコーヒーを淹いれる」

　どうよ、この完かん璧ぺきな恋人ぶり。クリスマスの悪夢の朝とはえらい違ちがいである。ベッドから転がり落とされることも、蹴けられることもない。幸せすぎて夢のようだ。

　上半身だけ起こしたレオの裸はだかの背を、後ろから抱きしめた。これからは泣かせたりしない。

「ずっとこうしてたい」

「今日は会社があるから、ずっとは無理だ」

　そういう意味じゃない。

　と思ったが、言葉通り取ってしまう天然なレオが大好きなので、そうだなと笑って手を放した。これからもずっとそばにいて仲良くしたいという意味だということは、いずれレオにもわかるだろう。わからなかったらわからせてやるから問題ない。







「いいか、私はまだきみを認めたわけじゃない。今後レオを泣かせることがあったらすぐにでもアメリカから飛んできてやる。一分だ。一分でくるぞ」

　あり得ない脅おどしをしつつ、ショーンはアメリカへ帰っていった。大和とレオの関係に恐おそろしく不満そうだったが、ヤマトの件に関して大和が取った行動には、あとで紳しん士し的に礼を言ってきた。苦手な男だが、そういう部分は見習うべき潔いさぎよさだと思う。

　ショーンがいなくなればまた穏おだやかな日々だ。

「大和、今度親おや子こ丼どんぶりの作り方を教えてくれ。グリーンピースの代わりに桜でんぶを載のせたら、より春らしくていいんじゃないかと思う。作ってみたい」

　マズそう……。

　と思ったのは顔には出さず、了りよう承しようしてやる。創作は料理の興味を育てる第一歩だ。その芽を摘つんではならない。

「でもなんで料理したいんだ、レオは？」

「ぼくが大和のごはんを食べると幸せだからだ。ぼくもきみを喜ばせたいと思うのはおかしいか？」

　なんのてらいもない言葉の破は壊かい力を、レオはもっと自覚するべきだと思う。天然な恋人はきっと一生大和を翻ほん弄ろうしてやまない。

　しかしその創作料理を食べることを考えるとちょっと怖こわい。きみのために作ったと言われたら食べざるを得ないだろうが、男として。

　だがあれも作ってみたい、これも作ってみたいと楽しそうに語る姿に幸せを感じる。

「いつかあんたみたいな偏へん食しよくの人間でも食べやすいメニューをそろえたレストランを開きたいと思ってるんだ。協力してくれるか？」

「もちろん。ぼくで役に立つなら嬉しい」

　今日も俺の前には偏食の恋人。苦手野菜をひと口だけ頰ほお張ばり、眉み間けんに縦皺を刻む。

　ごっくんと飲み込んだ後には自じ慢まんげに大和を見て褒ほめ言葉を待つのだ。よくよく考えてみれば、レオの方がよほど犬っぽい。

　そして食事の終わりは、いつも通り「美味おいしかった、ありがとう」と、きゅんとする笑え顔がおで礼を言うのだ。その笑顔を見るためだったら、俺は一生料理を作り続けよう。







　あとがき







　はじめまして、もしくはこんにちは。

　ルビー文庫さまからは初めて本を出していただきます、はなさくらと申します。

　このたびは『偏食王子のひみつのペット』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　ちょっと天然な受けが書きたいなーと思っていたのですが、書いているうちにどんどん甘えん坊ぼうに……。私の受け的にデフォですね。私の周囲にアメリカ人が多いこともあり、レオは随ずい所しよで彼らをイメージして書きました。オンとオフはきっちり分けていて、お礼は頻ひん繁ぱんに言い、愛情表現はちょっぴり暑苦しく（笑）

　攻せめの大和やまとは、食いしん坊な私の理想の彼氏です。仕事で疲つかれて帰ってきたときに甘やかしてくれるお兄ちゃん、私も欲しいです。それでご飯作ってくれたら最高ですね！　実はプロットを考えていたときからやりたかった「攻めに犬耳」もできて個人的に大満足です。イラストも入れていただけるようなので、とっても楽しみにしています。

　いろいろなこと（そりゃもうアレコレ）を教えてくれるお兄ちゃん、ショーンも気に入っているので、私自身楽しく書かせていただいたお話でした。

　だからいつの間にか夏が過ぎ去っていたなんて些さ細さいなこと……！

　家事が滞とどこおったぶん、家族にもたくさん協力してもらいました。いつも感謝の心は忘れていません。レオを見習ってちゃんと言葉にも出しますね、どうもありがとう。

　そして担当さま。本当にご迷めい惑わくをおかけいたしまして申し訳ございませんでした！　特にプロットではもう……、言葉にできないほど……。それなのにたくさん褒ほめて励はげましてくださってありがとうございました。熱ねつ烈れつラブを捧ささげます！（暑苦しいですね）

　南月ゆう先生、お忙いそがしい中挿さし絵えをお引き受けくださいましてありがとうございました。以前から先生のイラストが大好きで、いつかご縁えんがあったら……と夢想していたので、お名前を伺うかがったときは嬉うれしくて飛び上がりました。拝見するのがとても楽しみです。

　最後になりましたが、この本をお手に取ってくださったみなさま、心からの感謝を捧げます。少しでもお楽しみいただけていればこんなに嬉しいことはありません。

　のんびりペースですが、これからもぽちぽち書いていきたいと思います。またどこかでお会いできますように。





平成二十五年九月　　はなさくら　　
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